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其
の
六
十
四

小学生と街並み、大阪・富田林市

　
早
春
の
雨
は
私
の
肌
を
刺
す
ほ
ど
の
冷
た
さ
で
あ
っ
た
。
写

真
は
大
阪
府
富
田
林
市
の
街
並
み
で
あ
る
。
こ
こ
は
永
禄
年
間

（
一
五
五
八
～
七
〇
年
）
に
一
向
宗
の
寺じ

内な
い

町ち
ょ
う
と
し
て
、
周
囲

を
土
塁
や
堀
を
巡
ら
し
た
宗
教
都
市
で
あ
っ
た
と
い
う
。
南
北
約

三
百
五
十
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
四
百
メ
ー
ト
ル
内
は
当
時
の
ま
ま
の

古
き
佳よ

き
街
並
み
が
色
濃
く
残
る
。

　
江
戸
時
代
以
降
は
周
辺
住
民
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

農
作
物
な
ど
の
集
散
地
と
し
て
栄
え
る
よ
う
に
な
り
、
木
綿
商
、
油

屋
、
酒
造
業
な
ど
の
商
家
が
栄
え
、
在
郷
町
と
し
て
発
展
し
た
。
現

在
も
豪
商
た
ち
の
町
家
が
軒
を
連
ね
る
。
街
路
沿
い
を
歩
い
て
み
る

と
、
本
瓦
葺ぶ

き
の
屋
根
に
塗ぬ

り
ご
め籠
の
豪
壮
な
造
り
の
入
母
屋
、
切
妻
造

り
の
美
し
い
街
並
み
が
往
時
を
偲し

の

ば
せ
て
く
れ
る
。
一
九
九
七
年
に

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
る
の
も
う
な
ず
け
る

美
し
さ
で
あ
る
。
地
元
の
小
学
生
た
ち
が
、
雨
の
降
り
し
き
る
な
か

を
街
並
み
の
歴
史
を
勉
強
す
る
た
め
に
研
修
授
業
に
訪
れ
て
い
た
。

色
と
り
ど
り
の
こ
う
も
り
傘
が
古
き
街
並
み
と
見
事
に
マ
ッ
チ
し
て

す
が
す
が
し
い
。

（
写
真
・
文
　
樋
口
健
二
） 



　

私
の
活
動
の
テ
ー
マ
は
地
方
の
活
性
化
で
あ
る
が
、
観
光
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
地
域
が
高
い
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
観
光
が
将

来
に
向
け
て
安
定
し
た
地
域
の
産
業
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
か
に
つ
い

て
は
少
な
か
ら
ぬ
不
安
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

い
ま
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
に
向
け
て
の
議
論
が
盛
ん
だ
。
国
内
市

場
が
縮
小
し
、
海
外
の
市
場
が
拡
大
し
て
い
く
な
か
で
は
、
海
外
市
場

と
向
き
合
い
な
が
ら
地
域
が
発
展
し
て
い
く
方
策
は
こ
れ
か
ら
の
重
要

な
地
域
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
方
で
は
海
外
と
の
交
流
や
、
外

国
人
と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
は
経
験
が
浅
い
。
い
か
に
対
象
国
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
れ
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
観
光
商
品
を
つ
く
り
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
く
か
な
ど
地
方
に
と
っ
て
は
課
題
が
山

積
み
だ
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
上
に
大
切
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
外

国
か
ら
の
観
光
客
誘
致
の
み
な
ら
ず
、
い
か
に
海
外
と
の
広
い
結
び
つ

き
の
な
か
で
、
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
経
済
発
展
、
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
く
の
か
と
い
う
大
局
的
な
戦
略
を
持
つ
こ
と
だ
。

　

地
域
が
海
外
と
の
つ
な
が
り
で
経
済
的
に
発
展
し
て
い
く
方
策
は
大

き
く
は
四
つ
で
あ
る
。

　

①
地
域
産
品
の
輸
出

　

②
サ
ー
ビ
ス
の
輸
出
（
外
国
人
観
光
客
の
域
内
消
費
）

　

③
海
外
へ
の
直
接
投
資

　

④
海
外
か
ら
の
直
接
投
資
の
受
け
入
れ

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
つ
い
て
は
②
だ
け
で
な
く
、
①
、
③
、
④
と

の
つ
な
が
り
で
地
域
全
体
の
発
展
に
結
び
つ
け
て
い
く
視
点
が
必
要
だ
。

特
に
④
と
は
、
消
費
と
投
資
の
連
鎖
に
よ
る
相
乗
効
果
を
目
指
す
戦
略

が
必
要
だ
。

　

北
海
道
の
ニ
セ
コ
は
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
の
魅
力
で
十
年
ほ
ど
前
か
ら

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
観
光
客
が
増
加
し
、
次
第
に
夏
季
の
ア
ウ
ト

ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
も
広
ま
り
、
通
年
型
の
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
発
展
し
て
い

る
。
最
近
で
は
海
外
富
裕
層
の
来
訪
を
契
機
に
、
魅
力
あ
る
投
資
先
と

し
て
海
外
か
ら
の
直
接
投
資
が
飛
躍
的
に
増
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
倶く

っ

知ち
ゃ
ん安
町
の
ひ
ら
ふ
高
原
地
区
は
、
地
域
に
居
住
し
な
い
不
動
産
所
有
者

が
八
〇
％
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
、
都
市
計
画
に
よ
る
用
途
、
景
観
の

規
制
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
低
下
に
よ
る
非
居
住
者
か
ら
の
負
担
金

徴
収
な
ど
新
た
な
地
域
問
題
が
噴
出
し
て
き
て
い
る
。

　

海
外
か
ら
の
観
光
消
費
と
と
も
に
、
海
外
か
ら
の
直
接
投
資
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
地
域
経
済
の
発
展
に
結
び
つ
け
て
、
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
地
域
に
と
っ
て
は
極
め
て
高

度
な
応
用
問
題
が
ぶ
つ
け
ら
れ
た
の
だ
。
こ
の
問
題
に
立
ち
向
か
う
た

め
、
今
年
の
七
月
に
「
ひ
ら
ふ
高
原
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
検

討
会
」
が
立
ち
上
が
っ
た
。
行
政
に
加
え
て
、
地
元
の
経
済
団
体
、
商
店
、

住
民
な
ど
広
範
な
地
域
の
メ
ン
バ
ー
が
世
代
を
超
え
て
参
加
し
、
私
は

会
の
代
表
と
し
て
全
体
調
整
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
回
の
検
討

会
は
、
英
語
と
日
本
語
が
飛
び
交
う
な
か
で
、
若
い
世
代
か
ら
は
大
胆

な
提
案
も
出
て
き
た
。
国
際
観
光
地
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
の
新
た

な
戦
略
づ
く
り
に
向
け
て
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
。（

こ
い
そ　

し
ゅ
う
じ
）

インバウンド観光と地域戦略
北海道大学公共政策大学院特任教授　　小磯　修二
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二
〇
一
三
年
（
平
成
二
十
五
年
）
六
月
、

第
二
次
安
倍
内
閣
は
「
日
本
再
興
戦
略

〜
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 
ｉｓ 

Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ
〜
」
を
閣

議
決
定
、
そ
の
な
か
で
訪
日
外
国
人
旅
行

者
を
二
〇
三
〇
年
に
三
千
万
人
超
を
目
指

す
と
の
目
標
を
掲
げ
た
。
現
在
、
外
国
人

延
べ
宿
泊
者
数
の
半
数
近
く
が
東
京
と

大
阪
に
集
中
し
て
い
る
が
（
観
光
庁
「
宿

泊
旅
行
統
計
」）、
三
千
万
人
時
代
に
は
今

の
三
倍
以
上
の
外
国
人
が
訪
れ
る
こ
と
に

な
り
大
都
市
部
で
は
受
け
止
め
き
れ
な

く
な
る
こ
と
か
ら
、
地
方
で
の
受
け
入
れ

が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
日
本
以
外
の
ア
ジ
ア
各
国
と
の

競
争
も
激
化
す
る
な
か
で
の
三
千
万
人
達

アジアのＦＩＴ客を地域へ呼び込む

特 集

1
2

成
の
た
め
に
は
、
旅
行
者
を
惹ひ

き
つ
け
る

日
本
の
魅
力
の
発
信
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、

地
方
の
豊
か
な
観
光
資
源
の
訴
求
な
く

し
て
行
う
こ
と
は
不
可
能
だ
。

一
方
、
現
在
は
観
光
目
的
の
訪
日
旅

行
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
利
用
が
多
い

が
、
今
後
は
旅
行
市
場
の
成
熟
化
や
リ
ピ

ー
タ
ー
の
増
加
に
よ
り
Ｆ
Ｉ
Ｔ（Foreign 

Independent T
our

航
空
券
や
宿
泊
施

設
を
個
別
に
手
配
す
る
旅
行
）へ
の
シ
フ

ト
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
現
時

点
で
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
は
都
市
滞
在
が
中
心
で
、

地
方
を
訪
れ
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
は
ま
だ
少
数
派

に
す
ぎ
な
い
が
、い
ず
れ
は
多
く
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ

客
が
地
方
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
数
が

最
も
多
い
台
湾
を
中
心
に
取
り
上
げ
な
が

ら
ア
ジ
ア
Ｆ
Ｉ
Ｔ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
現
状
と
、

Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
を
い
か
に
地
方
に
呼
び
込
む
か

に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

訪
日
旅
行
市
場
の
今

リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加

訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
過
去
十
年
余

り
で
倍
増
、
二
〇
一
二
年
は
過
去
二
番
目

に
多
い
約
八
百
三
十
七
万
人
が
日
本
を
訪

れ
た
。
二
〇
一
三
年
上
期
も
前
年
同
期
比

二
二・八
％
増
と
過
去
最
高
を
記
録
し
て
お

り
、
右
肩
上
が
り
で
成
長
が
続
い
て
い
る
。

ア
ジ
ア
Ｆ
Ｉ
Ｔ
マ
ー
ケッ
ト
の
現
況

 

―
―
台
湾
を
事
例
と
し
て

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
政
策
研
究
部 

主
任
研
究
員

相
澤  

美
穂
子



訪
日
旅
行
市
場
が
拡
大
す
る
に
従
い
、

リ
ピ
ー
タ
ー
数
も
年
々
増
加
し
て
い
る
。

日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
が

公
表
し
て
い
る
訪
日
外
客
数
と
観
光
庁
の

訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
を
基
に
推

計
す
る
と
、
二
〇
一
三
年
四
〜
六
月
期
に

日
本
を
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
目
的
で
訪
れ
た

外
国
人
約
百
四
十
八
万
人
の
う
ち
、
日
本

訪
問
二
回
目
以
上
の
リ
ピ
ー
タ
ー
は
全
体

の
五
九・四
％
、
約
八
十
八
万
人
に
上
る
。

中
で
も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
の
は
東
ア
ジ

ア
で
、
最
も
多
い
の
は
台
湾
、
以
下
、
韓

国
、
香
港
と
続
い
て
い
る
（
図
１
）。
ま

た
最
近
旅
行
者
数
の
増
加
が
著
し
い
タ
イ

は
、
中
国
を
抜
い
て
四
番
目
に
多
い
リ
ピ

ー
タ
ー
数
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
台
湾
の
リ
ピ
ー
タ
ー
は
こ
こ
数

年
で
大
幅
に
増
加
し
た
。
三
年
前
の

二
〇
一
〇
年
四
〜
六
月
期
と
比
較
す
る

と
、
台
湾
の
リ
ピ
ー
タ
ー
数
は
推
計
で

約
三
十
六
万
人
、
一・七
倍
に
拡
大
し
た
。

他
の
国
・
地
域
と
比
較
し
て
も
著
し
い
伸

び
を
示
し
て
い
る
。
訪
日
回
数
別
に
見
る

と
、
四
〜
九
回
の
リ
ピ
ー
タ
ー
数
の
増
加

が
目
立
つ
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
化
の
進
展

日
本
を
訪
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
る

に
従
っ
て
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
も
増
加
し
つ
つ
あ

る
。
も
と
も
と
欧
米
系
の
旅
行
者
は
Ｆ
Ｉ

Ｔ
客
が
多
く
、
ア
ジ
ア
の
旅
行
者
は
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
利
用
が
多
い
と
い
う
傾
向

の
違
い
が
あ
っ
た
が
、
最
近
は
ア
ジ
ア
の

旅
行
者
に
お
い
て
も
個
別
手
配
利
用
が
増

え
つ
つ
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
十
二
年
）
と

二
〇
一
二
年
（
平
成
二
十
四
年
）
の
ア
ジ

ア
各
国
・
地
域
の
個
別
手
配
率
を
比
較

し
て
み
る
と
、
香
港
以
外
は
い
ず
れ
も
個

別
手
配
率
が
増
え
て
い
る
。
台
湾
は
も

と
も
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
利
用
が
多

く
、
個
別
手
配
利
用
は
少
な
か
っ
た
が
、

二
〇
一
二
年
に
は
個
別
手
配
が
半
数
以
上

を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
（
図
２
）。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
化
が
進
ん
だ
大
き
な
き
っ
か
け

の
一
つ
は
東
日
本
大
震
災
だ
。
震
災
直
後
、

各
国
と
も
団
体
旅
行
の
催
行
を
見
合
わ

アジア圏からのFIT客（個人旅行の外国人客）をわが国の大都市圏以外の地域に呼び込み、

インバウンド市場の成熟化を目指すことで、今後どのような可能性があるのでしょうか。

それを実現するためには、どのような方策と工夫が必要になるのか。そして地域にふさわしい

誘致施策の在り方をテーマに、旅行者が出発する発
はっ

地
ち

および旅行者が到着する受
うけ

地
ち

の両サイドの視点から

考察します。発地として台湾の旅行市場の状況を、受地として温泉地の旅館の取り組み事例を取り上げ、

FIT客を受け入れるための環境づくりについて考えます。

3 特集◉アジアのFIT客を地域へ呼び込む
特集1 アジアFITマーケットの現況——台湾を事例として

図1　日本を訪れたリピーター数
　　（国・地域別、訪日回数別、観光・レジャー目的のみ）

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査 平成22年4〜6月期、平成25年4〜6月期報告書」
を基に筆者作成
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10回以上
4〜9回
3回
2回

（人）

図2　個別手配率の変化（国・地域別）

韓国

台湾

香港

中国

タイ

シンガポール

マレーシア

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

71.7%

44.8%

55.3%

51.6%

68.5%

61.8%

71.8%

74.1%

50.5%

54.8%

58.8%

74.1%

82.4%

76.4%

2010
2012

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査 平成22年、平成24年年次報告書」を基に筆者作成



せ
て
い
た
時
期
、
航
空
運
賃
の
値
下
げ
が

相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
中

心
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
が
日
本
を
訪
れ
た
と
い
う
。

一
度
Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
訪
れ
る
と
、
自
由
度
の
高

さ
の
魅
力
を
知
っ
た
旅
行
者
は
次
の
旅
行

で
も
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
利
用
す
る
。
そ
の
た
め
震

災
の
影
響
が
薄
れ
た
現
在
も
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
化

へ
と
シ
フ
ト
す
る
流
れ
は
続
い
て
い
る
。

リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
に

よ
る
訪
問
先
の
変
化

リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
加
す
る
と
訪
れ
る
観

光
地
の
傾
向
に
も
違
い
が
表
れ
る
。
台
湾

人
観
光
客
の
都
道
府
県
別
訪
問
率
を
訪
日

回
数
別
に
見
る
と
（
図
３
）、
訪
日
回
数
一

回
目
で
は
東
京
、
大
阪
、
北
海
道
に
集
中

し
て
い
た
の
が
、
訪
日
回
数
が
多
く
な
る

に
つ
れ
、
徐
々
に
東
京
や
大
阪
の
周
辺
を

中
心
に
広
が
り
は
じ
め
る
。
訪
日
六
回
目

以
上
で
は
東
京
、
大
阪
の
訪
問
率
は
依
然

と
し
て
高
い
も
の
の
、
北
海
道
の
訪
問
率

が
下
が
り
、
中
国
・
四
国
地
方
に
も
広
が

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た
傾

向
は
、
韓
国
や
香
港
で
も
見
て
取
れ
る
。

し
か
し
台
湾
の
場
合
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
利
用
で

の
地
方
へ
の
入
込
は
ま
だ
ま
だ
限
定
的
で

あ
る
。
図
４
を
見
る
と
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ

ア
ー
利
用
客
の
都
道
府
県
別
訪
問
率
は

北
海
道
、
関
東
甲
信
越
、
関
西
、
九
州

で
そ
れ
ぞ
れ
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
の

に
対
し
、
個
別
手
配
客
で
は
東
京
、
大
阪
、

京
都
と
い
っ
た
大
都
市
圏
に
集
中
し
て
い

る
。
他
の
国
、
例
え
ば
タ
イ
の
場
合
は
パ

ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
利
用
客
で
は
東
京
と
山

梨
に
集
中
し
、
個
別
手
配
客
の
訪
問
地
は

分
散
し
て
お
り
、
台
湾
と
は
反
対
の
傾
向

を
示
し
て
い
る
（
観
光
庁
「
訪
日
外
国
人

消
費
動
向
調
査
」
平
成
二
十
四
年
十
〜

十
二
月
期
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
）。

台
湾
が
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
は
異
な
る

傾
向
を
示
す
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
台
湾

の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
が
大
都
市
圏
に
集
中
し
、
パ

ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
客
が
地
方
に
分
散
す
る

背
景
に
は
、
台
湾
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー

商
品
の
豊
富
な
品
ぞ
ろ
え
が
影
響
し
て
い

る
。
台
湾
の
年
間
の
出
国
率
は
四
〇
％
を

超
え
て
い
て
海
外
旅
行
経
験
者
が
多
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
先
に
も
触
れ
た
と
お
り

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
利
用
が
多
い
と
い

う
特
徴
が
あ
る
。
そ
う
し
た
需
要
に
応
え

る
た
め
か
多
種
多
彩
な
訪
日
旅
行
商
品

が
造
成
さ
れ
て
い
る
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
が
ど
の
く
ら
い
地

方
を
網
羅
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
台
湾
の
主
要
な
旅
行
会
社
六
社
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
商
品
を
整
理
し
、
実

際
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
で
訪
問
す
る
観

光
地
を
都
道
府
県
単
位
で
カ
ウ
ン
ト
し
た

と
こ
ろ
、
図
５
の
よ
う
に
な
っ
た
（
注
１
）。

東
京
や
大
阪
と
そ
の
周
辺
、
北
海
道
に

集
中
し
て
い
る
傾
向
は
あ
る
も
の
の
、
ほ

4

図4　【台湾】都道府県別訪問率（旅行形態別）

個別手配客の
都道府県別訪問率

パッケージツアー
利用客の

都道府県別訪問率

30％以上
15％以上
10％以上
5％以上
1％以上
1％未満

30％以上
15％以上
10％以上
5％以上
1％以上
1％未満

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」平成24年4〜6月期プレスリリース

図3　【台湾】都道府県別訪問率（訪日回数別）

訪日回数1回目 訪日回数2〜5回目 訪日回数6回目以上

20％以上
15％以上
10％以上
5％以上
1％以上
1％未満

20％以上
15％以上
10％以上
5％以上
1％以上
1％未満

20％以上
15％以上
10％以上
5％以上
1％以上
1％未満

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」平成24年1〜3月期プレスリリース



ぼ
全
て
の
都
道
府
県
を
カ
バ
ー
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
調
査
を
行
っ
た
全

三
百
五
十
七
商
品
で
訪
問
地
と
し
て
組
み

込
ま
れ
て
い
な
い
都
道
府
県
は
福
井
県
の

み
で
、
そ
れ
以
外
の
四
十
六
都
道
府
県
は

カ
バ
ー
さ
れ
て
い
た
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
を

地
方
に
呼
び
込
む
際
の

課
題
と
ヒ
ン
ト

前
述
し
た
よ
う
に
台
湾
の
場
合
は
地
方

を
訪
れ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
商
品
が
充

実
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
個
別
手
配
で
地

方
に
行
く
割
合
は
ま
だ
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。

手
軽
に
地
方
を
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
に
慣
れ

た
台
湾
人
旅
行
者
に

と
っ
て
、
ま
だ
個
別
手

配
を
利
用
す
る
ハ
ー
ド

ル
は
高
い
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー

に
慣
れ
親
し
ん
だ
客
層

を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

地
方
に
呼
び
込
め
る
の

か
、
ま
た
地
方
に
呼
び

込
む
際
に
妨
げ
と
な
る
要
因
は
何
か
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
、
台
湾
人
旅
行
者
を

対
象
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
を
行

っ
た（
注
２
）。

調
査
の
結
果
、
日
本
の
地
方
を
訪
れ
た

経
験
の
あ
る
旅
行
者
と
そ
う
で
な
い
旅
行

者
を
比
べ
る
と
、
海
外
旅
行
経
験
が
豊
富

か
ど
う
か
な
ど
で
差
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、

Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
地
方
を
訪
れ
る
上
で
の
課
題
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
交
通
機
関
を
手
配
す
る

の
に
手
間
が
か
か
る
、
日
本
で
の
交
通
費

が
高
く
な
る
、
地
方
に
行
く
ま
で
の
移
動

時
間
が
長
い
と
い
っ
た
項
目
が
上
位
に
挙

が
っ
た
（
図
６
）。

次
に
今
後
訪
れ
て
み
た
い
観
光
地
や
地

方
都
市
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
北
海
道
（
旭

川
・
層
雲
峡
・
富
良
野
・
十
勝
・
帯
広
）、

函
館
、
箱
根
の
順
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
パ

ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
で
な
く
て
も
旅
行
し
や

す
そ
う
な
観
光
地
や
地
方
都
市
に
つ
い
て

も
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
函
館
、
箱
根
、
長
崎・

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら

の
観
光
地
は
い
ず
れ
も
大
都
市
か
ら
鉄

道
な
ど
の
公
共
交
通
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

日
帰
り
や
一
泊
で
行
き
や
す
い
と
い
う
点

で
共
通
し
て
い
る
（
図
７
）。

調
査
の
結
果
か
ら
は
、
大
都
市
か
ら
気

軽
に
行
け
る
か
ど
う
か
が
Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
地
方

を
訪
れ
る
カ
ギ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
見

え
て
き
た
。

こ
う
し
た
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
台
湾
人

旅
行
者
を
地
方
に
送
り
出
す
後
押
し
を
し

た
事
例
が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
が
昨

年
冬
に
展
開
し
た
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
湯
沢
ス
キ
ー

場
で
の
雪
遊
び
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
。
同
グ

ル
ー
プ
の
株
式
会
社
び
ゅ
う
ト
ラ
ベ
ル
サ

ー
ビ
ス
が
台
湾
の
旅
行
会
社
六
社
と
提
携

し
、
往
復
新
幹
線
と
同
ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン

ド
ラ
券
、
雪
遊
び
や
ス
キ
ー
レ
ン
タ
ル
を
セ

5 特集◉アジアのFIT客を地域へ呼び込む
特集1 アジアFITマーケットの現況——台湾を事例として

図5　【台湾】訪日旅行パッケージツアー
商品で訪問する都道府県数

51〜
21〜50
11〜20
1〜10

資料：台湾パッケージツアー訪問地調査（注1）

図6　個別手配で地方に行く場合の課題（複数回答）

資料：台湾旅行者調査（注2）
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ッ
ト
に
し
た
旅
行
商
品
を
販
売
、
台
湾
国

内
で
広
告
展
開
を
行
っ
た
。
ま
た
、Ｊ
Ｒ
東

日
本
は
関
東
エ
リ
ア
の
鉄
道
フ
リ
ー
パ
ス

「
Ｊ
Ｒ 
Ｋ
ａ
ｎ
ｔ
ｏ 

Ａ
ｒ
ｅ
ａ 

Ｐ
ａ
ｓ
ｓ
」

に
、
上
毛
高
原
駅
〜
ガ
ー
ラ
湯
沢
駅
ま
で

の
往
復
新
幹
線
と
ゴ
ン
ド
ラ
券
や
ス
キ
ー

レ
ン
タ
ル
等
が
割
引
に
な
る
オ
プ
シ
ョ
ン

券
を
設
定
、
販
売
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

へ
の
反
響
は
上
々
で
、
昨
シ
ー
ズ
ン
に
同

ス
キ
ー
場
を
訪
れ
た
外
国
人
旅
行
者
の
う

ち
三
割
を
台
湾
か
ら
の
旅
行
者
が
占
め
た

と
い
う
。

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
成
功
し
た
理
由
と

し
て
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
地
方
に
行
く
際
の
課

題
と
し
て
上
位
に
挙
が
っ
た
交
通
手
段

の
手
配
や
費
用
と
い
っ
た
点
を
ク
リ
ア
し

て
い
る
こ
と
に
加
え
、「
東
京
＋
雪
遊
び
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
東
京
か
ら

七
十
七
分
で
行
け
る
と
い
う
点
を
前
面
に

押
し
出
し
た
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

大
都
市
近
郊
の
地
方
都
市
の

訴
求
が
本
格
化
へ
の
第
一
歩

台
北
か
ら
高
雄
ま
で
鉄
道
で
あ
れ
ば
一

時
間
半
で
着
い
て
し
ま
う
土
地
柄
か
ら
か
、

台
湾
人
旅
行
者
は
長
時
間
の
移
動
に
慣

れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
大
都

市
＋
日
帰
り
も
し
く
は
一
泊
で
近
距
離
圏

の
地
方
都
市
を
訪
れ
る
プ
ラ
ン
の
訴
求
が

有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
大

都
市
と
の
組
み
合
わ
せ
が
効
果
的
だ
と
考

え
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
台

湾
人
旅
行
者
の
買
い
物
好
き
が
挙
げ
ら
れ

る
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
目
的
で
訪
日
す
る
割

合
の
高
い
台
湾
人
旅
行
者
に
と
っ
て
は
大

都
市
に
立
ち
寄
り
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が

強
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
荷
物
の

問
題
も
あ
る
。
買
い
物
好
き
の
台
湾
人
旅

行
者
の
荷
物
は
大
き
く
な
り
が
ち
だ
。
パ

ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
で
あ
れ
ば
バ
ス
で
ホ
テ

ル
ま
で
運
ん
で
く
れ
る
の
で
不
便
を
感
じ

な
い
が
、
公
共
交
通
を
利
用
す
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ

と
も
な
れ
ば
荷
物
を
運
ぶ
の
も
一
苦
労
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
、
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
よ
う

な
東
京
滞
在
を
軸
に
手
軽
に
楽
し
め
る

商
品
が
旅
行
者
の
心
に
届
い
た
の
だ
ろ
う
。

図
６
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
が
地
方
に
行
く
際
の

課
題
を
見
る
限
り
、
言
葉
の
問
題
や
観
光

案
内
所
と
い
っ
た
地
方
の
受
け
入
れ
環
境

は
交
通
手
段
の
手
配
の
手
間
や
移
動
に
時

間
が
か
か
る
と
い
っ
た
項
目
と
比
べ
る
と
、

相
対
的
に
低
い
傾
向
に
あ
る
。

ま
ず
は
大
都
市
近
郊
の
地
方
都
市
を

手
軽
に
訪
問
で
き
る
工
夫
を
す
る
こ
と
で
、

実
際
に
訪
れ
て
も
ら
い
地
方
の
魅
力
を
体

感
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
い
ず
れ
Ｆ
Ｉ
Ｔ

客
が
本
格
的
に
地
方
を
訪
れ
る
た
め
の
足

掛
か
り
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
あ
い
ざ
わ　

み
ほ
こ
）
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注1）台湾パッケージツアー訪問地調査
調査対象：2013年5月17日～6月17日出発予定のパッケージツアー商品。

ただし、ゴルフ、サイクリング、スポーツイベントなどの商品は除外した。
調査方法：各旅行会社のウェブサイトから上記の条件を指定して検索した商品で訪れる

観光地および宿泊地を都道府県単位でカウントした。同一商品内で同じ都道
府県内の観光地や宿泊地を複数訪れていても1とカウントした。

対象旅行会社数：6社
対象旅行商品数：357商品

注2）台湾旅行者調査
調査時期：2013年8月2日～8月9日
調査方法：インターネットによる調査
対象地域：台湾
調査対象者：10～50代の男女
予備調査有効回答数：2,480名
本調査抽出条件：1．訪日旅行経験がある

2．日本への観光目的での再訪を希望しており、再訪する際は
個別手配またはフリープラン型ツアーの利用を考えている

本調査有効回答数：474名

図7　行ってみたい観光地や地方都市、パッケージツアーでなくても
旅行しやすそうな観光地や地方都市
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・
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等
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四
国
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島
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等
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野
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資料：台湾旅行者調査（注2）
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パッケージツアーでなくても旅行しやすそう
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対
す
る
好
感
度
が
他
国
に
比
べ
て
極
め
て

高
い
こ
と
が
分
か
っ
た（
図
１
）。
本
稿
で

は
こ
う
し
た
台
湾
市
場
の
強
さ
に
触
れ
つ

つ
、
今
後
の
同
市
場
に
お
け
る
個
人
旅
行

（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
市
場
の
可
能
性
を
考
察
す
る
。

他
の
近
隣
ア
ジ
ア
市
場
と

比
較
し
て

～
団
体
旅
行
の
は
や
る
わ
け

ま
ず
は
、
韓
国
を
は
じ
め
と
し
た
他
の

ア
ジ
ア
市
場
と
比
較
す
る
こ
と
で
台
湾
市

場
の
特
徴
を
ひ
も
解
い
て
み
よ
う
。
そ
こ

か
ら
、
台
湾
市
場
独
特
の
市
場
構
造
を

背
景
に
し
た
、
今
後
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
化
へ
の
ヒ

ン
ト
を
考
え
た
い
。

観
光
庁
の
訪
日
外
国
人
消
費
動
向

調
査
（
二
〇
一
二
年
）
に
よ
る
と
、
台

湾
人
訪
日
旅
行
者
の
団
体
旅
行
比
率
は

五
四・
〇
％
で
あ
っ
た
。
全
国
籍
で
の
比

率
は
三
九・二
％
で
あ
り
、
特
に
「
成
熟

市
場
」
と
い
わ
れ
る
市
場
の
な
か
で
は
、

韓
国
や
香
港
が
約
二
九
％
で
あ
る
の
に
比

べ
て
非
常
に
高
い
比
率
で
あ
る
。
台
湾
に

お
け
る
通
常
の
訪
日
旅
行
商
品
の
大
半
が

四
泊
五
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
滞
在
日
数

に
つ
い
て
も
、
台
湾
は
「
四
〜
六
日
」
が

七
七・五
％
と
全
国
籍
の
な
か
で
突
出
し

て
い
る
。

同
行
者
は
「
家
族
・
親
族
」
が
約
四
五

％
で
、「
ひ
と
り
」
ま
た
は
「
夫
婦
・
パ

ー
ト
ナ
ー
」
と
い
っ
た
単
位
が
二
四・
九

％
と
全
国
籍
で
最
も
少
な
い
水
準
に
あ
る
。

台
湾
で
は
家
族
単
位
、
三
世
代
旅
行
な
ど

家
族
と
い
っ
て
も
大
き
な
団
体
に
な
る
も

の
も
あ
り
、
自
ず
と
団
体
旅
行
商
品
を
選

択
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

こ
の
根
底
に
は
親
や
先
祖
を
重
ん
ず
る
儒

教
の
精
神
が
台
湾
に
深
く
浸
透
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

韓
国
も
同
様
に
儒
教
精
神
の
影
響
を
強

く
受
け
て
い
る
市
場
で
は
あ
る
が
、
韓
国

市
場
に
お
け
る
同
行
者
に
つ
い
て
見
る
と
、

「
家
族
・
親
族
」
に
つ
い
て
は
三
一・四
％
。

「
ひ
と
り
」
ま
た
は
「
夫
婦
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」

単
位
に
つ
い
て
は
三
二・
三
％
と
な
っ
て

お
り
、
台
湾
よ
り
も
Ｆ
Ｉ
Ｔ
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

台
湾
市
場
の
団
体
旅
行
比
率
は
、
オ

ー
プ
ン
ス
カ
イ
に
よ
る
路
線
数
の
激
増
と
、

訪
日
台
湾
人
の
訪
日
渡
航
需
要
の
多
様
化

の
な
か
で
、二
〇
一
〇
年（
平
成
二
十
二
年
）

の
五
九
％
に
対
し
て
五
％
減
少
し
、
Ｆ
Ｉ

Ｔ
層
が
増
加
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
減
少

率
は
香
港
や
韓
国
よ
り
も
や
や
鈍
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

台
湾
市
場
で
は
な
ぜ
急
速
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が

台
湾
か
ら
の
訪
日
旅
行
が
爆
発
的
で

あ
る
。
昨
年
二
〇
一
二
年
（
平
成
二
十
四

年
）
は
過
去
最
高
の
約
百
四
十
七
万
人

も
の
台
湾
人
が
わ
が
国
を
訪
れ
、
ま
た

本
年
も
一
〜
八
月
の
来
訪
者
は
す
で
に

百
四
十
六
万
人
を
超
え
、
過
去
最
高
で
あ

っ
た
昨
年
を
約
五
割
も
上
回
る
勢
い
と
な

っ
て
い
る
。
当
事
務
所
で
は
毎
週
の
よ
う

に
多
く
の
日
本
の
観
光
関
係
者
を
お
迎
え

す
る
が
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
な
か
で
台

湾
人
が
ト
ッ
プ
」「
外
国
人
宿
泊
客
の
う

ち
七
割
以
上
は
台
湾
人
」
な
ど
と
い
う
セ

リ
フ
を
ほ
と
ん
ど
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
。

当
協
会
の
「
二
〇
一
二
年
度
台
湾
に
お
け

る
対
日
世
論
調
査
」
に
よ
る
と
、
日
本
に

台
湾
訪
日
旅
行
市
場

―
―
Ｆ
Ｉ
Ｔ
市
場
化
を
考
え
る

公
益
財
団
法
人
交
流
協
会
台
北
事
務
所

経
済
部
　
主
任

山
田  

敬
也 2
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普
及
し
な
い
の
か
。
こ
れ
は
、
消
費
者
と

し
て
の
主
観
的
要
素
と
、
旅
行
業
界
と
し

て
の
構
造
上
の
要
素
に
よ
る
複
層
的
な
事

情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
消
費
者
と
し
て
は
、
特

に
地
方
の
観
光
地
な
ど
へ
行
く
場
合
、
自

ら
ア
ク
セ
ス
や
料
金
を
調
べ
、
不
安
を
抱

え
る
よ
り
も
、
団
体
旅
行
は
座
っ
て
い
れ

ば
目
的
地
へ
運
ん
で
く
れ
る
し
、
そ
の
説

明
も
ガ
イ
ド
が
丁
寧
に
し
て
く
れ
て
非
常

に
安
心
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
旅
行
価
格
も

当
然
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
よ
り
も
手
頃
だ
。
ま
し
て
、

オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
で
地
方
空
港
へ
の
航
空

便
が
増
加
し
た
現
在
と
な
っ
て
は
、
こ
れ

ら
の
地
方
に
所
在
す
る
観
光
地
は
地
理
的

に
ほ
と
ん
ど
が
団
体
旅
行
向
き
な
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
理
由
が
「
主
観
的
な
」
要

素
で
あ
る
。

他
方
で
旅
行
会
社
と
し
て
も
、
台
湾

旅
行
業
界
は
訪
日
旅
行
商
品
を
取
り
扱

う
旅
行
会
社
が
百
以
上
は
あ
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
従
来

か
ら
日
本
へ
の
団
体
旅
行
催
行
に
よ
っ
て

潤
い
続
け
て
き
た
か
つ
て
の
記
憶
も
あ
り
、

利
益
率
の
低
い
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
敬
遠
す
る
傾
向

が
強
い
。
ま
た
、
旅
行
会
社
に
は
ど
う
し

て
も
団
体
旅
行
で
大
量
に
顧
客
を
獲
得

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
構
造
的
な
事
情
も

あ
る
。
そ
れ
は
、「
キ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
制
」

と
呼
ば
れ
る
台
湾
独
自
の
業
界
制
度
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
航
空
会
社
が

予
め
決
ま
っ
た
量
の
団
体
座
席
を
キ
ー
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
旅
行
会
社
に

優
先
的
に
卸
売
り
を
行
う
も
の
で
、
旅
行

会
社
か
ら
見
れ
ば
安
定
的
に
航
空
座
席

の
供
給
を
受
け
ら
れ
る
点
で
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。
半
面
、
い
か
に
ロ
ー
シ
ー

ズ
ン
で
あ
っ
た
り
、
比
較
的
送
客
が
厳
し

い
路
線
で
あ
っ
て
も
、「
優
先
的
に
」
座

席
を
買
わ
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
面
も
あ

り
、
各
社
と
も
航
空
会
社
か
ら
卸
売
り

を
受
け
た
団
体
座
席
を
積
極
的
に
売
っ
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
結
果
と
し
て
売
れ

行
き
が
悪
か
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
旅
行

会
社
に
対
し
て
次
回
か
ら
供
給
座
席
数

が
減
少
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
旅
行
会
社
は
そ
れ
こ
そ
必

死
で
航
空
座
席
を
販
売
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
の
手
段
の
典
型
が
他
な
ら
ぬ
団

体
旅
行
の
造
成
に
よ
っ
て
、
一
気
に
座
席

の
在
庫
を
放
出
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
旅
行
会
社
は
少
し
で
も
消

図1  2012 年度台湾における対日世論調査
公益財団法人交流協会（2013年3月、概要版）

●台湾を除き、あなたの最も好きな国・地域はどこですか
（一つ選択）
2008~2012 年度の上位４位の比較

“最も好きな国は日本”と回答した年齢別の比較
（過去４回分）

過去４回の調査結果によると、日本が継続して台湾人が最も好きな
国であり、２位の国を大幅に引き離している。２位から４位について
は過去４回で順位にわずかな変化が見られたが、米国は基本的に
２位を維持している。

20～39歳の若者層は日本に対する好感度が過去４回とも年輩者に
比べ常に高い。2011年度は各年齢層とも最も好きな国は日本と回答
した数値は減少したが、2012年度は増加し、2009年度のレベルに
戻りつつある。
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費
者
の
目
に
留
ま
る
よ
う
に
と
、
他
社
と

の
差
別
化
を
図
る
た
め
に
、
隅
々
の
観
光

地
ま
で
網
羅
し
た
団
体
旅
行
商
品
を
多

く
世
に
送
り
出
す
こ
と
に
な
る
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
市
場
活
性
化
の

可
能
性

と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
は
団
体
旅
行
か

ら
い
か
に
し
て
Ｆ
Ｉ
Ｔ
へ
移
行
さ
せ
る
か
、

と
い
う
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
で
筆
を
運
ん

で
い
る
の
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
団
体
旅

行
比
率
が
高
い
ま
ま
市
場
が
推
移
し
て
何

か
問
題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？　

団
体
旅

行
に
つ
い
て
は
、
既
述
の
と
お
り
、
よ
り

手
軽
に
望
み
ど
お
り
の
目
的
地
に
ガ
イ
ド

に
よ
る
解
説
付
き
で
訪
れ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
意
味
で
は
、
自
ら
手
間
を
か
け

て
、
団
体
旅
行
料
金
よ
り
も
割
高
な
個

人
手
配
を
し
て
、
ガ
イ
ド
も
な
く
観
光
地

の
説
明
は
自
己
で
調
べ
る
と
い
う
Ｆ
Ｉ
Ｔ

は
勝
ち
目
も
な
い
よ
う
に
見
え
、
団
体
旅

行
が
中
心
の
市
場
で
も
十
分
な
の
で
は
？

　

と
い
う
ご
意
見
を
抱
か
れ
る
方
が
お
ら

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
答
え
を
探
る

た
め
に
は
、
何
点
か
台
湾
市
場
の
直
面
し

て
い
る
旅
行
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

台
湾
市
場
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
化
は
必
然

一
つ
に
は
、
台
湾
の
年
代
別
の
嗜し

好こ
う

か

ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
い
か
に
団

体
旅
行
中
心
の
台
湾
市
場
と
い
え
ど
も
、

若
年
層
に
は
確
実
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
化
傾
向
が
伸

長
し
て
き
て
い
る
。
筆
者
は
業
務
上
、
直

接
消
費
者
に
訪
日
旅
行
等
の
旅
行
性
向

等
を
尋
ね
る
機
会
が
あ
る
が
、
実
に
多

く
の
若
年
層
が
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
予
想
以
上
に
低

い
ハ
ー
ド
ル
と
捉
え
て
お
り
、
航
空
券
や

ホ
テ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
個
人
旅
行
の
ネ
ッ

ク
と
な
り
が
ち
な
二
次
交
通
に
つ
い
て
も
、

ネ
ッ
ト
で
情
報
収
集
で
き
る
か
ら
全
く
問

題
が
な
い
、
日
本
語
の
み
の
情
報
で
も
何

と
か
分
か
る
か
ら
問
題
は
な
い
、
な
ど
と

平
然
と
コ
メ
ン
ト
す
る
光
景
を
幾
度
も
目

に
し
た
。
こ
う
し
た
世
代
は
、
既
に
Ｆ
Ｉ

Ｔ
の
楽
し
さ
を
熟
知
し
て
お
り
、
基
本
的

に
団
体
旅
行
は
選
択
し
な
い
セ
グ
メ
ン
ト

だ（
写
真
１
）。
こ
う
し
た
若
年
層
が
徐
々

に
年
齢
を
重
ね
て
も
現
在
の
よ
う
な
団
体

旅
行
を
基
本
的
に
は
選
択
し
な
い
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
そ
し
て
、
日
本
以
上

に
高
齢
化
社
会
が
進
ん
で
い
る
台
湾
で
は

あ
る
が
、
現
在
団
体
旅
行
を
専
ら
利
用

し
て
い
る
世
代
も
い
ず
れ
は
旅
行
を
し
な

く
な
る
将
来
が
来
る
。
今
後
来
る
べ
き
将

来
に
旅
行
業
界
の
主
流
に
な
っ
て
い
る
旅

行
形
態
は
何
か
。
当
然
Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ
時
代
に
向
け
て
、
旅
行

会
社
も
現
在
の
よ
う
な
団
体
旅
行
造
成

ノ
ウ
ハ
ウ
に
加
え
て
、
徐
々
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
手

配
に
か
か
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
販
売
戦
略
を
強

化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
将
来
的
に
旅
行

業
界
の
勢
力
図
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ゆ
え
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ

取
り
扱
い
が
も
う
か
ら
な
い
と
い
う
理
屈

も
意
識
転
換
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
現
に

韓
国
で
は
一
般
的
な
エ
ア
＆
ホ
テ
ル
と
い

う
Ｆ
Ｉ
Ｔ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
発
展
し
、
よ
り

個
々
人
の
趣
味
趣
向
に
沿
っ
た
テ
ー
マ
性

の
あ
る
高
価
格
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が

盛
ん
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
Ｆ

Ｉ
Ｔ
取
り
扱
い
で
も
工
夫
次
第
で
十
分
に

利
益
が
出
る
と
い
う
事
実
を
、
も
っ
と
旅

行
会
社
に
知
ら
し
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

観
光
庁
は
政
策
的
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
促
進
を

二
つ
目
に
は
、
日
本
に
お
け
る
受
け
入

れ
態
勢
か
ら
考
え
る
べ
き
こ
と
も
あ
る
だ

ろ
う
。
観
光
庁
で
は
二
〇
一
三
年
（
平
成

二
十
五
年
）
は
年
間
一
千
万
人
、
そ
し
て

い
ず
れ
は
二
千
万
人
、
三
千
万
人
と
い
う

目
標
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
に
無
数

の
取
り
組
み
が
今
後
必
須
で
あ
る
こ
と
は

当
然
と
し
て
、
現
実
に
宿
泊
施
設
、
移
動

手
段
の
確
保
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
特
に
移

動
手
段
に
つ
い
て
は
、
台
湾
に
限
っ
て
い

え
ば
団
体
旅
行
の
ほ
ぼ
全
て
が
バ
ス
を
利

用
し
、
電
車
等
の
公
共
交
通
機
関
は
ま

ず
利
用
し
な
い
。
図
ら
ず
も
、
本
年
夏
に

北
海
道
へ
の
台
湾
人
観
光
客
が
空
前
の
伸

び
と
な
り
、
団
体
旅
行
バ
ス
の
予
約
が
困

写
真
１ 

台
北
市
内
の
書
店
に
平
積
み
さ
れ
て
い
る

日
本
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
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難
と
な
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
も
、
移
動

手
段
の
十
分
な
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
限
ら
れ
た
交
通
機
関
を
資
源
と
し
て

最
大
限
有
効
活
用
し
、
少
し
で
も
多
く
の

旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
に
は
、
バ
ス
の
み

な
ら
ず
鉄
道
や
路
線
バ
ス
の
活
用
を
積
極

的
に
図
っ
て
い
く
こ
と
が
当
然
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
日
本
政
府
と
し
て
は
、
バ
ス
に
頼

ら
な
い
団
体
旅
行
や
、
通
常
は
バ
ス
を
利

用
し
な
い
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
つ
い
て
、
政
策
的
に

促
進
し
て
い
く
べ
き
大
き
な
理
由
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
活
用
も
鍵
か

三
つ
目
に
は
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
有
効
活
用
で

あ
る
。
観
光
庁
の
調
査
に
よ
る
と
台
湾
か

ら
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
利
用
者
は
九
六
％
が
Ｆ
Ｉ
Ｔ

旅
行
者
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ

が
Ｆ
Ｉ
Ｔ
需
要
を
上
手
に
取
り
込
ん
で
い

る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
実
態
と

し
て
は
、
韓
国
市
場
で
は
相
当
数
の
団
体

旅
行
が
Ｌ
Ｃ
Ｃ
を
活
用
し
て
安
価
な
訪

日
旅
行
商
品
を
開
発
し
て
い
る
の
に
対
し
、

台
湾
の
旅
行
会
社
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ
を
利
用
し
た

団
体
旅
行
商
品
を
敬
遠
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
。

Ｌ
Ｃ
Ｃ
は
二
〇
一
二
年
（
平
成
二
十
四

年
）
か
ら
台
湾
か
ら
の
訪
日
旅
行
市
場

に
一
般
的
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
が
、
定

時
運
航
率
が
比
較
的
低
い
こ
と
も
あ
り
、

台
湾
人
の
間
に
は
せ
っ
か
く
の
訪
日
旅

行
で
は
運
航
に
不
安
定
な
要
素
が
あ
る

Ｌ
Ｃ
Ｃ
で
は
な
く
、
少
し
予
算
が
か
か
っ

て
も
、
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
キ
ャ
リ
ア
（
以
下
、

Ｆ
Ｓ
Ｃ
）
で
し
っ
か
り
と
楽
し
み
た
い
と

い
う
需
要
が
強
い
。
こ
の
た
め
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ

で
は
団
体
旅
行
が
相
対
的
に
少
な
く
な

り
Ｆ
Ｉ
Ｔ
旅
行
者
比
率
が
高
く
な
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
Ｆ
Ｉ
Ｔ
旅
行
者
は
ほ
と

ん
ど
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
に
よ
る
搭

乗
者
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
不
慣
れ
だ
っ
た
り
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
に
な
じ

み
が
な
か
っ
た
り
す
る
人
々
へ
も
、
も
っ

と
Ｌ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
訪
日
旅
行
の
裾
野
を
広

げ
る
た
め
に
、
台
湾
の
旅
行
社
は
日
本

旅
行
を
自
由
に
楽
し
め
る
よ
う
な
Ｆ
Ｉ

Ｔ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品
を
も
っ
と
展
開
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
手
頃
に
気
軽
に

訪
日
で
き
る
と
い
う
環
境
が
、
自
ず
と
Ｆ

Ｉ
Ｔ
旅
行
者
を
増
加
さ
せ
て
い
く
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
と
Ｆ
Ｓ
Ｃ
と
の
価
格
差

が
少
な
い
こ
と
も
台
湾
市
場
の
特
徴
だ
と

考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
韓
国
の
場
合
は
、

Ｌ
Ｃ
Ｃ
利
用
者
の
う
ち
観
光
目
的
で
訪
日

す
る
割
合
が
七
三
％
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
で
は
三
九

％
と
大
き
な
差
が
あ
る
の
に
対
し
、
台
湾

の
場
合
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ
が
八
六
％
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
が

七
一
％
と
両
者
の
差
は
韓
国
に
比
べ
る
と

わ
ず
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
台
湾
の
Ｆ
Ｓ
Ｃ

が
レ
ジ
ャ
ー
需
要
を
巧
み
に
取
り
込
む
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
と
い
う
見
方
も
可
能

で
あ
る
が
、
逆
に
Ｌ
Ｃ
Ｃ
が
訪
日
の
レ
ジ

ャ
ー
需
要
の
受
け
皿
と
し
て
は
い
ま
だ
不

十
分
で
あ
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

永
続
性
の
あ
る

訪
日
旅
行
市
場
構
造
実
現

に
向
け
て

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
書
き
連
ね
た
が
、

Ｆ
Ｉ
Ｔ
促
進
は
基
本
的
に
一
般
消
費
者
へ

直
接
に
訴
え
か
け
る
必
要
が
あ
る
だ
け
に
、

旅
行
会
社
へ
直
接
働
き
か
け
て
い
く
と
い

う
団
体
旅
行
促
進
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と

は
大
き
く
異
な
る
。
こ
の
意
味
で
は
Ｆ
Ｉ

Ｔ
促
進
活
動
と
い
う
の
は
、
実
に
効
果
の

見
え
に
く
い
側
面
を
持
っ
た
活
動
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
述
し
た
人
口
構
造
の
面
、
受

け
入
れ
態
勢
の
面
等
か
ら
、
市
場
は
徐
々

に
徐
々
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
へ
シ
フ
ト
し
て
い
く
傾

向
に
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
今
後
の
台

湾
市
場
の
順
調
か
つ
円
滑
な
発
展
の
た
め

に
も
、
わ
れ
わ
れ
日
本
サ
イ
ド
と
し
て
も

Ｆ
Ｉ
Ｔ
へ
の
促
進
を
少
し
で
も
ス
ム
ー
ズ

に
図
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
増
加
さ
せ
る
も
の
は
結
局

個
々
人
の
求
め
る
旅
の
自
由
さ
、
快
適
さ

で
あ
る
。
こ
う
し
た
純
粋
な
Ｆ
Ｉ
Ｔ
本
来

の
醍だ

い

醐ご

味
と
も
い
え
る
魅
力
を
繰
り
返
し

発
信
し
続
け
、
同
時
に
旅
行
業
界
全
体

を
Ｆ
Ｉ
Ｔ
化
に
誘
導
す
べ
く
、
観
光
庁
を

は
じ
め
各
関
係
者
で
も
、
例
え
ば
Ｆ
Ｉ
Ｔ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品
に
対
す
る
販
売
支
援
や
、

Ｆ
Ｉ
Ｔ
旅
行
者
に
対
す
る
特
典
付
与
な
ど

を
、
政
策
的
に
推
進
し
て
い
っ
て
も
よ
い

だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、
台
湾

市
場
に
お
け
る
真
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
市
場
を
発
展

さ
せ
、
団
体
旅
行
だ
け
に
頼
ら
な
い
永
続

性
の
あ
る
市
場
構
造
を
実
現
し
て
い
く
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
や
ま
だ　

た
か
な
り
）

山
田
敬
也
（
や
ま
だ　

た
か
な
り
）

公
益
財
団
法
人
交
流
協
会
台
北
事
務
所 

経
済
部
主

任
。
一
九
九
二
年
四
月
特
殊
法
人
国
際
観
光
振
興
会

（
現
・
日
本
政
府
観
光
局
︿
独
立
行
政
法
人
国
際
観
光

振
興
機
構
﹀）
に
入
会
、
国
際
協
力
部
に
配
属
。
国
際

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
セ
ン
タ
ー
海
外
誘
致
部
、
観
光

交
流
部
、
シ
ド
ニ
ー
観
光
宣
伝
事
務
所
次
長
等
を
経
て
、

二
〇
一
一
年
四
月
よ
り
出
向
し
て
現
職
。
台
湾
か
ら
日

本
へ
の
訪
日
促
進
を
担
当
。
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の
三
つ
を
掲
げ
た
。
二
〇
一
二
年
度
は

か
か
る
三
つ
の
解
決
策
の
う
ち
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
の
拡
大
に
焦
点
を
絞
り
調
査
を

続
け
る
こ
と
と
し
、
二
〇
一
二
年
十
二
月

に
は
ア
ジ
ア
八
地
域
の
海
外
旅
行
経
験
者

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、「
ア

ジ
ア
８
地
域
・
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意

向
調
査
」
レ
ポ
ー
ト
（
以
下
「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」）
を
発
表
し
た
。
Ｄ
Ｂ

Ｊ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
は
、
日
本

の
有
す
る
豊
か
な
観
光
資
源
を
背
景
と

し
て
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
観
光
地

と
し
て
の
人
気
の
高
さ
が
裏
付
け
ら
れ
た

（
表
１
）。

一
方
、
日
本
の
観
光
地
と
し
て
の
人
気

は
高
い
が
、
必
ず
し
も
国
・
地
域
へ
の
経

済
効
果
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う

声
も
多
く
聞
か
れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争

が
進
む
観
光
関
連
産
業
に
お
い
て
、
わ
が

国
・
地
域
が
い
か
に
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
。
そ
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
増
加
に
よ
り

地
域
経
済
の
活
性
化
を
実
現
す
る
た
め
に

は
ど
う
す
べ
き
か
と
い
っ
た
問
題
意
識
に

基
づ
き
、
二
〇
一
三
年
（
平
成
二
十
五
年
）

三
月
、「
地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
発
展
す

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
︱
日
本
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ

（
注
１
）
に
よ
る
﹃
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
﹄
と

﹃
観
光
品
質
向
上
﹄
に
向
け
て
」
と
題
す

る
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
た
。
以
下
は
同

報
告
書
の
内
容
に
基
づ
き
、
人
口
減
少
や

高
齢
化
を
背
景
に
観
光
客
の
国
内
需
要

の
拡
大
が
見
込
み
難
い
な
か
、
わ
が
国
の

地
域
の
視
点
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の

推
進
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
可
能
性
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

観
光
関
連
産
業
を
地
域
の

重
要
産
業
と
し
て
捉
え
る

国
内
旅
行
に
お
い
て
旅
行
形
態
が
団

体
か
ら
個
人
へ
移
行
し
、
そ
の
嗜
好
も
多

様
化
・
細
分
化
す
る
な
か
で
、
観
光
の
位

置
づ
け
は
、
物
見
遊
山
で
は
な
く
、
そ
の

土
地
な
ら
で
は
の
本
物
や
異
文
化
体
験

を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
観
光

庁
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
住
ん
で
よ
し
、
訪

れ
て
よ
し
の
国
づ
く
り
」
と
い
う
理
念
が

あ
る
が
、
そ
れ
は
国
内
観
光
も
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
も
変
わ
ら
な
い
。
住
ん
で
い
る

人
々
が
魅
力
を
感
じ
な
い
地
域
に
は
誰
も

訪
れ
て
み
た
い
と
思
わ
な
い
し
、
そ
こ
で

暮
ら
す
子
供
た
ち
も
将
来
は
そ
の
土
地
を

離
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
近
視
眼
的
な

観
光
振
興
策
で
は
な
く
、
自
ら
の
地
域
に

誇
り
を
持
っ
て
そ
の
地
域
の
素
材
に
磨
き

を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
同
じ
価
値
観
を

二
〇
一
一
年
（
平
成
二
十
三
年
）
三
月

十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ

っ
て
、
観
光
関
連
産
業
も
ま
た
甚
大
な

影
響
を
被
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た

環
境
変
化
を
踏
ま
え
、
株
式
会
社
日
本

政
策
投
資
銀
行
で
は
二
〇
一
二
年
（
平
成

二
十
四
年
）
二
月
、「
宿
泊
旅
行
を
中
心

と
し
た
観
光
の
課
題
と
展
望
」
と
題
す
る

報
告
書
を
発
表
し
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

に
直
面
す
る
わ
が
国
の
観
光
関
連
産
業
の

課
題
の
解
決
策
と
し
て
、

・
国
内
需
要
の
喚
起

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
拡
大

・
宿
泊
旅
行
関
連
産
業
の
体
質
強
化
と

需
給
調
整

Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
見
据
え
た

地
域
活
性
化
の
可
能
性

―
―
日
本
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」と

「
観
光
品
質
の
向
上
」に
向
け
て

株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行 

地
域
企
画
部

参
事
役
兼
主
任
研
究
員

小
林  

賢
弘 3
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表1  国・地域別の旅行嗜好「海外旅行ならどこへ行きたいですか」

出所：株式会社日本政策投資銀行「アジア8地域・訪日外国人旅行者の意向調査」（2012年12月）
注1：調査方法はインターネットによる調査（実施時期：2012年10月18日～10月30日）。

調査対象者は20～59歳の男女、かつ、海外旅行経験者。上位5項目については網掛けで表示。
注2：全体のサンプル数は4,052であるが、「旅行したい国・地域」と「回答者の国・地域」が重複している場合（例えば韓国、香港等）、

当該国・地域の回答はサンプル数から除いている。

 全体 韓国 北京 上海 台湾 香港 タイ マレーシア インドネシア

 4052* 500 500 500 500 500 525 527 500

希望 希望 希望 希望 希望 希望 希望 希望 希望具体的
検討

具体的
検討

具体的
検討

具体的
検討

具体的
検討

具体的
検討

具体的
検討

具体的
検討

具体的
検討

日本	 47%	 27%	 29%	 14%	 44%	 30%	 47%	 31%	 63%	 24%	 55%	 41%	 48%	 30%	 52%	 26%	 41%	 15%

オーストラリア	 43%	 18%	 54%	 15%	 56%	 30%	 55%	 25%	 37%	 4%	 43%	 25%	 21%	 9%	 45%	 21%	 37%	 14%

スイス	 38%	 10%	 47%	 9%	 50%	 14%	 41%	 11%	 39%	 2%	 35%	 18%	 26%	 8%	 41%	 13%	 28%	 6%

韓国	 38%	 20%	 -	 -	 43%	 23%	 40%	 23%	 26%	 5%	 41%	 26%	 31%	 19%	 47%	 26%	 36%	 15%

アメリカ	 37%	 12%	 33%	 10%	 49%	 18%	 46%	 18%	 44%	 7%	 28%	 15%	 19%	 8%	 37%	 11%	 36%	 9%

フランス	 36%	 10%	 43%	 9%	 47%	 15%	 42%	 16%	 34%	 2%	 31%	 15%	 19%	 8%	 39%	 10%	 30%	 5%

ニュージーランド	 34%	 11%	 40%	 8%	 40%	 15%	 41%	 15%	 37%	 4%	 32%	 16%	 17%	 6%	 44%	 17%	 21%	 5%

イギリス	 34%	 10%	 37%	 7%	 41%	 14%	 36%	 10%	 32%	 2%	 32%	 18%	 23%	 10%	 38%	 15%	 33%	 7%

香港	 34%	 15%	 32%	 10%	 44%	 22%	 45%	 26%	 33%	 8%	 -	 -	 20%	 10%	 34%	 18%	 29%	 12%

イタリア	 32%	 8%	 34%	 6%	 44%	 13%	 38%	 10%	 31%	 2%	 28%	 12%	 17%	 6%	 36%	 10%	 28%	 5%

ハワイ	 31%	 8%	 45%	 8%	 45%	 17%	 42%	 14%	 29%	 3%	 28%	 11%	 10%	 4%	 31%	 6%	 18%	 2%

カナダ	 29%	 8%	 39%	 9%	 42%	 14%	 36%	 10%	 36%	 7%	 26%	 13%	 8%	 3%	 30%	 4%	 19%	 3%

台湾	 28%	 15%	 12%	 3%	 41%	 16%	 40%	 22%	 -	 -	 43%	 29%	 10%	 2%	 41%	 27%	 12%	 3%

ドイツ	 28%	 7%	 33%	 5%	 41%	 11%	 35%	 10%	 27%	 2%	 29%	 13%	 14%	 5%	 28%	 7%	 18%	 3%

シンガポール	 28%	 12%	 22%	 6%	 38%	 18%	 36%	 16%	 30%	 4%	 33%	 18%	 20%	 11%	 20%	 11%	 23%	 17%

中国本土	 28%	 14%	 19%	 10%	 -	 -	 -	 -	 39%	 14%	 30%	 18%	 23%	 12%	 36%	 20%	 18%	 7%

スペイン	 26%	 6%	 33%	 6%	 34%	 9%	 30%	 8%	 24%	 1%	 30%	 13%	 10%	 4%	 28%	 7%	 22%	 3%

タイ	 26%	 11%	 19%	 5%	 31%	 10%	 28%	 12%	 22%	 4%	 30%	 15%	 -	 -	 24%	 13%	 27%	 15%

オーストリア	 22%	 5%	 28%	 4%	 31%	 7%	 26%	 6%	 23%	 1%	 20%	 9%	 11%	 3%	 21%	 5%	 15%	 2%

マカオ	 21%	 8%	 13%	 2%	 33%	 12%	 33%	 15%	 21%	 4%	 27%	 15%	 8%	 3%	 23%	 9%	 11%	 2%

その他欧州諸国	 18%	 4%	 22%	 3%	 17%	 3%	 16%	 4%	 19%	 2%	 23%	 10%	 9%	 3%	 21%	 4%	 19%	 4%

マレーシア	 18%	 7%	 11%	 2%	 24%	 8%	 25%	 9%	 17%	 2%	 25%	 14%	 9%	 3%	 -	 -	 15%	 8%

ベトナム	 14%	 4%	 16%	 3%	 13%	 3%	 12%	 2%	 15%	 2%	 17%	 8%	 14%	 7%	 18%	 7%	 8%	 3%

グアム	 14%	 2%	 29%	 5%	 13%	 4%	 14%	 3%	 25%	 2%	 20%	 6%	 1%	 0%	 7%	 1%	 2%	 0%

中東諸国（ドバイなど）	 13%	 4%	 10%	 2%	 14%	 3%	 14%	 3%	 11%	 1%	 15%	 9%	 4%	 1%	 17%	 6%	 20%	 9%

インドネシア	 12%	 4%	 13%	 2%	 16%	 4%	 14%	 3%	 12%	 2%	 9%	 3%	 6%	 3%	 18%	 9%	 -	 -

インド	 11%	 3%	 17%	 2%	 15%	 3%	 10%	 3%	 10%	 1%	 13%	 4%	 7%	 3%	 13%	 4%	 5%	 1%

中南米諸国	 10%	 2%	 16%	 2%	 14%	 3%	 11%	 2%	 9%	 1%	 12%	 6%	 2%	 1%	 11%	 1%	 8%	 1%

フィリピン	 10%	 3%	 17%	 6%	 12%	 4%	 15%	 3%	 12%	 2%	 6%	 2%	 3%	 1%	 14%	 4%	 5%	 1%

アフリカ諸国	 8%	 2%	 12%	 2%	 12%	 3%	 10%	 1%	 7%	 1%	 10%	 5%	 2%	 1%	 8%	 2%	 4%	 1%

海外旅行はしたくない	 2%	 	 1%	 	 0%	 	 0%	 	 3%	 	 1%	 	 7%	 	 1%	 	 1%	

その他	 2%	 1%	 2%	 1%	 0%	 0%	 1%	 0%	 1%	 0%	 0%	 0%	 4%	 3%	 2%	 1%	 3%	 2%

回答者➡

サンプル数➡

➡旅行したい国・地域



13 特集◉アジアのFIT客を地域へ呼び込む
特集3 FITを見据えた地域活性化の可能性——日本型DMOによる「マーケティング」と「観光品質の向上」に向けて

有
す
る
観
光
客
が
時
間
を
共
有
す
る
た

め
に
そ
の
土
地
を
訪
れ
る
。
交
流
人
口
と

滞
在
時
間
が
増
加
す
れ
ば
、
そ
の
地
域
に

お
金
が
落
ち
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
外

国
人
観
光
客
で
あ
れ
ば
外
貨
を
獲
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
。　

観
光
関
連
産
業
に
は
、
地
域
外
か
ら

お
金
を
稼
ぎ
税
収
や
所
得
増
を
も
た
ら

す
経
済
効
果
と
、
労
働
集
約
型
の
新
た

な
仕
事
を
生
み
出
す
雇
用
効
果
が
あ
り
、

そ
の
特
徴
か
ら
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
（
注
２
）

し
づ
ら
い
分
野
で
あ
る
。
人
口
規
模
の
小

さ
な
地
域
に
お
い
て
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
国
内
外
で
勝
負
で
き
る
重
要
産
業
と

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
意
識
し
て
の

観
光
振
興

観
光
関
連
産
業
は
、
旅
行
業
、
宿
泊

業
に
加
え
て
、
運
輸
業
、
飲
食
業
、
農
業
、

小
売
業
な
ど
裾
野
の
広
い
産
業
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
行
政
側
も
住
民
側
も
こ
れ
ま

で
観
光
関
連
産
業
を
明
確
に
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
捉
え
る
意
識
は
乏
し
か
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
官
民
に
よ
る
観
光
振
興
の
取

り
組
み
は
日
本
全
国
で
幅
広
く
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
地
域
活
性
化
に
よ
る
経
済
効

果
や
地
域
内
で
の
資
金
循
環
、
地
方
税
収

の
確
保
、
住
民
の
所
得
や
生
活
水
準
の
向

上
な
ど
、
具
体
的
に
地
域
全
体
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
意
識
で
観
光
振
興
に
取
り
組

ん
で
い
る
地
域
は
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
な

い
。
わ
が
国
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
考

え
た
場
合
、「
国
内
需
要
の
減
少
に
よ
り

客
足
が
落
ち
込
ん
で
き
た
の
で
外
国
人
を

誘
客
し
て
み
よ
う
」
と
い
っ
た
安
易
な
発

想
で
は
、
短
期
的
な
誘
客
増
に
つ
な
が
っ

た
と
し
て
も
、
長
続
き
さ
せ
る
こ
と
は
難

し
い
。
地
元
客
や
国
内
客
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
観
光
地
で
は
、

外
国
人
観
光
客
も
満
足
感
が
得
ら
れ
ず
、

中
長
期
的
な
リ
ピ
ー
タ
ー
や
口
コ
ミ
に
よ

る
新
規
需
要
の
誘
発
な
ど
は
期
待
で
き
な

い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
外
国
人
観
光
客
と
い
っ
て
も
出

身
国
・
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
特
性
や
関
心

事
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
に
お
い
て
も
、
ア
ジ
ア
八
地
域

で
日
本
旅
行
の
ス
タ
イ
ル
や
関
心
事
は
異

な
る
し
、
訪
日
経
験
の
有
無
に
よ
っ
て
も

日
本
旅
行
に
求
め
る
内
容
が
変
化
す
る
こ

と
を
確
認
で
き
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
取
り
組
む
際

は
、
外
国
人
観
光
客
を
一
く
く
り
に
せ
ず
、

自
ら
の
地
域
の
特
性
・
観
光
資
源
を
十

分
に
把
握
し
た
上
で
、
国
・
地
域
別
、
訪

日
経
験
別
な
ど
の
ニ
ー
ズ
を
酌
み
取
り
、

観
光
客
と
し
て
誘
客
し
た
い
客
層
に
応

じ
た
戦
略
的
な
市
場
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

外
国
人
観
光
客
も

団
体
か
ら
個
人
へ

現
在
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
七
～

八
割
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
来
日
客
で
あ
る
が
、

一
部
の
国
・
地
域
の
富
裕
層
を
除
く
と
、

彼
ら
の
海
外
旅
行
ス
タ
イ
ル
は
ま
だ
国
民

に
一
般
化
さ
れ
た
ば
か
り
の
黎れ

い

明め
い

期
や
成

長
期
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ガ
イ
ド
付

き
の
団
体
旅
行
で
東
京
～
大
阪
間
の
い
わ

ゆ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
を
短
期
間
で
横

断
す
る
の
が
中
心
で
、
個
人
旅
行
で
日
本

各
地
を
自
由
自
在
に
周
遊
す
る
外
国
人

観
光
客
は
ま
だ
少
数
派
で
あ
る
。

今
後
、
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
が
進
展

し
、
国
民
の
所
得
水
準
が
向
上
す
れ
ば
、

さ
ら
に
ア
ジ
ア
か
ら
世
界
へ
の
海
外
旅
行

は
一
般
的
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
海

外
旅
行
は
成
長
期
か
ら
成
熟
期
へ
と
移
行

し
、
自
分
の
お
気
に
入
り
の
場
所
を
個
人

旅
行
で
何
度
も
訪
れ
る
傾
向
が
ま
す
ま

す
強
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
日
本
の

地
域
は
、
目
先
の
ガ
イ
ド
付
き
団
体
ツ
ア

ー
に
ば
か
り
目
を
奪
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、

来
る
べ
き
特
定
目
的
の
個
人
旅
行
時
代
を

見
据
え
た
取
り
組
み
や
準
備
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

個
人
ニ
ー
ズ
に
対
応
可
能
な

地
域
の
観
光
力
ア
ッ
プ

Ｄ
Ｂ
Ｊ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、

海
外
旅
行
全
般
に
対
す
る
考
え
と
し
て

「
少
人
数
で
旅
行
し
た
い
」「
毎
回
違
っ
た

所
へ
旅
行
し
た
い
」
と
い
う
意
向
が
強
く

出
て
い
る
（
図
１
）。
ま
た
、
日
本
へ
の
旅

行
形
態
は
、
二
〇
一
二
年
（
平
成
二
十
四

年
）
十
月
時
点
で
は
、
引
き
続
き
ガ
イ
ド

付
き
パ
ッ
ク
旅
行
を
望
む
層
が
多
数
派
で

あ
っ
た
が
、訪
日
経
験
が
増
す
ご
と
に（
リ

ピ
ー
タ
ー
で
あ
る
ほ
ど
に
）
自
由
度
の
高

い
旅
行
形
態
を
希
望
す
る
傾
向
が
見
ら

れ
る
。
日
本
の
観
光
地
・
地
域
名
は
、
ゴ

ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
や
北
海
道
が
有
名
だ
が
、

訪
日
経
験
二
回
以
上
の
リ
ピ
ー
タ
ー
に
は

そ
れ
以
外
の
観
光
地
や
地
域
名
も
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
は
南
北
に
長
く
自

然
景
観
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
や
多
様
な
食
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事
が
楽
し
め
る
こ
と
、
衛
生
的
で
治
安
が

良
い
こ
と
な
ど
再
訪
を
促
し
や
す
い
強
み

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
観
光
資
源
が
飽
き

ら
れ
な
い
よ
う
に
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
が
絶

え
ず
差
異
化
や
品
質
の
向
上
を
意
識
し

た
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

地
域
を
ま
と
め

新
た
な
市
場
を

創
造
す
る
こ
と
の
で
き
る

「
日
本
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」が
必
要

わ
が
国
で
は
地
域
に
お
け
る
観
光
関
連

産
業
を
振
興
す
る
主
体
と
し
て
、
都
道
府

県
／
市
町
村
単
位
で
設
置
さ
れ
る
観
光

協
会
や
商
工
会
、
温
泉
旅
館
組
合
等
が

存
在
す
る
が
、
こ
う
し
た
団
体
の
多
く
は

観
光
地
に
関
す
る
情
報
発
信
・
提
供
を
行

う
主
体
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
会
員
組
織

に
関
す
る
情
報
が
中
心
と
な
り
が
ち
で
あ

る
。
近
年
で
は
、
観
光
圏
の
形
成
や
広
域

の
観
光
振
興
団
体
の
組
織
化
が
進
み
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
間
の
利
害
調
整
な

ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
欧
州
諸
国
に

お
け
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
よ
う
な
地
域
全
体
の
持

続
的
発
展
、
観
光
品
質
の
向
上
な
ど
を
志

向
し
た
組
織
的
取
り
組
み
（
観
光
資
源

の
評
価
や
利
害
関
係
の
調
整
な
ど
）
を
行

っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。　
　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
と
い
う
新
領
域
に

お
い
て
、
地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
発
展

す
る
、
持
続
可
能
な
観
光
関
連
産
業
を

営
む
た
め
に
は
、
日
々
変
化
す
る
観
光
客

の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争

環
境
下
で
も
勝
ち
残
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

戦
略
や
観
光
品
質
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
既
存
の
観
光
協
会
や
商

工
会
な
ど
を
包
含
し
、
行
政
と
連
携
し
つ

つ
地
域
の
観
光
資
源
を
総
合
的
に
取
り
ま

と
め
、
新
た
な
市
場
を
創
造
す
る
こ
と
の

で
き
る
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
、
日
本

型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
戦
略
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
（
国
内
客
を
含
む
）
の
推
進
に
取
り
組

む
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

日
本
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
国
レ
ベ
ル
か
ら
地

域
レ
ベ
ル
の
も
の
ま
で
事
業
領
域
の
大
き

さ
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
想
定
さ
れ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、そ
の
成
功
の
カ
ギ
は
「
理

念
の
共
有
」「
人
材
の
育
成
・
活
用
」
お

よ
び
「
資
金
調
達
」
で
あ
る
。
名
誉
職
や

短
期
間
で
異
動
し
て
し
ま
う
職
員
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
で
は
な
く
、

・
利
害
関
係
者
を
ま
と
め
る
こ
と
の
で

き
る
経
営
担
当

図1  海外旅行全般に対する考え
         「どのような海外旅行スタイルを望んでいますか」

出所：株式会社日本政策投資銀行「アジア8地域・訪日外国人旅行者の意向調査」（2012年12月）
注：サンプル数、調査方法等は図表1と同じ。
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・
新
規
市
場
の
創
造
が
で
き
る
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
担
当

・
行
政
と
の
連
携
や
財
務
運
営
の
で
き

る
管
理
担
当

・
地
元
の
魅
力
や
海
外
の（
発
地
側
の
）

ニ
ー
ズ
を
よ
く
知
る
ブ
ラ
ン
ド
担
当

な
ど
の
プ
ロ
の
人
材
を
融
合
し
、
息
の

長
い
取
り
組
み
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

地
域
内
の
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

地
域
外
や
海
外
の
人
材
を
活
用
で
き
れ
ば
、

よ
り
多
角
的
な
視
野
で
観
光
地
・
観
光
ル

ー
ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
可
能
と
な
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
力
を
引
き
出
す

日
本
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ

日
本
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
観
光

庁
が
支
援
す
る
「
観
光
地
域
づ
く
り
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
た

も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
観
光

地
域
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
は
、

着
地
型
旅
行
商
品
の
販
売
を
行
う
た
め
、

地
域
内
の
着
地
型
旅
行
商
品
の
提
供
者
と

市
場
（
旅
行
会
社
、
旅
行
者
）
を
つ
な
ぐ

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
と
し
て
の
機
能
を
担

う
事
業
体
の
こ
と
で
あ
り
、
持
続
的
な
収

益
の
確
保
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
点
は
同

様
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
と
し
て
の
機
能
を
超

え
て
、
経
営
の
視
点
か
ら
地
域
を
総
合
的

に
取
り
ま
と
め
、
新
た
な
市
場
を
創
造
す

る
役
割
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
（
図
２
）。

日
本
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
新
た
に
設
立
す

る
に
せ
よ
、
既
存
の
組
織
を
発
展
さ
せ

る
に
せ
よ
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
と
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
か
か
る
資
金
調
達
が
必

要
と
な
る
。
海
外
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
、
資
金

調
達
を
公
的
セ
ク
タ
ー
の
み
に
依
存
せ

ず
、
自
主
財
源
の
確
保
に
よ
り
弾
力
的

な
資
金
支
出
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
目

立
つ
。
日
本
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
も
、
基
礎
と
な
る

資
金
は
国
や
地
方
自
治
体
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
で
あ
る
が
、
経
営
の
自
由
度
や

弾
力
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
活
動
を
行
う
た
め
に
も
、
独
自

の
収
益
活
動
に
よ
る
運
営
資
金
の
確
保
や
、

民
間
企
業
と
の
連
携
、
金
融
機
関
と
の
協

働
、
基
金
の
設
立
な
ど
に
よ
る
多
様
な
資

金
調
達
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
金
融
機
関

に
お
い
て
は
、
個
別
企
業
と
の
取
引
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
全
体
の
底
上
げ
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
意
識
し
た
投
融
資
等
を
行
う

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
本
稿
は
主
に
地
域
の
視
点
か

ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
推
進
に
よ
る
地

域
活
性
化
を
前
提
と
し
た
内
容
で
あ
る

が
、
国
内
の
旅
行
客
の
需
要
喚
起
に
お

い
て
も
、
基
本
的
な
取
り
組
み
の
方
向

性
は
変
わ
ら
な
い
。
自
ら
の
地
域
の
素
材

に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
同
じ
価

値
観
を
有
す
る
観
光
客
が
時
間
を
共
有

す
る
た
め
に
そ
の
土
地
を
訪
れ
る
。
そ
れ

は
日
本
人
、
外
国
人
を
問
わ
ず
変
わ
ら

な
い
こ
と
で
あ
る
。

（
こ
ば
や
し　

た
か
ひ
ろ
）
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図2　日本型DMOの具体的活動イメージ

日本型DMOは、組織ありきではないマーケットを意識したビジネス活動体であり、
以下の4点が具体的な活動イメージである。

1.	 発地側および着地側双方のニーズを踏まえた市場創造
			（プロモーションや新たな観光旅行商品の造成など）。
2.	 観光旅行商品について、インターネットやビジネスマッチングの場などを活用しながら、
				自ら「B	to	B」および「B	to	C」市場で販売する。
3.	 地域内の公平性の意識を乗り越え地域全体のパイを広げることを主眼とし、
				メリハリを付け魅力ある観光資源を取り上げる。
4.	 地域の観光関連事業者の外国人観光客受け入れ環境整備をサポートし、観光品質の向上を促す。

（注１）Destination Management/Marketing 
Organizationの略語であり、本稿では、
Destination Management Organizationを
指すこととする。ＤＭＯは、いわば「観光ビジ
ネス活動体」であり、わが国においては、Ｄ
ＭＯよりＤＭＣ（Destination Management 
Company）という用語が利用されることのほ
うが一般的である。ＪＴＢグループはＤＭＣ
の定義について「地域の知恵、専門性、資源
を所有し、イベント、アクティビティー、輸送、
運送計画のデザイン、提案に特化したプロ
フェッショナルなサービスを提供する企業」と
しており、欧州におけるＤＭＯ（Destination 
Management Organization）と概ね同義で
使用されるケースが多い。

（注２）企業間における技術的水準が次第に同質的
となり、製品やサービスにおける本質的部分
での差別化が困難となり、どのブランドを取り
上げてみても顧客側からするとほとんど違い
を見出すことのできない状況のこと（恩蔵直
人著『コモディティ化市場のマーケティング論
理』より）。

小林賢弘（こばやし たかひろ）
　北海道生まれ。株式会社日本政策投資銀行地
域企画部参事役兼主任研究員。1996年4月入社、
北海道支店、信用リスク管理部等勤務を経て2007
年より現職。2011年東北支店東北復興支援室（兼
務）。専門分野は、地方行財政・地域活性化。観光
分野では、本支店で観光関連企業への与信業務
を担当後、地域企画部で地域活性化・震災復興に
資する重要な産業分野として調査研究を担当。観
光関連企業、国・地方自治体、地方銀行等と観光ま
ちづくりに関する研究会を開催。



個
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
旅
館
の

グ
ル
ー
プ
（
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ･

イ
ン･

グ

ル
ー
プ
、
以
下
Ｊ
Ｉ
Ｇ
）（
注
）
が
あ
る
こ
と

を
テ
レ
ビ
で
知
り
、「
私
も
湯
田
中
に
戻

っ
て
旅
館
を
継
ぐ
こ
と
が
あ
れ
ば
、
外
国

の
お
客
様
が
安
心
し
て
泊
ま
れ
る
場
所
を

提
供
し
た
い
」
と
思
っ
た
こ
と
も
大
き
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
数
年
後
に

旅
館
に
戻
り
、
施
設
の
規
模
な
ど
を
踏
ま

え
た
上
で
、
団
体
客
で
は
な
く
個
人
の
外

国
人
の
お
客
様
を
受
け
入
れ
よ
う
と
決
め

ま
し
た
。

手
探
り
で
始
ま
っ
た

Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
の
受
け
入
れ

湯
田
中
温
泉
に
戻
っ
て
ま
ず
取
り
組
ん

だ
の
は
テ
レ
ビ
で
見
た
Ｊ
Ｉ
Ｇ
へ
の
加
入

手
続
き
で
し
た
。
一
九
八
九
年
（
平
成
元

年
）
の
こ
と
で
す
。
会
員
の
方
に
加
入
条

件
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
ど

う
す
れ
ば
外
国
か
ら
の
お
客
様
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
か
に
つ
い
て
、
い
ろ

い
ろ
と
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｇ
へ
の
加
入
条
件
は
、

・
部
屋
数
が
三
十
室
以
下
で
日
本
間
を

最
低
一
室
以
上
備
え
る
こ
と

・
オ
ー
ナ
ー
が
お
客
様
と
顔
を
突
き
合

わ
せ
て
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

・
宿
泊
料
金
は
部
屋
代
と
食
事
代
と
が

分
離
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
し
た
。
加
え
て
、

・
日
本
的
な
文
化
体
験
が
で
き
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
当
館

は
昔
な
が
ら
の
一
泊
二
食
の
料
金
体
系
で

し
た
の
で
、
泊
食
分
離
が
意
外
と
大
変
で

し
た
が
、
そ
れ
以
外
は
あ
ま
り
問
題
あ
り

Ｆ
Ｉ
Ｔ
客

受
け
入
れ
の
き
っ
か
け

当
館
が
外
国
か
ら
の
お
客
様
を
受
け

入
れ
始
め
た
の
は
、
私
自
身
が
こ
の
魚う

お

敏と
し

旅
館
に
戻
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。
旅
館

を
継
ぐ
以
前
、
技
術
者
と
し
て
勤
務
し
て

い
た
環
境
問
題
（
特
に
大
気
汚
染
）
を
業

容
と
す
る
会
社
で
仕
事
の
た
め
に
外
国
を

訪
れ
た
際
に
、
現
地
の
人
々
が
困
っ
て
い

る
日
本
人
に
対
し
て
非
常
に
優
し
く
、
親

切
に
接
し
て
い
る
姿
を
目
に
し
た
こ
と
が
、

外
国
の
お
客
様
を
受
け
入
れ
た
い
と
考
え

る
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
こ
ろ
に
外
国
か
ら
の

湯
田
中
温
泉
に
お
け
る

Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
への
取
り
組
み

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ･

イ
ン･

グ
ル
ー
プ
　
副
会
長

魚
敏
旅
館
　
主
人

宮
阪  

和
久
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魚敏旅館  弓道場での異文化体験
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ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
日
本
文
化
の
体
験

は
、
も
と
も
と
弓
道
場
が
あ
り
、
私
自
身

も
弓
道
を
や
り
な
が
ら
大
学
や
高
校
の

弓
道
部
の
合
宿
を
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た

の
で
、
模
範
射
技
を
見
せ
た
り
実
際
に
体

験
す
る
機
会
を
提
供
し
た
り
す
れ
ば
、
外

国
の
お
客
様
に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
館
に
あ
る

天
然
温
泉
の
檜

ひ
の
き

風
呂
や
、
欧
米
で
は
当
時

す
で
に
「Snow

 M
onkey

」
と
し
て
認

知
さ
れ
て
い
た
地
獄
谷
野
猿
公
苑
の
存
在

も
好
材
料
で
し
た
。
た
だ
、
当
時
は
地
獄

谷
野
猿
公
苑
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
有
名
に

な
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
て
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）、

Ｊ
Ｉ
Ｇ
へ
の
加
入
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
お
よ
そ
四
カ
月
後
の
七
月
末
、

初
め
て
お
迎
え
し
た
外
国
の
お
客
様
は
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
の
カ
ッ
プ
ル
で
し
た
。

当
時
の
こ
と
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
当
館
を
訪
れ
る
外
国
か
ら
の

お
客
様
の
数
は
、
徐
々
に
増
え
て
い
き
ま

し
た
が
、
一
方
で
、
お
客
様
に
楽
し
く
滞

在
し
て
い
た
だ
く
上
で
、
い
く
つ
か
の
問

題
点
に
も
気
が
つ
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
食
事
で
す
。
当
時
は
今
ほ

ど
日
本
食
が
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
旅
館
で
食
事
を
す
る
お
客
様
は

半
分
以
下
で
し
た
。
旅
館
の
食
事
は
比
較

的
値
段
が
高
く
、
量
も
多
い
た
め
、
個
人

的
に
は
あ
ま
り
外
国
の
お
客
様
に
は
向
い

て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
旅
館
以

外
で
の
食
事
と
な
る
と
、
周
辺
の
食
堂
等

を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
地
元
の
食
堂
は
外
国
の
お
客
様
の
受

け
入
れ
に
は
慣
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

各
食
堂
に
、
外
国
の
お
客
様
に
紹
介
し
て

も
よ
い
か
を
尋
ね
、
よ
い
と
言
っ
て
く
れ

た
お
店
に
つ
い
て
は
英
語
の
メ
ニ
ュ
ー
を

作
る
な
ど
の
協
力
を
す
る
こ
と
で
、
お
客

様
が
安
心
し
て
食
事
が
で
き
る
環
境
を
整

え
ま
し
た
。

ま
た
、
地
獄
谷
野
猿
公
苑
へ
の
ア
ク
セ

ス
に
つ
い
て
も
当
時
は
バ
ス
や
徒
歩
の
ル

ー
ト
に
関
す
る
情
報
が
少
な
く
、
お
客
様

に
と
っ
て
は
不
便
な
状
況
に
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
の
で
、
手
描
き
の
地
図
の

作
成
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
地
図
は
そ
の

後
、
お
客
様
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
数

回
の
修
正
を
重
ね
、
手
描
き
か
ら
パ
ソ
コ

ン
で
の
作
成
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
今
で

も
大
変
重
宝
し
て
い
ま
す
。

魚
敏
旅
館
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

当
館
が
外
国
の
お
客
様
の
受
け
入
れ

を
始
め
た
当
時
、
個
人
の
お
客
様
に
人
気

が
あ
っ
た
の
は
東
京
か
ら
箱
根
、
京
都
を

経
て
大
阪
へ
至
る
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
」

や
、
そ
こ
か
ら
広
島
、
長
崎
を
巡
る
ル
ー

ト
、
ま
た
は
東
京
か
ら
箱
根
を
経
て
松
本
、

高
山
、
金
沢
か
ら
京
都
に
出
る
ル
ー
ト
で

し
た
。
Ｊ
Ｒ
ジ
ャ
パ
ン
レ
ー
ル
パ
ス
を
利

用
し
て
こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
以
外
に
足
を
延

ば
す
お
客
様
も
い
ま
し
た
が
、
ご
く
少
数

で
し
た
。

そ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
外
国
か
ら
の

お
客
様
に
当
館
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
は
、「
湯
田
中
」
あ
る
い
は
「
長
野
」

と
い
う
名
前
を
認
知
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
当
時
は
今
の
よ
う
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
誰
で
も
手
軽

に
情
報
発
信
で
き
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

宿
の
予
約
が
よ
う
や
く
手
紙
や
電
話
か
ら

フ
ァ
ク
ス
に
移
り
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

時
で
、
そ
の
フ
ァ
ク
ス
で
す
ら
Ａ
４
サ
イ

ズ
一
枚
を
ア
メ
リ
カ
に
送
る
の
に
七
〇
〇

円
か
ら
一
〇
〇
〇
円
ほ
ど
の
費
用
が
か
か

る
た
め
、
通
信
料
の
安
い
時
間
帯
に
送
信

す
る
よ
う
に
し
た
り
、
ペ
ー
ジ
サ
イ
ズ
を

小
さ
く
し
て
通
信
料
を
節
約
す
る
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
工
夫
を
凝
ら
し
た
こ
と
を
今
で

も
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
代
で
す
か
ら
、
外
国
へ
の
情

報
発
信
も
Ｊ
Ｉ
Ｇ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
民

間
と
し
て
は
唯
一
と
言
っ
て
も
よ
い
く
ら

い
の
状
況
で
し
た
。
大
概
の
お
客
様
は
Ｊ

Ｉ
Ｇ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ

ネ
ッ
ト
な
ど
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
持
っ
て

温泉に漬かるSnow Monkeyに眺める人が癒やされる。地獄谷野猿公苑



日
本
を
旅
行
し
て
い
ま
し
た
し
、
日
本
に

着
い
て
か
ら
旅
程
を
変
更
し
た
り
、
来
日

後
に
旅
程
を
考
え
な
が
ら
旅
行
し
た
り

す
る
お
客
様
も
多
く
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

Ｊ
Ｉ
Ｇ
の
メ
ン
バ
ー
の
旅
館
に
英
文
の
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
置
い
て
も
ら
い
、
当
旅
館

の
情
報
が
こ
う
し
た
お
客
様
の
目
に
留
ま

る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

当
館
を
利
用
す
る
外
国
人
の
お
客
様

が
増
え
た
要
因
と
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん

一
九
九
八
年
（
平
成
十
年
）
に
長
野
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及

す
る
前
の
段
階
で
、
手
探
り
な
が
ら
も
情

報
発
信
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で「
湯
田
中
」

や
「
長
野
」
の
認
知
度
が
向
上
し
た
こ
と

も
、
一
つ
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

有
効
活
用

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
通
信
の

登
場
に
よ
り
、
世
界
中
の
い
ろ
い
ろ
な
情

報
を
そ
の
場
に
い
な
が
ら
に
し
て
収
集

し
、
電
話
の
市
内
通
話
料
金
程
度
の
コ
ス

ト
で
誰
と
で
も
文
書
の
や
り
取
り
が
で
き

る
、
そ
ん
な
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
知
っ
た
時
、「
う
ち
の
よ
う
な
小
さ

な
旅
館
で
も
お
金
を
か
け
ず
に
世
界
中
に

情
報
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
を
発
信
で
き
る

し
、も
し
か
す
る
と
予
約
（
電
子
メ
ー
ル
）

も
可
能
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
感
じ

ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
い
っ
て
も
、
当
時
は

今
の
よ
う
に
複
雑
で
難
し
い
も
の
で
は
な

く
、
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
れ
ば

自
分
で
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
問
題

は
、
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
と
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
ど
の
よ
う
に
世
界
中
に

知
ら
せ
て
い
く
か
で
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
ヤ
フ
ー
が
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
登
録
を
募
集
し
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
登
録
手
続
き
を
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
当
館
の
名
前
を
検
索
す
る

と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
最
初
に
出
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
自
前
で
作
り
、

手
探
り
の
情
報
発
信
を
ス
タ
ー
ト
し
た

の
は
、
ち
ょ
う
ど
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
二
年
前
の
一
九
九
六
年
（
平

成
八
年
）
で
し
た
。
そ
の
後
、
欧
米
で
は

急
速
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
時
に
は
当
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
電
子
メ
ー
ル
で
予
約
を
す

る
お
客
様
の
割
合
が
四
〇
％
を
超
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
実
績

が
Ｊ
Ｉ
Ｇ
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
も
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｇ
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｕ
Ｒ
Ｌ
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
掲
載
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二
年
）
に
は
Ｊ
Ｉ

Ｇ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
公
開
を
始

め
ま
し
た
。

近
年
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
サ

イ
ト（
楽
天
、
じ
ゃ
ら
ん
、る
る
ぶ
、
海
外

で
はBooking.com

、Agoda

、エ
ク
ス
ペ

デ
ィ
ア
、
ホ
ス
テ
ル
ワ
ー
ル
ド
な
ど
）
が

勢
力
を
拡
大
し
て
い
る
ほ
か
、
最
近
で
は

口
コ
ミ
サ
イ
ト
も
旅
行
者
の
支
持
を
獲
得

し
て
い
ま
す
。
口
コ
ミ
サ
イ
ト
は
、
予
約

サ
イ
ト
を
通
じ
て
自
前
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
誘
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
宿
泊
施

設
に
と
っ
て
は
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
の
で

す
が
、
一
方
で
自
分
た
ち
の
意
思
と
は
関

係
な
く
勝
手
に
情
報
が
載
せ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
た
め
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
一
つ
と
っ
て
も
現
代
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
の
方
法
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
自
分
の
施
設
に
合
っ
た
ツ
ー
ル
を

い
ち
早
く
見
つ
け
、
上
手
に
利
用
す
る
こ

と
が
、
一
番
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

個
人
客
と
の
つ
な
が
り
に

活
路
を
求
め
て

二
〇
〇
二
年
（
平
成
十
四
年
）、
小
泉

内
閣
が
「
二
〇
一
〇
年
度
に
訪
日
外
国
人

旅
行
者
数
一
〇
〇
〇
万
人
を
目
指
す
」
と

い
う
目
標
を
策
定
し
、「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ

ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
の

増
加
に
伴
っ
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
か
ら

外
れ
た
日
本
の
地
方
へ
行
く
旅
行
者
も
増

え
て
き
ま
し
た
。

「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
開
始
以
降
、
地
方
自
治
体
も
外
客

誘
致
に
本
腰
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特

に
個
人
客
よ
り
も
団
体
客
に
重
点
を
置
い

た
誘
致
策
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
な

か
に
あ
っ
て
、
当
館
の
よ
う
な
小
さ
な
宿

が
で
き
る
こ
と
は
、
団
体
客
で
は
な
く
個

人
の
お
客
様
が
何
か
の
「
つ
い
で
」
に
興

味
を
持
っ
て
訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
を
目
指

18
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す
こ
と
で
す
。
い
つ
の
時
代
も
大
き
な
施

設
や
旅
行
会
社
は
資
金
力
に
物
を
言
わ

せ
て
宣
伝
や
新
し
い
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

小
さ
な
施
設
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
な
か
に
あ
っ
て
、
こ
こ
数
年
で

利
用
者
が
急
増
し
て
い
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ・サ
ー
ビ
ス（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

は
、
当
館
の
よ
う
な
小
さ
な
施
設
の
救
世

主
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
初
期
の
こ
ろ
に

似
て
）
の
よ
う
な
存
在
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
小
さ
な
施
設
が
集
客
に
取
り
組
む
上

で
は
、
口
コ
ミ
や
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
様

の
存
在
が
必
要
不
可
欠
で
す
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

は
そ
う
い
っ
た
お
客
様
と
の
つ
な
が
り
を

生
み
出
す
の
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
ツ
ー
ル
で

す
。
一
見
、
口
コ
ミ
サ
イ
ト
に
近
い
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
が
、
双
方
向
の
や
り
取
り

が
見
え
、
お
互
い
に
信
頼
関
係
が
な
い
と

成
り
立
た
な
い
仕
組
み
な
の
で
、
安
心
し

て
や
り
取
り
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

当
館
と
し
て
も
私
個
人
と
し
て
も
二
年
前

か
らFacebook

を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

Facebook

を
通
じ
て
当
館
を
知
り
実
際

に
宿
泊
し
て
い
た
だ
く
お
客
様
も
少
し
ず

つ
増
え
て
き
ま
し
た
。
当
館
を
利
用
し
て

下
さ
っ
た
お
客
様
とFacebook

を
通
じ

て
交
流
が
続
き
、
そ
の
後
リ
ピ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

個
人
の
お
客
様
が

旅
行
し
や
す
い

環
境
整
備
を
目
指
し
て

湯
田
中
温
泉
や
地
獄
谷
野
猿
公
苑
は

ア
ク
セ
ス
が
良
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
町
中
の
移
動
も
便
利
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
前
泊
地
か
ら
長
い
時
間
を
か
け
て
湯

田
中
を
訪
れ
、
次
泊
地
へ
も
ま
た
同
じ
く

ら
い
の
時
間
を
か
け
て
移
動
す
る
と
い
う

旅
程
の
お
客
様
も
か
な
り
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

当
館
で
は
、
こ
う
し
た
ハ
ー
ド
面
の
課

題
を
少
し
で
も
克
服
す
る
べ
く
、
ソ
フ
ト

面
の
受
け
入
れ
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
湯
田
中
を
訪
れ
て
く
だ
さ
る

お
客
様
が
少
し
で
も
有
効
に
時
間
を
使

え
る
よ
う
、
予
約
を
い
た
だ
い
た
段
階
で
、

湯
田
中
ま
で
の
所
要
時
間
や
町
中
の
移
動

時
間
、
主
要
な
見
ど
こ
ろ
ま
で
の
ア
ク
セ

ス
な
ど
、
細
か
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
到
着
さ
れ
た
お
客
様
に
は
、
バ

ス
と
電
車
の
時
刻
表
に
地
図
が
掲
載
さ
れ

た
手
作
り
の
案
内
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

今
で
こ
そ
英
語
の
表
記
が
増
え
て
き
ま
し

た
が
、
外
国
の
お
客
様
が
個
人
で
旅
行
す

る
に
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
す
。
バ
ス
停

の
場
所
や
乗
り
換
え
の
電
車
が
分
か
ら
な

い
と
い
っ
た
方
も
よ
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
お
金
の
か
か
る
こ
と
で

す
が
、
ア
イ
デ
ア
を
生
か
す
気
持
ち
が
あ

れ
ば
、
少
し
ず
つ
で
も
改
善
す
る
こ
と
が

可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

湯
田
中
温
泉
や
地
獄
谷
野
猿
公
苑
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
動
向
を
見
て
い
る
と
、
個

人
的
に
は
一
過
性
の
ブ
ー
ム
の
よ
う
な
雰

囲
気
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

事
業
者
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
行
政
に
も

長
い
目
で
見
て
人
気
を
継
続
す
る
た
め
の

施
策
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

幸
い
に
し
て
、
今
も
多
く
の
外
国
人
の

お
客
様
が
湯
田
中
温
泉
を
訪
れ
て
く
れ
て

い
ま
す
が
、
受
け
入
れ
側
の
環
境
づ
く
り

は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
内
で
は
九

割
方
の
飲
食
店
や
交
通
機
関
で
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
し
、
ガ
イ
ド
が
同
行
し
な
い
個
人
の
お

客
様
に
と
っ
て
は
、
着
地
型
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
が
必
要
不
可
欠
な
の
で
す
が
、
現
状

で
は
発は

っ

地ち

型
で
作
成
さ
れ
た
も
の
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
。

個
人
の
お
客
様
が
一
人
で
も
多
く
当
地

を
訪
れ
、
そ
し
て
一
日
で
も
長
く
滞
在
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
受
け

入
れ
環
境
づ
く
り
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す

し
、
そ
の
た
め
に
今
後
も
民
間
と
行
政
が

協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
み
や
さ
か　

か
ず
ひ
さ
）

（
注
）訪
日
外
客
へ
の
宿
泊
施
設
の
提
供
と
接
遇
を
通
じ

て
日
本
文
化
を
伝
え
、
国
際
親
善
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
一
九
七
九
年（
昭
和
五
十
四
年
）に
発

足
し
た
中
小
旅
館
の
集
ま
り
で
、
北
海
道
か
ら
九

州
ま
で
七
十
館
の
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

宮
阪
和
久
（
み
や
さ
か
　
か
ず
ひ
さ
）

一
九
五
一
年（
昭
和
二
十
六
年
）、長
野
市
生
ま
れ
。

長
野
県
山
ノ
内
町
湯
田
中
温
泉
、
魚
敏
旅
館
主
人
。

訪
日
外
国
人
旅
行
者
向
け
の
宿
泊
施
設
の
全
国
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ・イ
ン・グ
ル
ー
プ
」

の
副
会
長
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
九
〇
年
代
初
頭
よ
り
外
国
人
旅
行
者
誘
致

に
取
り
組
む
な
ど
同
地
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振
興
の
先

駆
者
と
し
て
知
ら
れ
、
今
ま
で
に
延
べ
一
万
人
弱
の
外

国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

資料：http://www.tripadvisor.jp/HotSpotsJapan

トリップアドバイザー
外国人観光客お気に入りの観光スポット

	 第1位	 宮島（厳島神社）

	 第2位	 広島平和記念資料館

	 第3位	 松本城

	 第4位	 東京ディズニーシー

	 第5位	 沖縄美ら海水族館

	 第6位	 伏見稲荷大社

	 第7位	 地獄谷野猿公苑

	 第8位	 兼六園



Ｆ
Ｉ
Ｔ
市
場
の
可
能
性
と
意
義

外
国
人
の
訪
問
先
の
現
況
を
延
べ
宿
泊

数
か
ら
見
る
と
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
の
拠

点
で
あ
る
千
葉
、
東
京
、
京
都
、
大
阪
の
四

都
府
県
だ
け
で
全
国
の
六
割
を
占
め
て
い
る

（
観
光
庁
「
宿
泊
旅
行
統
計
・
平
成
二
十
四

年
」）。
と
こ
ろ
が
、
日
本
人
の
延
べ
宿
泊
数

で
は
、
四
都
府
県
の
シ
ェ
ア
は
二
二
％
に
留

ま
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
残
る
四
十
三

道
県
の
未
活
用
の
資
源
を
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

に
開
放
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
へ
の
経
済

効
果
の
拡
散
と
い
う
観
点
で
も
、
急
増
が
見

込
ま
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
受
け
皿
と

し
て
も
重
要
な
課
題
と
考
え
ら
れ
る
。

本
特
集
で
対
象
と
し
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ
は
、
台

湾
、
韓
国
、
香
港
等
、
訪
日
旅
行
の
中
核

市
場
に
お
い
て
も
伸
び
し
ろ
が
期
待
さ
れ
る

市
場
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
々
で
は
日
本
の

地
方
に
対
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
も
比
較
的

豊
富
で
あ
り
、
地
方
を
結
ぶ
航
空
路
線
も

発
達
し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
で
対
象
と
し
た
台

湾
市
場
は
従
来
周
遊
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
主
流
だ

っ
た
が
、
大
震
災
を
契
機
に
二
十
～
三
十
代

を
中
心
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が
急
増
し
て
い
る
。
こ
の

層
は
、
中
高
年
層
に
比
べ
て
日
本
に
よ
り
親

し
み
を
感
じ
る
世
代
で
あ
る
と
と
も
に
、
Ｆ

Ｉ
Ｔ
の
重
要
な
情
報
源
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
駆
使
す
る
世
代
で
も
あ
る
。
現
状
で

は
東
京
な
ど
の
大
都
市
滞
在
が
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
中

心
だ
が
、「
台
湾
旅
行
者
調
査
」（
二
〇
一
三

年
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
、
特
集
１

注
２
参
照
）で
は
、Ｆ
Ｉ
Ｔ
希
望
者
の
ほ
と
ん

ど
が
地
方
を
訪
問
し
た
い
と
回
答
し
て
お
り
、

体
験
し
た
い
活
動
も
「
歴
史
あ
る
観
光
地
め

ぐ
り
」「
温
泉
め
ぐ
り
」「
自
然
観
光
地
を
訪

れ
る
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
（
図
１
）。

さ
ら
に
地
域
側
か
ら
見
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ
市
場
の

長
所
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
潜
在
需
要
の
大

き
さ
に
加
え
て
、

・
湯
田
中
温
泉
の
よ
う
に
比
較
的
小
規
模

旅
館
が
多
く
分
布
す
る
地
域
で
も
対
応

可
能
な
点

・
既
存
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
で
き
る
点

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
浸
透
に
よ
り
低
コ
ス

ト
で
情
報
発
信
が
で
き
る
点

・
地
域
内
の
経
済
循
環
が
相
対
的
に
期
待

で
き
る
点

等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

20

地域はFITにどう取り組むべきか
公益財団法人日本交通公社　観光政策研究部　次長・主席研究員　　塩谷  英生

視
座特集テーマからの

図1  FIT客が地域で体験したい活動

「台湾旅行者調査」2013年公益財団法人日本交通公社

歴史ある観光地めぐり

温泉めぐり

自然観光地を訪れる

世界遺産を巡る

鉄道旅行をする

魚や肉などの産地で楽しむグルメ旅行

花見（桜や梅など）や紅葉狩り

地場産品の買物

美術館や博物館を訪れる

写真撮影

パワースポットを巡る

山登りハイキング

地酒めぐり（日本酒、ワイン等）

レンタカーで旅行する

動物や植物をみる
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最
小
構
成
で
成
り
立
つ

Ｆ
Ｉ
Ｔ
ク
ラ
ス
タ
ー

湯
田
中
温
泉
で
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
対
応
す
る
旅

館
の
ハ
ー
ド
は
高
級
で
は
な
い
し
、
温
泉
浴

場
の
規
模
も
小
さ
い
。
積
極
的
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ

客
を
受
け
入
れ
る
旅
館
の
集
積
も
三
軒
程

度
に
す
ぎ
ず
、
旅
行
会
社
の
関
与
も
な
く
、

行
政
の
支
援
も
十
分
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
多
く
訪
れ
る
の
は
何
故

だ
ろ
う
か
。

観
光
産
業
は
、
宿
泊
事
業
者
、
交
通
事

業
者
、
飲
食
店
、
小
売
業
、
旅
行
業
な
ど

多
様
な
業
種
を
包
含
す
る
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客

を
誘
致
す
る
た
め
に
全
て
の
業
種
が
重
要

な
役
割
を
果
た
す
必
要
は
な
い
。
中
で
も
湯

田
中
地
域
の
観
光
魅
力
の
中
核
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
で
知
名
度
の
高

い
地
獄
谷
野
猿
公
苑
と
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
層
に
特
化

し
た
高
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
持
つ
旅
館
群

で
あ
る
。

地
域
に
ア
ク
セ
ス
す
る
手
段
は
、
既
存
の

交
通
イ
ン
フ
ラ
（
Ｊ
Ｒ
長
野
新
幹
線
、
長
野

電
鉄
等
）
が
担
っ
て
く
れ
る
。
域
内
の
交
通

に
つ
い
て
は
、
路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
公

共
交
通
機
関
が
あ
り
、
魚う

お
と
し敏

旅
館
宮
阪
社

長
が
手
作
り
の
ダ
イ
ヤ
表
や
マ
ッ
プ
を
提
供

す
る
こ
と
で
Ｆ
Ｉ
Ｔ
産
業
の
一
部
と
し
て
取

り
込
ん
で
い
る
。
飲
食
店
や
小
売
店
に
つ
い

て
も
同
様
で
、
翻
訳
し
た
地
図
や
食
堂
の
メ

ニ
ュ
ー
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

流
通
面
で
は
、
当
初
Ｊ
Ｉ
Ｇ
（
ジ
ャ
パ
ニ

ー
ズ
・
イ
ン
・
グ
ル
ー
プ
）
が
担
う
ウ
エ
ー

ト
が
大
き
か
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
と
ツ
ー
ル
の
進
化
に
よ
っ
て
環
境
が
変

化
し
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
予
約
申
し

込
み
が
で
き
る
手
製
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り

に
始
ま
り
、
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
へ
の
登
録
、

Facebook

の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
の
予
約
が
増
加
し
た
。

こ
う
し
て
湯
田
中
で
は
小
さ
な
旅
館
が

先
駆
け
と
な
り
、
小
さ
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
を
呼
び
込

む
た
め
の
ク
ラ
ス
タ
ー
（
注
１
）
が
構
成
さ
れ

て
き
た
の
で
あ
る
（
図
２
）。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
層
へ
の

交
通
情
報
の
発
信

「
台
湾
旅
行
者
調
査
」
で
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
で

の
地
方
訪
問
の
課
題
と
し
て
交
通
に
関
す
る

回
答
が
最
も
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
一

方
で
、
我
が
国
の
多
く
の
地
域
で
は
、
Ｊ
Ｒ
、

私
鉄
、
高
速
バ
ス
、
レ
ン
タ
カ
ー
、
定
期
観

光
バ
ス
と
い
っ
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
国
内
向

け
に
既
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
対
応
す
る
観
光

地
づ
く
り
の
最
初
の
一
歩
と
し
て
は
、
既
存

交
通
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
の

宿泊
事業者

路線バス
・タクシー

対個人
サービス

光熱・
水道等

市町村
観光行政

県・広域
観光行政

大学・官民
研究機関国の

観光行政

観光協会・
旅館組合

地方鉄道
・駅

観光
案内所

ホスピ
タリティ

自然資源
・温泉

マス媒体

口コミ
サイト

宿泊予約
サイト 観光人材

・技術

Wi-Fi､SNS
等通信
インフラ

JR・
大手私鉄

その他
関連団体
等（JIG）

NPO・
地域団体

高速道路・
高速バス

トイレ・
遊歩道等

治安・消防
・医療人文資源

広域観光
ルート

レンタカー

国内航空
・空港

国内外
航路・港

国際航空
・空港

金融・
不動産

広告・
デザイン

発国
旅行業

国内
旅行業

卸売業・
輸送業 製造業

（食品､工芸
品等）

飲食店

着地型
旅行業

農林
水産業

事業所
サービス

小売業 立寄
観光施設

観光関連産業

支援機関

観光インフラ

交通インフラ

流通・情報
観光資源

地域観光産業

域外

域内

図2 観光産業クラスターの
構図と湯田中温泉の
FITクラスター

湯田中温泉FITクラスターの主な要素
・太字は特に競争力の源泉となっている要素
・下線部は、宿泊事業者の働きかけで機能した要素

観光産業クラスターの要素だが､湯田中温泉
のFITクラスターでは重要でないもの

筆者作成
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視
座特集テーマからの

情
報
発
信
が
重
要
と
な
ろ
う
。

実
際
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ

の
ガ
ー
ラ
湯
沢
で
の
雪
遊
び
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
新
幹
線
を
組

み
込
ん
だ
既
存
の
フ
リ
ー
キ
ッ

プ
を
ベ
ー
ス
と
し
た
商
品
化
で

成
功
し
て
い
る
し
、
湯
田
中
温

泉
で
は
、「
確
実
に
観
光
資
源

に
到
着
し
て
楽
し
め
る
た
め
の

情
報
」
を
親
身
に
提
供
す
る
旅

館
が
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
の
高
い
評
価
を

得
て
き
た
。

欧
米
に
比
べ
て
旅
行
日
数
の
制
約
が
大

き
い
ア
ジ
ア
か
ら
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
は
「
交
通
が

便
利
な
宿
に
泊
ま
り
た
い
」「
観
光
地
を
巡

る
の
に
便
利
な
宿
に
泊
ま
り
た
い
」
と
の
希

望
が
強
い
（
図
３
）。
こ
の
た
め
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ

客
や
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
を
販
売
す
る
旅
行
会
社
、

旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
出
版
す
る
メ
デ
ィ
ア

に
対
し
て
、
自
地
域
を
起
点
と
し
て
Ｊ
Ｒ

ジ
ャ
パ
ン
レ
ー
ル
パ
ス
や
鉄
道
、
路
線
バ
ス
、

現
地
ツ
ア
ー
等
を
ど
う
活
用
す
れ
ば
効
率

的
か
つ
割
安
に
周
遊
で
き
る
か
を
訴
求
す
る

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
は
、
出
発
前
に
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
交
通
ダ
イ
ヤ
等
の
情
報
を

調
べ
る
他
、
日
本
到
着
後
に
も
空
港
や
都
市

の
観
光
案
内
所
、
宿
泊
施
設
等
で
Wi-

Fi
を

使
っ
た
情
報
収
集
等
を
行
う
。「
台
湾
旅
行

者
調
査
」
で
は
「
日
本
語
の
時
刻
表
検
索

サ
イ
ト
を
利
用
で
き
る
人
」
が
三
一・
六
％

に
上
る
な
ど
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
層
の
旅
行
行
動
に
関

す
る
障
壁
は
当
初
の
想
像
以
上
に
低
い
印

象
が
あ
る
（
図
４
）。
交
通
に
関
す
る
情
報

ペ
ー
ジ
を
ウ
ェ
ブ
上
や
主
要
案
内
所
に
用
意

し
て
お
け
ば
、
各
段
階
で
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
が
能
動

的
に
ア
ク
セ
ス
し
て
活
用
す
る
だ
ろ
う
。
そ

の
意
味
で
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
市
場
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
費
用
は
団
体
旅
行
や
フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅

行
を
誘
致
す
る
よ
り
も
相
対
的
に
小
さ
く

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
域
内
移
動
に
つ
い
て
も
、
Ｆ
Ｉ

Ｔ
客
の
行
動
パ
タ
ー
ン
と
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

つ
つ
、
例
え
ば
、
共
同
送
迎
や
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
、
Wi-
Fi
環
境
、
共
同
ト
イ
レ
や
休
憩

で
き
る
広
場
の
よ
う
な
効
率
的
で
快
適
な

滞
在
の
た
め
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
べ

き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
支
援
策
が
あ
っ
て
こ

そ
、
こ
れ
ま
で
Ｆ
Ｉ
Ｔ
受
け
入
れ
に
消
極
的

だ
っ
た
宿
泊
事
業
者
も
本
格
的
な
取
り
組

み
を
進
め
や
す
く
な
る
。

地
域
経
済
循
環
の
視
点
か
ら

観
光
消
費
の
経
済
波
及
効
果
は
、「
来
訪

客
数
」「
一
人
あ
た
り
消
費
額
」「
域
内
調
達

率
」
の
相
乗
効
果
と
し
て
発
揮
さ
れ
る
。
産

業
サ
イ
ド
か
ら
見
る
と
三
つ
目
の
「
域
内
調

達
率
」
の
高
さ
は
必
ず
し
も
重
要
で
は
な
い

が
、
地
域
全
体
の
振
興
を
大
目
的
と
す
る

観
光
行
政
に
と
っ
て
は
優
先
さ
れ
る
指
標
で

あ
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
ク
ラ
ス
タ
ー
は
、
地
域
の
路

線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
利
用
、
地
元
向
け
の

飲
食
店
の
利
用
、
旅
行
会
社
へ
の
手
数
料
漏

出
が
少
な
い
な
ど
、
相
対
的
に
見
て
経
済
効

果
が
地
域
に
残
り
や
す
い
消
費
の
構
成
に
な

っ
て
い
る
点
が
長
所
と
言
え
る
。

湯
田
中
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
ク
ラ
ス
タ
ー
の
例（
図
２
）

を
見
る
と
、
地
域
内
の
観
光
産
業
お
よ
び
そ

の
関
連
産
業
に
空
白
が
目
立
っ
て
い
る
。
競

合
地
域
の
増
加
、
需
要
の
季
節
波
動
、
ブ
ー

ム
の
反
動
等
の
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
れ
ば
、
現

行
の
観
光
資
源
に
代
替
可
能
な
資
源
（
観

光
資
源
、
グ
ル
メ
・
買
物
等
）
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
個
人
で
の
来

訪
で
な
け
れ
ば
巡
り
合
え
な
い
郷
土
の
風

図3  FIT客が観光目的で泊まりたい宿

「台湾旅行者調査」2013年公益財団法人日本交通公社

交通が便利な宿に泊まりたい

温泉旅館に泊まりたい

観光地を巡るのに便利な宿に泊まりたい

宿の従業員が親切に旅行の相談に乗ってくれる
宿に泊まりたい

地元の食材を提供してくれる宿に泊まりたい

大きな露天風呂がある宿に泊まりたい

低額な宿泊施設に泊まりたい

浴衣を着て歩ける温泉地の宿に泊まりたい

部屋に露天風呂が付いている宿に泊まりたい

最高水準の旅館（日本式）に泊まりたい

中国語の案内が行き届いている宿に泊まりたい

荷物の持ち運びが楽な宿に泊まりたい
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景
や
産
業
の
営
み
、
地
域
の
人
々
の
世
界
観

を
感
じ
さ
せ
る
食
や
生
活
文
化
を
体
感
す

る
場
面
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
ク
ラ

ス
タ
ー
と
し
て
の
訴
求
力
も
高
ま
る
。
加
え

て
、
滞
留
日
数
の
増
加
と
消
費
機
会
の
拡

大
、
そ
し
て
域
内
調
達
と
域
内
雇
用
を
通

じ
た
経
済
循
環
の
改
善
が
期
待
さ
れ
る
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
ク
ラ
ス
タ
ー
強
化
の
初
期
段
階
で

は
、
地
域
全
体
で
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
を
も
て
な
す
心

を
育
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
結
果
的
に

ク
ラ
ス
タ
ー
全
体
で
新
し
い
価
値
を
創
り
出

し
て
い
く
た
め
の
近
道
と
な
る
だ
ろ
う
。
Ｆ

Ｉ
Ｔ
受
入
事
業
者
と
関
連
事
業
者
と
の
意

見
交
換
の
場
づ
く
り
に
よ
る
信
頼
関
係
の

構
築
や
、
地
域
全
体
で
の
外
国
人
へ
の
あ
い

さ
つ
運
動
な
ど
、
財
政
支
出
が
無
く
て
も
進

め
ら
れ
る
こ
と
は
多
い
。
そ
の
後
、
ク
ラ
ス

タ
ー
が
大
き
く
な
る
過
程
で
は
、
観
光
イ
ン

フ
ラ
の
保
全
、
着
地
型
観
光
、
物
産
開
発
、

人
材
育
成
等
を
持
続
的
に
推
進
・
支
援
す

る
組
織
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
の
財
源

の
在
り
方
も
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
検

討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
し
お
や　

ひ
で
お
）

（
注
１
）あ
る
特
定
分
野
に
お
け
る
相
互
に
結
び
つ
い
た

企
業
群
と
関
連
す
る
諸
機
関
か
ら
な
る
地
理
的

に
近
接
し
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
企

業
群
と
諸
機
関
は
共
通
性
と
補
完
性
に
よ
っ
て

結
ば
れ
て
い
る
。（
マ
イ
ケ
ル
・
Ｅ
・
ポ
ー
タ
ー

『
競
争
戦
略
論
Ⅱ
』（
竹
内
弘
高
訳
、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
社
、一
九
九
九 

年
八
月
）

図4 旅行行動における障壁が低いFIT客

日本語は読めなくても漢字である程度意味がわかる

東京などの大都市で地下鉄を使うのに抵抗はない

英語で簡単な日常会話は可能

観光案内所を探して地図を入手することができる

高速バスを利用するのに抵抗はない

自動券売機で鉄道のキップを購入できる

中国語のメニューが無くても飲食店で店員に料理を注文できる

スイカなどの日本の電子マネーを利用することに抵抗はない

タクシーを利用するのに抵抗はない

日本人に道を聞くことができる

日本語で簡単な日常会話は可能

ジャパンレールパスなどの鉄道会社の割引キップや周遊券に詳しい

駅に備え付けの時刻表でダイヤを調べられる

レンタカーを運転するのに抵抗はない

日本語の時刻表検索サイトを利用できる

バス会社のサイトで路線図やダイヤを調べられる
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個別手配・フリープラン
（FIT）希望者

パッケージ・団体旅行
希望者

「台湾旅行者調査」2013年公益財団法人日本交通公社
注：インターネット調査のスクリーニング設問段階において、訪日旅行を希望する人全員を対象に質問を行ったもの。
訪日旅行の希望旅行形態別の回答標本数は、FITが944人、パッケージ・団体旅行が789人となっている。
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環
境
省
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
「
東
北
海
岸

ト
レ
イ
ル
（
仮
称
）
構
想
」
を
発
表
し
た

（
二
〇
一
二
年
五
月
）。
本
構
想
の
下
で
、

青
森
県
八
戸
市
蕪か

ぶ
し
ま島

か
ら
福
島
県
相
馬

市
松
川
浦
ま
で
の
全
長
約
八
百
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
わ
た
る
「
東
北
太
平
洋
岸
自
然

歩
道
（
以
降
、
愛
称
の
「
み
ち
の
く
潮
風

ト
レ
イ
ル
」
と
表
記
）」（
公
式
サ
イ
ト
〔
注

１
〕
を
参
照
）の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

（
図
１
）。

本
ト
レ
イ
ル
が「
目
指
す
も
の
」と
し
て

•

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
、
地

域
と
の
協
働
に
よ
り
、
沿
岸
被
災
地

を
結
ぶ
歩
道
を
設
定
す
る

•

歩
く
こ
と
に
よ
る
健
全
な
心
身
の
育

成
と
充
実
感
の
再
発
見

•

様
々
な
地
域
の
自
然
の
恵
み
や
、
自

然
の
脅
威
の
理
解
促
進

•

新
し
い
観
光
ス
タ
イ
ル
の
提
唱
及
び

観
光
振
興
へ
の
貢
献

の
四
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
環
境
省
が
取
り
組
ん
で
き
た
「
長
距

離
自
然
歩
道
」
の
目
的
（
注
２
）
と
は
明
ら

か
に
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
が
「
目

指
す
も
の
」
を
達
成
す
る
た
め
に
、
本
歩

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
観
光
への

参
加
意
向
の
特
徴
に
関
す
る
研
究

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
文
化
研
究
部
研
究
員

吉
谷
地  

裕

自主研究報告
図1　みちのく潮風トレイルのルートイメージ

東
北
太
平
洋
岸
自
然
歩
道（
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
）
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八戸から久慈区間のうち
一部開通（H25.8月）

県庁
市役所・町村役場
主な地域観光資源

環境省資料をもとに筆者作成
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の
種
類
（
図
３
）
を
見
る
と
、「
都
市
や

街
並
み
な
ど
を
巡
る
ま
ち
歩
き（
五
〇・二

％
」「
山
登
り
（
四
七・
八
％
）」
の
参
加

経
験
が
多
か
っ
た
。
こ
の
先
、
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
観
光
も
そ
の
範
疇
と
な

る
「
ト
レ
イ
ル
歩
き
」
の
参
加
経
験
率
は

一
四・三
％
で
あ
っ
た
。「
ト
レ
イ
ル
歩
き
」

は
他
の
観
光
の
種
類
と
比
較
す
る
と
参
加

経
験
者
が
少
な
い
も
の
の
、
近
年
で
は

各
種
媒
体
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と

も
多
く
な
り
、
参
加
者
は
増
大
す
る
と

考
え
る
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
観
光
へ
の

参
加
状
況

調
査
で
は
、
街
歩
き
、
登
山
や
ト
レ
イ

ル
歩
き
等
を
広
く
含
め
て
、
歩
く
こ
と
を

中
心
と
し
た
観
光
一
般
の
参
加
状
況
を
聞

い
た
。
こ
の
よ
う
な
「
歩
く
こ
と
を
中
心

と
し
た
観
光
」一
般
を
、本
稿
で
は「
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
観
光
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
、
一

方
で「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」を
利
用

し
た
観
光
を
「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

観
光
」
と
呼
び
、
比
較
を
し
て
い
き
た
い
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
観
光
へ
の
過
去
の
参
加

経
験
（
図
２
）
で
は
、
四
三・二
％
が
「
経

験
が
あ
る
」
と
回
答
し
、
今
後
の
参
加
意

向
（
図
４
）
で
は
、
五
六・
五
％
が
「
参

加
し
た
い
」
と
回
答
し
た
。
ま
た
、
内
閣

府
が
実
施
す
る
「
体
力
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
世
論
調
査
（
二
〇
〇
九
年
九
月
）」

で
は
、「
こ
の
一
年
間
に
行
っ
た
運
動
・
ス

ポ
ー
ツ
の
種
目
」
と
し
て
約
五
割
が
「
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
」
と
回
答
し
て
お
り
、
年
々

増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る

と
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
観
光
は
、
す
で
に
広

く
認
知
さ
れ
た
市
場
で
あ
り
、
今
後
も

増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

参
加
経
験
が
あ
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
観
光

道
に
対
す
る
利
用
者
の
潜
在
意
識
を
捉

え
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
そ
の
把
握
を
目

的
と
し
て
、
利
用
者
意
識
調
査
を
実
施
し

た
（
表
１
）。
こ
の
意
識
調
査
で
は
、
み

ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
に
限
ら
ず
、
一
般

的
な
「
歩
く
こ
と
を
中
心
と
し
た
観
光
」

に
つ
い
て
も
実
態
と
参
加
意
向
を
聞
き
、

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
観
光
」
へ
の

参
加
意
向
と
の
比
較
を
試
み
た
。

表1　調査概要

調査名称	 旅行者動向調査2012（公益財団法人日本交通公社が
	 毎年実施している旅行者動向調査の一環として実施）

調査時期	 2012年7月

調査方法	 インターネット調査

調査対象	 全国16歳以上の個人（インターネットモニター）

調査項目　    「ウオーキング観光」への過去の参加経験、今後の参加意向
																									「みちのく潮風トレイル観光」への参加意向 等

有効回答数	 3,596票（10代5.5%／20代14.3%／30代18.0%／40代16.1%／	 50代16.7%／60代17.4%／70代以上12.0%、男性49.6%／女性50.4%）

図2　ウオーキング観光への参加経験（n=3,596）

図3　参加経験がある観光の種類（n=1,555 ＊複数回答 MT=2,972）

図4　ウオーキング観光への参加意向（n=3,596）

経験がある  43.2%

参加したい  56.5%

経験がない  56.8%

参加したいとは思わない  43.5%

＊意識調査の回答画面では、各回答項目についてかっこ書きで具体例を付した。
◦都市や街並みなどを巡るまち歩き（例：下町巡り、町並み巡り、寺社仏閣巡り 等）
◦山登り（例：山頂を目指す登山 等）
◦歴史や宗教的な道歩き、古道歩き（例：熊野古道、お遍路 等）
◦長距離を歩くイベントへの参加（例：駅からハイキング、ツーデーマーチ、歩け歩け大会、ノルディックウオーキング 等）
◦里山、田舎道、離島などの散歩道歩き（例：里山歩道、フットパス 等）
◦トレイル歩き（例：山岳縦走、信越トレイルや高島トレイル、長距離自然歩道 等）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

都市や街並みなどを巡るまち歩き（n=781）

山登り（n=744）

歴史や宗教的な道歩き、古道歩き（n=445）

長距離を歩くイベントへの参加（n=410）

里山、田舎道、離島などの散歩道歩き（n=357）

トレイル歩き（n=222）

その他（n=13）

50.2%

47.8%

28.6%

26.4%

23.0%

14.3%

0.8%



み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

観
光
へ
の
参
加
意
向
と
傾
向

次
に
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
観
光

へ
の
参
加
意
向
と
そ
の
特
性
を
見
る
。

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
観
光
へ
の

参
加
意
向

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
観
光
（
注
３
）

へ
の
参
加
意
向
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

六
九・三
％
が
「
歩
い
て
み
た
い
」
と
回
答

し
た
（
図
５
）。
こ
れ
は
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

観
光
へ
の
参
加
意
向
（
図
４
）
よ
り
高
い

値
で
あ
る
。
ま
た
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
観
光

へ
の
参
加
意
向
は
な
い
も
の
の
、
み
ち
の

く
潮
風
ト
レ
イ
ル
観
光
へ
の
参
加
意
向
の

あ
る
人
は
四
二・二
％
に
上
る
（
図
６
）。

次
に
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ
観
光
の
う
ち「
ト

レ
イ
ル
歩
き
」
へ
の
参
加
経
験
別
に
、
み

ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
観
光
へ
の
参
加
意

向
（
図
７
）
を
見
る
と
、「
ト
レ
イ
ル
参

加
経
験
あ
り
」
の
う
ち
九
〇・一
％
が
「
歩

い
て
み
た
い
」
と
回
答
し
た
。
ま
た
、
参

加
経
験
が
な
い
人
で
も
、
六
八・〇
％
が

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
観
光
へ
の
参
加

意
向
が
あ
る
。

以
上
か
ら
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

観
光
だ
か
ら
こ
そ
参
加
し
た
い
、
み
ち
の

く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
意
義
や
、
こ
れ
ま
で

の
ト
レ
イ
ル
歩
き
に
は
な
い
魅
力
を
感
じ

て
い
る
需
要
が
相
当
程
度
存
在
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
観
光
で

楽
し
み
た
い
こ
と

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
観
光
へ
の
具

体
的
な
期
待
を
知
る
た
め
に
「
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
観
光
で
楽
し
み
た
い
こ

と
」
を
聞
い
た
。

回
答
が
多
か
っ
た
の
は
、「
自
然
の
雰

囲
気
を
味
わ
う
（
四
一・九
％
）」「
お
い
し

い
も
の
を
食
べ
る
（
三
五・〇
％
）」「
温
泉

や
地
元
銭
湯
に
入
る
（
三
二・四
％
）」
で

あ
り
、
次
に
「
見
た
か
っ
た
も
の
を
見
る

（
二
六・七
％
）」「
現
地
の
暮
ら
し
や
産
業

に
ふ
れ
る（
二
五・一
％
）」と
続
く（
図
８
）。

ト
レ
イ
ル
歩
き
本
来
の
魅
力
で
あ
る
自
然

の
楽
し
み
や
心
身
へ
の
効
用
だ
け
で
な
く
、

一
般
的
な
観
光
の
魅
力
や
、
地
域
の
生
活

文
化
と
の
ふ
れ
あ
い
へ
の
期
待
も
大
き
い
。

さ
ら
に
、
図
８
と
同
じ
項
目
を
「
歩
く

こ
と
を
中
心
と
し
た
観
光
（n=2,031

）」

に
つ
い
て
も
聞
い
て
い
る
の
で
、
両
者
の

回
答
割
合
を
比
較
し
た
（
図
９
）。

両
者
を
比
較
し
、
明
ら
か
に
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
観
光
で
回
答
割
合
が
高
か

っ
た
の
は
、「
現
地
の
暮
ら
し
や
産
業
に

ふ
れ
る
」「
地
域
で
消
費
す
る
こ
と
を
通

し
て
地
域
に
貢
献
す
る
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
支
援
を
通
し
て
地
域
に
貢
献
す
る
」

「
現
地
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
や
会
話
を

楽
し
む
」
の
四
項
目
で
あ
っ
た
（
図
８
の

網
掛
け
部
分
も
参
照
）。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、“
地
域
と
の
関

わ
り
を
深
め
る
”
こ
と
に
関
す
る
項
目
で
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図5　みちのく潮風トレイル観光への参加意向（n=3,596）

図6　ウオーキング観光への参加意向別の
みちのく潮風トレイル観光への参加意向

図7　「トレイル歩き」参加経験別の
みちのく潮風トレイル観光への参加意向

歩いてみたいとは思わない
30.7%

歩いてみたいとは思わない
9.7%

歩いてみたいとは思わない
9.9%

歩いてみたいとは思わない
57.8%

歩いてみたいとは思わない
32.0%

歩いてみたい
69.3%

歩いてみたい
90.3%

歩いてみたい
90.1%

歩いてみたい
42.2%

歩いてみたい
68.0%

参加したい（n=2,031）

トレイル参加経験あり（n=222）

トレイル参加経験なし（n=3,374）

参加したくない（n=1,565）
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あ
る
。
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
観
光
で

は
、
東
北
と
の
つ
な
が
り
が
強
く
意
識
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
東

北
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
て
い
る
人
で

あ
っ
て
も
、
一
般
的
な
観
光
を
楽
し
み
つ

つ
無
理
な
く
地
域
に
貢
献
し
た
い
人（「
地

域
で
消
費
す
る
こ
と
を
通
し
て
地
域
に
貢

献
す
る
」）
や
、
人
々
と
の
出
会
い
等
を

通
じ
て
じ
っ
く
り
と
関
わ
り
た
い
人（「
現

地
の
暮
ら
し
や
産
業
に
ふ
れ
る
」「
現
地

の
人
た
ち
と
の
出
会
い
や
会
話
を
楽
し

む
」）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支
援
を
通
し
て

よ
り
積
極
的
に
関
わ
り
た
い
人
（「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
支
援
を
通
し
て
地
域
に
貢
献

す
る
」）
ま
で
、
関
わ
り
方
へ
の
期
待
は

多
様
で
あ
る
。

東
北
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
需
要

前
の
四
項
目
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
こ

れ
を
重
視
す
る
と
し
た
各
属
性
（
性
別
、

性
年
代
、
職
業
、
家
族
構
成
）
と
そ
の
特

徴
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
表
２
）。

①「
現
地
の
暮
ら
し
や
産
業
に
ふ
れ
る
」

を
挙
げ
た
人

女
性
（
四
十
代
、
六
十
代
）
と
、
七
十

代
以
上
男
性
、
専
業
主
婦
（
主
夫
）
が
多

い
。
他
に
楽
し
み
た
い
こ
と
と
し
て
、「
現

図8　みちのく潮風トレイル観光で楽しみたいこと（n=2,493 ＊複数回答 MT=11,780）
0% 10% 20% 30% 40% 50%

自然の雰囲気を味わう（n=1,045）

おいしいものを食べる（n=873）

温泉や地元銭湯に入る（n=807）

見たかったものを見る（n=666）

現地の暮らしや産業にふれる（n=625）

歴史や文化を味わう（n=607）

地域で消費することを通して地域に貢献する（n=570）

未知のものにふれる（n=523）

自由な時間を味わう（n=512）

現地の人たちとの出会いや会話を楽しむ（n=508）

写真撮影をする（n=499）

宿に泊まる（n=495）

体力づくり、健康づくり、ダイエット（n=432）

長い道のりやピークを乗り越えて達成感を得る（n=421）

お土産を買う（n=411）

自分を見つめ直す、自分探しをする（n=407）

知識や教養を深める（n=362）

ストレス発散、リフレッシュする（n=353）

感性を磨く、身体感覚を取り戻す（n=301）

野生動物や植物などの観察（n=260）

同行者とのつきあいを楽しむ（n=251）

同じ趣味嗜好の人たちとの出会いや会話を楽しむ（n=202）

ボランティアや支援を通して地域に貢献する（n=188）

歩く行程などの計画を立てる（n=185）

祈る、信仰にふれる、信仰を高める（n=146）

テント泊や自炊をする（n=71）

ファッションや装備をそろえる（n=47）

41.9%

35.0%

32.4%

26.7%

25.1%

24.3%

22.9%

21.0%

20.5%

20.4%

20.0%

19.9%

17.3%

16.9%

16.5%

16.3%

14.5%

14.2%

12.1%

10.4%

10.1%

8.1%

7.5%

7.4%

5.9%

2.8%

1.9%
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地
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
や
会
話
を
楽
し

む
」「
歩
く
行
程
な
ど
の
計
画
を
立
て
る
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支
援
を
通
し
て
地
域

に
貢
献
す
る
」
を
挙
げ
て
い
る
。

②「
地
域
で
消
費
す
る
こ
と
を
通
し
て

地
域
に
貢
献
す
る
」
を
挙
げ
た
人

女
性
（
三
十
代
、
四
十
代
、
五
十
代
、

六
十
代
）、
専
業
主
婦
（
主
夫
）
が
多
い
。

他
に
楽
し
み
た
い
こ
と
と
し
て
、「
温
泉

や
地
元
銭
湯
に
入
る
」「
自
然
の
雰
囲
気

を
味
わ
う
」「
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
」

を
挙
げ
て
い
る
。

③「
現
地
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
や
会
話

を
楽
し
む
」
を
挙
げ
た
人

女
性
（
全
年
代
）、
七
十
代
以
上
男
性
、

夫
婦
世
帯
が
多
い
。「
現
地
の
暮
ら
し
や

産
業
に
ふ
れ
る
」「
自
然
の
雰
囲
気
を
味

わ
う
」「
温
泉
や
地
元
銭
湯
に
入
る
」
を

挙
げ
て
い
る
。

④「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支
援
を
通
し
て

地
域
に
貢
献
す
る
」
を
挙
げ
た
人

女
性
（
十
代
、
二
十
代
、
四
十
代
）
が

多
い
。
他
に
楽
し
み
た
い
こ
と
と
し
て
、

「
地
域
で
消
費
す
る
こ
と
を
通
し
て
地
域

に
貢
献
す
る
」「
現
地
の
人
た
ち
と
の
出

会
い
や
会
話
を
楽
し
む
」「
現
地
の
暮
ら

し
や
産
業
に
ふ
れ
る
」
を
挙
げ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
項
目
に
お
い
て
も
女
性
が
多

く
、
男
性
に
つ
い
て
は
七
十
代
以
上
の
年

配
者
が
多
い
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

表2　地域との関わりに関する項目を重視している属性（注4）

性別	 女性**が多い

性年代	 70代以上男性*、40代女性*、60代女性**が多い

職業	 専業主婦（主夫）**が多い

家族構成	 夫婦だけの世帯**が多い

他に重視している項目
	 現地の人たちとの出会いや会話を楽しむ（60.0%）

	 歩く行程などの計画を立てる（49.2%）

	 ボランティアや支援を通して地域に貢献する（46.3%）

性別	 女性**が多い

性年代	 30代女性*、40代女性**、50代女性**、60代女性が多い

職業	 専業主婦（主夫）**が多い

他に重視している項目
	 温泉や地元銭湯に入る（54.9%）

	 自然の雰囲気を味わう（54.2%）

	 おいしいものを食べる（51.8%）

性別	 女性*が多い

性年代	 70代以上男性**が多い

職業	 専業主婦（主夫）*、無職**が多い

家族構成	 夫婦だけの世帯**が多い

他に重視している項目
	 現地の暮らしや産業にふれる（60.0%）

	 自然の雰囲気を味わう（57.9%）

	 温泉や地元銭湯に入る（49.4%）

性別	 女性**が多い

性年代	 10代女性**、20代女性*、40代女性*が多い

他に重視している項目
	 地域で消費することを通して地域に貢献する（75.5%）

	 現地の人たちとの出会いや会話を楽しむ（51.6%）

	 現地の暮らしや産業にふれる（46.3%）

❶「現地の暮らしや産業にふれる」ことを重視している人（n=625）

❷「地域で消費することを通して地域に貢献する」ことを重視している人（n=570）

❸「現地の人たちとの出会いや会話を楽しむ」ことを重視している人（n=508）

❹ボランティアや支援を通して地域に貢献する」ことを重視している人（n=188）

図9　みちのく潮風トレイル観光で特に重視すること（＊複数回答／一部項目を抜粋）
0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

みちのく潮風トレイル観光

ウオーキング観光

みちのく潮風トレイル観光

ウオーキング観光

みちのく潮風トレイル観光

ウオーキング観光

みちのく潮風トレイル観光

ウオーキング観光

25.1%

15.9%

22.9%

7.5%

20.4%

11.3%

7.5%

2.6%

現地の暮らしや
産業にふれる

地域で消費することを
通して地域に貢献する

現地の人たちとの
出会いや会話を楽しむ

ボランティアや支援を
通して地域に貢献する
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ま
と
め
と
考
察

意
識
調
査
を
通
じ
て
、
み
ち
の
く
潮
風

ト
レ
イ
ル
観
光
で
は
、
過
去
に
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
観
光
や
ト
レ
イ
ル
歩
き
の
経
験
が
な

い
人
で
あ
っ
て
も
高
く
支
持
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
従
来
の
ト
レ
イ
ル
市
場
よ
り
も
幅

広
い
客
層
を
つ
か
め
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
観
光
の
市
場
規

模
や
、
一
般
的
な
ト
レ
イ
ル
へ
の
注
目
の

増
大
を
合
わ
せ
る
と
、
み
ち
の
く
潮
風
ト

レ
イ
ル
は
東
北
観
光
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
も
た
ら
す
潜
在
力
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

参
加
意
向
の
特
徴
は
、
ト
レ
イ
ル
歩
き

の
本
来
的
な
楽
し
み
方
に
加
え
て
、
東
北

と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
、

こ
の
傾
向
は
と
り
わ
け
女
性
（
幅
広
い
世

代
）
と
年
配
の
男
性
に
強
い
こ
と
、
関
わ

り
方
に
は
、
観
光
消
費
を
通
じ
た
地
域
貢

献
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
ま
で
、
意
識

に
幅
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
浮
か
ん
で
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
観
光
に
は
、
従
来
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
観

光
や
ト
レ
イ
ル
歩
き
の
枠
に
と
ど
ま
ら
な

い
、
固
有
の
期
待
感
が
持
た
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
応
え
る
た
め
に
、
み
ち
の
く
潮
風

ト
レ
イ
ル
観
光
の
推
進
に
は
次
の
よ
う
な

展
開
を
期
待
し
た
い
。

ト
レ
イ
ル
歩
き
の
初
心
者
へ
の
対
応

初
心
者
向
け
の
対
応
の
充
実
が
重
要

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

•

事
前
の
十
分
な
情
報
提
供
（
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
／
関
連
書
籍
の
発
行
／
各
地

で
の
説
明
会
の
開
催
等
）

•

安
全
管
理
体
制
の
充
実
（
現
地
ガ
イ

ド
の
安
全
管
理
ス
キ
ル
の
向
上
／
現

地
で
の
緊
急
対
応
の
マ
ニュア
ル
化
等
）

•

初
心
者
向
け
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
（
歩
き
方
の
指
南
／
用
具
貸
し

出
し
／
歩
く
こ
と
＋
α
〔
地
元
の
食
、

自
然
体
験
等
〕
の
組
み
合
わ
せ
等
）

•

セ
ク
シ
ョ
ン
ハ
イ
カ
ー
（
注
５
）
へ
の
対

応
（
各
セ
ク
シ
ョ
ン
と
公
共
交
通
機

関
の
接
続
／
宿
泊
施
設
か
ら
の
送
迎

等
）
等
が
考
え
ら
れ
る
。

女
性
や
年
配
者
の
参
加
を
意
識
し
た

対
応

女
性
や
年
配
者
の
利
用
を
意
識
し
た
対

応
の
充
実
が
重
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

•

安
価
で
清
潔
感
の
あ
る
宿
泊
施
設
の

充
実

•

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
出
来
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
（
早
朝
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
＆
朝
食
体
験
／
海
が
見
え
る
場
所

で
の
ヨ
ガ
体
験
／
銭
湯
め
ぐ
り
等
）

•

地
元
の
食（
旬
の
恵
み
、季
節
の
郷
土

料
理
、そ
れ
ら
を
味
わ
え
る
店
等
）に

関
す
る
情
報
提
供
等
が
考
え
ら
れ
る
。

東
北
と
の
関
わ
り
方
を
重
視
す
る
人

へ
の
対
応

東
北
と
の
関
わ
り
方
を
重
視
す
る
人
へ

の
対
応
の
充
実
が
重
要
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、

•

現
地
の
暮
ら
し
や
産
業
に
ふ
れ
る
機

会
づ
く
り
（
魚
市
場
歩
き
や
街
な
か

歩
き
と
の
組
み
合
わ
せ
／
震
災
語
り

部
ガ
イ
ド
と
歩
き
自
然
の
恵
み
と
脅

威
を
学
ぶ
等
）

•

地
域
で
消
費
す
る
こ
と
を
通
し
て
地

域
に
貢
献
す
る
機
会
づ
く
り
（
地
場

食
材
に
よ
る
弁
当
の
開
発
／
沿
線
の

店
舗
や
宿
・
博
物
館
・
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
等
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
／

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
や
踏
破
証
の
開
発
・

販
売
等
）

•
現
地
の
人
と
の
出
会
い
や
会
話
を
楽

し
む
機
会
づ
く
り
（
地
元
方
言
ガ
イ

ド
の
育
成
・
雇
用
／
仮
設
市
場
や
漁

師
番
屋
等
を
活
用
し
た
カ
フ
ェ
／
地

元
住
民
と
ハ
イ
カ
ー
に
よ
る
交
流
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
等
）

•

ボ
ラ
ン
ティ
ア
や
支
援
を
通
し
て
地
域

に
貢
献
す
る
機
会
づ
く
り（
歩
道
整

備
や
補
修
へ
の
参
加
〔
草
刈
り
、
海

岸
清
掃
、道
標
作
り
・
設
置
〕
等
）／

野
生
生
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
へ
の
参
加
／

寄
付
金
制
度
等
）

本
研
究
が
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

観
光
と
東
北
復
興
に
向
け
て
の
一
助
と
な

れ
ば
幸
い
で
あ
り
、
引
き
続
き
研
究
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

（
よ
し
や
ち　

ゆ
た
か
）

（
注
１
）み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
公
式
サ
イ
ト　

http://w
w
w
.tohoku-trail.go.jp/

（
注
２
）『
四
季
を
通
じ
て
手
軽
に
、
楽
し
く
、
安
全
に
自

ら
の
足
で
歩
く
こ
と
を
通
じ
て
、
豊
か
な
自
然

や
歴
史
・
文
化
と
ふ
れ
あ
い
、
心
身
と
も
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
自
然
保
護
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。』
環
境
省

「
長
距
離
自
然
歩
道
を
歩
こ
う
！
」よ
り
引
用

（
注
３
）意
識
調
査
で
は
、「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の

う
ち
、
青
森
県
八
戸
市
〜
福
島
県
相
馬
市
の
海

岸
沿
い
に
、
数
百
キ
ロ
に
わ
た
る
一
本
の
長
い
歩

道『
東
北
海
岸
ト
レ
イ
ル
』
を
造
る
構
想
。
こ
れ

は
避
難
路
を
兼
ね
て
お
り
、
既
存
の
道
や
埋
も

れ
て
い
る
古
道
を
整
備
し
て
、
海
沿
い
の
自
然

や
、
人
の
暮
ら
し
、
被
災
の
痕
跡
な
ど
を
た
ど

れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
」
と
記
載
し
た
。

（
注
４
）カ
イ
二
乗
検
定
の
結
果
有
意
（
５
％
水
準
以

上
）
の
属
性
の
み
抜
粋
。
カ
イ
二
乗
検
定
を
実

施
（*

５
％
水
準
で
有
意
、
１
％
水
準
で
有
意
）。

残
差
分
析
はH

aberm
an

法
を
使
用
（*

５
％
水

準
で
有
意
、
１
％
水
準
で
有
意
）。

（
注
５
）セ
ク
シ
ョ
ン
（
区
間
）
に
分
け
て
ト
レ
イ
ル
を
歩

く
人
。
各
区
間
を
気
軽
に
楽
し
む
人
や
、
何
回

か
に
分
け
て
ト
レ
イ
ル
の
全
ル
ー
ト
踏
破
を
目

指
す
人
な
ど
が
い
る
。
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収
集
・
公
開
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

外
部
の
研
究
機
関
や
行
政
担
当
者
等
に

よ
っ
て
積
極
的
に
図
書
館
お
よ
び
収
集
文

献
が
活
用
さ
れ
る
等
、観
光
研
究
の
進
化・

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

●
新
た
な
体
制
の
も
と
、
当
財
団
は
さ
ら

に
社
会
に
認
知
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
、
国
や

地
域
の
課
題
解
決
に
力
を
発
揮
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
企
画
課
長　

中
野
文
彦
）

当
財
団
で
は
、
二
〇
一
二
年
（
平
成

二
十
四
年
）
四
月
に
公
益
財
団
法
人
へ
移

行
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
十
年
後
を
見
据

え
た
長
期
的
な
経
営
計
画「
’22
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
（
詳
細
は
本
誌
２
１
７

号
参
照
）。

新
た
な
体
制
へ
の
移
行
に
つ
い
て
ご
報

告
・
紹
介
し
ま
す
。

●
研
究
調
査
を
担
う
「
観
光
政
策
研
究
部
」

「
観
光
文
化
研
究
部
」
の
二
部
体
制
へ

当
財
団
は
、「
’22
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
掲
げ

て
い
る
『
旅
行
・
観
光
分
野
に
お
け
る
実

践
的
な
学
術
研
究
機
関
』
の
実
現
を
図
る

た
め
、
こ
の
十
月
一
日
よ
り
二
部
に
よ
る

研
究
調
査
体
制
に
移
行
し
ま
し
た
。

「
観
光
政
策
研
究
部
」
で
は
、
国
や
地

域
の
観
光
統
計
や
観
光
の
経
済
効
果
、
さ

ら
に
は
魅
力
的
な
観
光
地
づ
く
り
等
、
短

期
的
・
中
長
期
的
な
課
題
解
決
の
手
法
や

計
画
策
定
等
に
関
す
る
研
究
を
中
心
に

取
り
組
み
ま
す
。

「
観
光
文
化
研
究
部
」
で
は
、
観
光
の

効
用
、
旅
行
者
の
意
識
と
行
動
、
観
光

資
源
の
持
続
的
な
活
用
等
の
研
究
を
通

し
て
、
観
光
に
よ
る
豊
か
な
生
活
や
地
域

社
会
の
振
興
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
二
部
で
は
先
端
的
・
実
践
的
な
観

光
研
究
を
進
め
る
た
め
、
大
学
を
は
じ
め

と
す
る
外
部
の
研
究
機
関
や
地
域
の
方
々

と
積
極
的
に
共
同
す
る
研
究
体
制
づ
く

り
（
各
種
研
究
会
の
設
置
等
）
に
取
り

組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
公
益
法
人
と
し
て
、

セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
各
種
刊
行

物
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
さ
ま
ざ

ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
研
究
成
果
を

広
く
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

●
広
報
機
能
を
担
う

「
観
光
研
究
情
報
室
」
の
新
設

公
益
法
人
と
し
て
『
研
究
成
果
の
積
極

的
な
公
開
』
を
推
進
す
る
た
め
、
当
財
団

の
事
業
活
動
、
と
り
わ
け
研
究
成
果
の
総

括
的
な
広
報
機
能
を
専
任
す
る
「
観
光

研
究
情
報
室
」を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

当
室
で
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
機
関
誌・

刊
行
物
等
を
情
報
公
開
の
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
総
括
的
に
運
営
し
、
当
財
団
研
究
員
や

研
究
会
で
の
活
動
内
容
、
研
究
成
果
の
積

極
的
な
広
報
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

観
光
に
関
す
る
研
究
や
政
策
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
強
化
し
、
研
究
成
果
を
実

践
的
な
活
動
に
結
び
つ
け
て
い
き
ま
す
。

「
旅
の
図
書
館
」
は
、
旅
行
・
観
光
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
収
集
お
よ
び

公
開
の
役
割
を
担
い
ま
す
。
従
来
通
り
旅

行
・
観
光
を
テ
ー
マ
と
す
る
冊
子
等
の
配

架
・
閲
覧
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
観
光

研
究
に
関
す
る
文
献
や
学
術
資
料
等
の

財
団
活
動
の
い
ま
⋮

総
務
部

二
〇
一
三
年
十
月
よ
り

新
た
な
研
究
調
査
体
制
が
ス
タ
ー
ト

公益財団法人日本交通公社の新たな研究調査体制
（2013年〔平成25年〕10月1日以降）

観光政策研究部

観光研究情報室

観光文化研究部

公益財団法人日本交通公社

各種テーマに関する研究調査、外部研究機関・地域等と共同した研究会の設置・運営
（主な研究テーマ）
●温泉まちづくり　●インバウンド政策
●観光と地域経済・波及効果
●観光地づくりの財源　●観光地づくりと住民意識　等

研究活動や研究成果の総括的な広報
●ホームページの編集・運営 ●メールニュースの発信 ●会員等への情報提供
●機関誌『観光文化』の発行 ●観光政策相談窓口 ●大学や地域との連携促進

「旅の図書館」運営 ●観光・旅行に関する学術的・文化的文献を収集・公開
●積極的に利活用され、さまざまな観光研究が創出される図書館づくり

各種メディアを通じた研究成果の積極的な公開
●セミナー・シンポジウム　●刊行物　●研究論文　●ホームページ掲載　等

（主な研究テーマ）
●観光客の意識や行動、満足度
●利用者の視点に立った自然公園の在り方
●観光資源の評価　●観光地における政策指標　等



収
集
す
る
方
法
と
し
て
、
入
園
者
名
簿
を

整
備
し
、
デ
ー
タ
の
管
理
・
入
力
に
係
る

技
術
移
転
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
そ
れ
ら

の
デ
ー
タ
を
基
に
、
国
籍
や
個
人
客
・
団

体
客
に
よ
る
旅
行
形
態
の
違
い
を
把
握

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
最
適
な
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
活
動
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
意
識

し
た
ツ
ア
ー
内
容
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、Facebook

を
通
じ
て
観
光
客

の
ニ
ー
ズ
を
意
識
し
た
情
報
発
信
を
行
う

な
ど
、徐
々
に
成
果
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
旅

行
会
社
向
け
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と

し
て
、
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
（
現
地
視
察
旅

行
）な
ど
の
取
り
組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。

文
化
も
習
慣
も
異
な
る
ア
フ
リ
カ
で
の

業
務
に
は
難
し
い
点
も
あ
り
ま
す
が
、
観

光
客
に
関
す
る
基
礎
的
デ
ー
タ
の
不
備
や

地
域
の
魅
力
を
商
品
化
に
つ
な
げ
る
た
め

の
企
画
力
の
不
足
な
ど
、
日
本
国
内
の
地

域
と
共
通
す
る
課
題
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
も
日
本
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
開
発
途
上
国
の
諸
課
題
の
解
決
に
貢

献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
研
究
員　

石
黒
侑
介
）

当
財
団
で
は
近
年
、
新
た
な
試
み
と
し

て
観
光
分
野
の
国
際
協
力
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
二
〇
一
一
（
平

成
二
十
三
）
年
度
か
ら
北
海
道
大
学
観
光

学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
、
株
式
会
社
パ
デ

コ
と
と
も
に
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力

機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
「
エ
チ
オ
ピ
ア
国

シ
ミ
エ
ン
国
立
公
園
お
よ
び
周
辺
地
域
に

お
け
る
官
民
協
働
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

ツ
ー
リ
ズ
ム
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参

画
し
て
い
ま
す
。

エ
チ
オ
ピ
ア
国
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
東

側
に
位
置
し
、
人
口
は
ア
フ
リ
カ
で
二
番

目
に
多
い
約
七
千
万
人
、
国
土
面
積
は
日

本
の
約
三
倍
に
及
び
ま
す
。
三
千
年
も
の

間
、
独
立
を
維
持
し
て
き
た
ア
フ
リ
カ
最

古
の
独
立
国
で
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
舞
台
で
あ
る
シ
ミ

エ
ン
国
立
公
園
は
、
一
九
七
八
年
（
昭
和

五
十
三
年
）
に
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
が
、
公
園
内
や
周
辺
の
人
口
増

担
当
し
て
い
ま
す
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
に
お
け
る
最
大

の
課
題
は
、
顧
客
と
し
て
の
観
光
客
の
ニ

ー
ズ
を
把
握
す
る
と
い
う
基
本
概
念
が
官

民
双
方
に
お
い
て
極
め
て
希
薄
な
点
で

す
。
従
来
は
、
地
元
住
民
は
も
と
よ
り
公

園
管
理
に
当
た
る
行
政
担
当
者
で
す
ら

観
光
客
の
国
籍
や
来
訪
目
的
、
月
別
の
動

向
な
ど
の
基
本
的
な
情
報
を
ほ
と
ん
ど
把

握
し
て
お
ら
ず
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
則
し
た

商
品
開
発
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
特
性
を
踏
ま

え
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と
い
う
発
想

そ
の
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活

動
の
土
台
と
な
る
観
光
客
の
基
本
情
報
を

加
と
そ
れ
に
伴
う
農
地
の
拡
大
に
よ
り
環

境
破
壊
が
進
み
、
現
在
は
危
機
遺
産
リ
ス

ト
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
を
受
け
、
同
国
政
府
は
、
観
光
産
業
等

の
代
替
産
業
育
成
に
よ
る
農
地
縮
小
や
移

住
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
貧
し

く
、
教
育
の
機
会
が
少
な
い
地
元
住
民
が

観
光
産
業
に
参
入
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

効
果
は
限
定
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
同
国
政
府
は
、
当
該
施
策

の
一
環
と
し
て
同
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
施
を
日
本
政
府
に
要
請
し
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
観
光
客
の
消
費

を
住
民
の
所
得
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
づ
く

り
と
し
て
の
ビ
レ
ッ
ジ
・
ツ
ア
ー
開
発
や

観
光
関
連
組
織
の
機
能
強
化
等
が
行
わ

れ
て
お
り
、
観
光
文
化
研
究
部
は
ツ
ア
ー

に
盛
り
込
む
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

を
、
当
部
は
主
に
行
政
組
織
を
対
象
と
し

た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
の
技
術
移
転
を

入園者名簿の整備によって観光客の実態が定量的に
把握されるようになった

31 財団活動のいま…

観
光
政
策
研
究
部

観
光
分
野
の
国
際
協
力
に
関
す
る
取
り
組
み

～
エ
チ
オ
ピ
ア
国
シ
ミ
エ
ン
国
立
公
園

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
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研
究
で
得
た
経
験
や
知
見
を
ベ
ー
ス
に
、

地
域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
、
国
内

観
光
地
で
の
指
標
適
用
時
の
具
体
的
な

課
題
、
課
題
の
乗
り
越
え
方
等
に
つ
い
て

実
地
で
議
論
と
検
討
を
重
ね
、
実
践
的
な

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。　
　

 （
研
究
員　

清
水　

雄
一
）

「
観
光
立
国
日
本
」
と
い
う
目
標
が
掲

げ
ら
れ
、
全
国
各
地
の
自
治
体
や
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
が
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

観
光
地
が
良
好
な
状
態
を
持
続
す
る

た
め
に
は
、
産
業
振
興
や
誘
客
増
大
だ
け

で
な
く
、
観
光
資
源
の
保
全
や
地
域
住
民

の
日
常
生
活
等
に
つ
い
て
も
配
慮
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
単
に
「
配
慮
」

と
い
う
言
葉
だ
け
で
は
、
具
体
的
に
誰
が

何
を
ど
の
よ
う
な
状
態
に
維
持
し
た
ら
よ

い
の
か
と
い
う
議
論
が
で
き
ま
せ
ん
。

当
財
団
で
は
、
そ
う
し
た
議
論
を
具

体
化
す
る
た
め
の
支
援
の
一
つ
と
し
て
、

「
持
続
的
な
観
光
地
の
管
理
・
運
営
に
向

け
た
指
標
開
発
」
に
関
す
る
自
主
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
持
続
可
能
な
観
光
の
た
め
の
指
標
」

と
は
、
人
間
に
例
え
れ
ば
、「
健
康
診
断

の
検
査
項
目
」
と
言
え
ま
す
。
私
た
ち
が

受
診
す
る
健
康
診
断
で
は
、
あ
ら
か
じ
め

検
査
項
目
が
決
ま
っ
て
お
り
、
項
目
ご
と

に
正
常
範
囲
も
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
定
期
検
診
で
数
値
に
異
常
が
あ

れ
ば
対
処
で
き
る
わ
け
で
す
。
観
光
地
に

お
い
て
も
、状
態
を
診
断
す
る
た
め
の「
検

査
項
目
」
を
設
定
し
、
定
期
的
に
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
観

光
地
の
維
持
の
た
め
に
適
切
な
意
思
決
定

が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
海
外
で
は

九
〇
年
代
半
ば
こ
ろ
よ
り
観
光
地
の
管

理
・
運
営
に
お
け
る
指
標
活
用
が
注
目
さ

れ
、
近
年
は
複
数
の
観
光
地
で
実
践
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
地
域
で
は
、

観
光
の
「
経
済
的
側
面
」
に
加
え
、「
社
会・

文
化
」「
環
境
」「
地
域
管
理
・
運
営
」
の

各
側
面
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
見
る
こ
と
で
、

地
域
の
状
態
を
把
握
し
、
観
光
政
策
の
意

思
決
定
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
科
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
客
観
評
価
の
重
要
性
は

今
後
さ
ら
に
高
ま
る
と
考
え
ま
す
。

昨
年
度
、
筆
者
ら
は
指
標
に
関
す
る

国
際
的
な
潮
流
を
概
観
し
、『
観
光
文
化

（
２
１
６
号
）』
を
通
じ
て
そ
の
成
果
を
発

表
す
る
と
と
も
に
、
国
内
外
の
研
究
者
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
努
め
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
国
内
で
の
実
践
に
向
け
た

有
効
な
知
見
を
得
る
た
め
、
国
内
外
の
研

究
者
と
と
も
に
、
持
続
可
能
性
指
標
の
適

用
に
お
け
る
国
内
固
有
の
課
題
の
整
理
お

よ
び
解
決
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

八
月
三
十
日
に
は
、
英
国
サ
リ
ー
大
学

の
グ
ラ
ハ
ム
・
ミ
ラ
ー
教
授
、
名
古
屋
商

科
大
学
の
二
神
真
美
教
授
を
当
財
団
に

迎
え
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
場
で
は
、
世
界
各
地
の
取
り
組
み
事
例

に
つ
い
て
情
報
交
換
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
二
月
の
欧
州
委
員
会
で
ミ
ラ
ー
教
授

が
座
長
と
し
て
進
め
た
「
欧
州
で
の
持
続

可
能
な
観
光
の
た
め
の
指
標
開
発
」
に
関

す
る
会
議
で
の
議
論
の
様
子
や
、
推
進
組

織
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
あ
り
方
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ー
ト
時
の
進
め
方
等

に
つ
い
て
有
益
な
示
唆
を
得
ま
し
た
。

わ
が
国
で
の
持
続
的
な
観
光
地
の
管

理
・
運
営
に
向
け
た
指
標
の
開
発
は
、
ま

だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
す
。
今
後
は
、

観
光
文
化
研
究
部

指
標
を
活
用
し
た

持
続
的
な
観
光
地
の
管
理
・
運
営
に
向
け
て

～
二
〇
一
三
年
度
自
主
研
究

「
観
光
指
標
と
認
証
制
度
に
関
す
る
実
践
的
研
究
」の
紹
介

意見交換の様子

サリー大学・ミラー教授（左）と
当財団・志賀会長（右）

財団活動のいま…
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Ｊ
Ｒ
新
十
津
川
駅
に
降
り
る
と
、
ト
ン
ト
コ
、
ト
ン
ト
コ
と
太
鼓
の
音
が
す
る
。

無
人
駅
の
駅
舎
と
線
路
の
あ
い
だ
の
花
壇
の
前
で
、
赤
い
ハ
ッ
ピ
を
は
お
っ
た
若
い

女
性
が
四
人
、
そ
れ
に
小
さ
な
女
の
子
二
人
と
男
の
子
二
人
が
手
拍
子
た
た
い
て
踊

っ
て
い
た
。
札
幌
発
・
新
十
津
川
終
着
は
午
前
に
二
便
、
午
後
と
夕
方
各
一
便
で
計

四
便
。
午
前
の
二
便
に
は
近
く
の
保
育
園
の
幼
児
た
ち
の
踊
り
が
迎
え
て
く
れ
る
。

そ
の
う
え
手
づ
く
り
の
絵
葉
書
を
い
た
だ
い
た
。

「
終
着
駅
の
あ
る
新
十
津
川
へ
／
ま
た
い
つ
か
笑
顔
で
会
え
る
／
そ
の
日
ま
で

…
…
」

一
輌
き
り
の
電
車
と
朝
顔
の
絵
が
そ
え
て
あ
る
。

ス
レ
ー
ト
葺
き
の
小
さ
な
駅
舎
の
前
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
広
場
で
、
ま
っ
赤
な
花

が
と
り
巻
い
て
い
る
。
緑
の
繁
み
が
美
し
い
背
景
を
つ
く
っ
て
い
て
、
ま
さ
に
一
幅

の
絵
の
よ
う
だ
。
し
げ
し
げ
な
が
め
て
い
る
と
、
歓
迎
踊
り
の
女
の
子
が
保
母
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
走
っ
て
き
た
。
た
ど
た
ど
し
い
舌
を
保
母
さ
ん
に
通
訳
し
て
も
ら
う

と
、「
お
じ
さ
ん
は　

ど
こ
か
ら　

こ
ら
れ
た
の
で
す
か
？
」。「
東
京
」
と
答
え
る
と
、

女
の
子
は
こ
ろ
げ
る
よ
う
に
走
り
出
し
た
。
地
名
を
書
い
た
カ
ー
ド
が
用
意
さ
れ
て

い
て
、
お
目
あ
て
を
見
つ
け
て
く
る
の
で
、
し
ば
ら
く
待
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
た
の

ま
れ
た
。
お
や
す
い
御
用
で
あ
っ
て
、
保
母
さ
ん
と
立
ち
話
を
し
て
い
た
ら
、
ま
た

も
や
、
こ
ろ
げ
る
よ
う
に
走
っ
て
き
た
。
手
に
握
っ
た
紙
の
札
に
「
と
う
き
ょ
う
」

と
あ
る
。「
ア
タ
リ
！
」
と
い
う
と
、
と
び
は
ね
な
が
ら
も
ど
っ
て
い
く
。
な
に
や
ら

ト
ッ
ク
の
ほ
と
り 

─
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お
伽
の
劇
に
立
ち
会
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

広
い
道
路
が
直
角
に
の
び
て
い
て
、
一
方
に
病
院
、
も
う
一
方
は
役
場
の
標
示
が

つ
い
て
い
る
。
さ
し
あ
た
り
役
場
に
向
か
っ
た
。
古
風
な
赤
レ
ン
ガ
の
倉
庫
に
「
ピ

ン
ネ
農
業
協
同
組
合
」
と
あ
っ
て
、
下
に
消
し
跡
が
あ
る
の
は
、
近
年
に
改
称
さ
れ

た
も
の
か
。
裏
手
の
大
き
な
新
し
い
倉
庫
は「
ピ
ン
ネ
農
協
玉
ね
ぎ
集
出
荷
貯
蔵
庫
」。

さ
ら
に
「
昭
和
五
〇
年
度
稲
作
転
換
促
進
特
別
事
業
」
と
あ
っ
て
、
コ
メ
か
ら
玉
ね

ぎ
に
転
換
す
る
際
の
特
別
交
付
金
で
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。
べ
つ
の
建
物
に
は
入
口

に
「
平
成
10
年
度
／
農
業
生
産
体
制
強
化
総
合
推
進
対
策
事
業
」、
ま
た
「
ピ
ン
ネ

農
協 

土
壌
診
断
施
設
」、
加
え
て
「
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
農
業
合
意
関
連
対
策
」

が
四
角
で
囲
っ
て
あ
る
。
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
は
目
下
、
農
業
関
係
者
に
は
大

問
題
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
前
身
に
あ
た
り
、
日
本
の
農
業
、
と
り
わ
け
コ
メ
が
国
際
化
の
荒

波
に
さ
ら
さ
れ
た
最
初
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
稲
作
か
ら
の
転
換
に
は
土
質
を
変
え
な

く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
土
壌
診
断
部
門
が
つ
く
ら
れ
た
。
世
事
に
う
と
い
人
間

が
、
の
ん
び
り
と
北
の
町
を
歩
く
つ
も
り
が
、
い
や
応
な
く
世
界
の
動
向
に
か
か
わ

っ
て
く
る
。

役
場
の
前
の
小
さ
な
繁
み
に
立
派
な
石
が
据
え
て
あ
っ
て
、「
望
郷
の
碑
」
と
刻

ま
れ
て
い
た
。
い
っ
さ
い
の
文
言
を
省
い
て
、
た
だ
「
望
郷
」
と
だ
け
あ
る
の
が
、

な
お
の
こ
と
思
い
の
深
さ
を
忍
ば
せ
る
。
新
十
津
川
町
は
名
前
の
示
す
と
お
り
、
明

治
の
半
ば
ご
ろ
奈
良
県
十
津
川
村
の
人
々
が
当
地
に
う
つ
っ
て
村
づ
く
り
に
か
か
っ
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た
と
こ
ろ
な
の
だ
。

役
場
の
北
ど
な
り
が
改
善
セ
ン
タ
ー
と
物
産
館
、
東
ど
な
り
が
警
察
、
そ
の
向
か

い
が
農
業
高
校
。
行
政
の
中
心
に
あ
た
る
の
だ
ろ
う
。
警
察
を
通
り
こ
し
て
し
ば
ら

く
行
く
と
、
木
立
ち
ご
し
に
チ
ラ
リ
と
開
拓
記
念
館
の
赤
レ
ン
ガ
が
の
ぞ
い
た
。
と

な
り
合
っ
て
、
や
や
小
振
り
の
レ
ン
ガ
造
り
が
あ
る
。

十
津
川
村
は
奈
良
県
の
最
南
部
に
あ
っ
て
、
吉
野
熊
野
山
地
の
一
角
に
あ
た
る
。

山
は
高
く
谷
は
嶮
し
い
。
十
津
川
本
流
が
激
し
く
屈
折
を
く
り
返
し
な
が
ら
下
っ
て

い
く
。
集
落
は
Ｖ
字
谷
の
斜
面
に
あ
っ
て
、人
ひ
と
り
が
や
っ
と
の
道
が
通
じ
て
い
た
。

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
八
月
、
当
地
を
古
今
未
曽
有
の
豪
雨
が
襲
っ
た
。

当
時
、
十
津
川
郷
は
六
村
か
ら
成
り
、
戸
数
二
千
四
百
あ
ま
り
、
人
口
一
万
二
千
余
。

豪
雨
は
暴
風
を
と
も
な
い
、
雷
さ
え
ま
じ
え
た
。
山
谷
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
地
す
べ

り
を
起
こ
し
、
渓
流
を
せ
き
と
め
、
湖
水
を
つ
く
っ
た
。
そ
の
せ
き
が
崩
れ
、
濁
流

が
ド
ッ
と
下
流
域
を
襲
っ
た
。
死
者
一
六
八
人
、
家
屋
の
全
壊
・
流
失
は
お
び
た
だ

し
く
、
耕
作
地
の
多
く
が
失
わ
れ
た
。

単
な
る
水
害
で
は
な
く
、
生
活
圏
で
あ
る
谷
壁
が
崩
壊
し
て
お
り
、
再
建
は
お

ぼ
つ
か
な
い
。
ハ
ワ
イ
移
住
、
奈
良
・
大
台
ヶ
原
、
福
島
・
阿
武
隈
川
上
流
域
開
拓

な
ど
が
討
議
さ
れ
、
最
終
的
に
北
海
道
移
住
が
決
ま
っ
た
。
応
じ
た
家
族
は
六
百

戸
、
二
四
八
九
名
。
十
月
半
ば
、
第
一
回
移
民
団
が
出
発
。
大
阪
・
八
軒
屋
に
集
ま

り
、
列
車
で
神
戸
、
船
で
小
樽
。
北
海
道
庁
は
受
け
入
れ
に
あ
た
り
「
石
狩
国
樺
戸

郡
ト
ッ
ク
」
入
植
を
決
め
て
お
り
、
と
り
あ
え
ず
石
狩
川
流
域
に
建
設
中
の
屯と

ん
で
ん田

兵

屋
に
仮
入
居
さ
せ
た
―
―­

。

資
料
と
パ
ネ
ル
か
ら
も
、
入
植
直
後
の
過
酷
な
生
活
が
う
か
が
わ
れ
る
。
北
海
道

は
す
で
に
冬
で
あ
っ
て
、
寒
さ
が
厳
し
い
。
戸
数
が
足
り
ず
、
一
つ
の
仮
兵
屋
に
四

戸
が
同
居
し
た
。
入
浴
す
る
に
も
風
呂
が
な
い
。
そ
の
こ
ろ
世
界
的
に
ス
ペ
イ
ン
風

邪
が
流
行
し
て
い
て
、
か
な
り
の
死
者
が
出
た
。「
道
庁
に
だ
ま
さ
れ
た
」
と
不
満

を
訴
え
、
帰
郷
を
言
い
出
す
人
も
い
た
。

資
料
の
一
つ
に
「
移
民
誓
約
書
」
が
あ
っ
た
。
十
津
川
郷
士
の
誇
り
を
も
っ
て
千

辛
万
苦
に
耐
え
、
励
ま
し
合
い
、
助
け
合
っ
て
開
拓
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
連
署
し
た
。

新
十
津
川
村
を
誕
生
さ
せ
た
の
は
、
何
よ
り
も
強
烈
な
郷
士
精
神
だ
っ
た
。

割
り
あ
て
ら
れ
て
い
た
土
地
は
、
石
狩
川
に
支
流
ト
ッ
ク
川
が
合
流
す
る
原
野
で
、

湿
地
帯
が
か
な
り
あ
っ
た
。
抽
選
に
よ
り
入
植
地
を
決
定
。
ひ
ど
い
土
地
を
引
き
あ

て
た
場
合
、
代
替
地
の
申
請
が
で
き
た
。

開拓時代の生活具と十津川郷士の旗（上・右はし）
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は
開
村
二
十
五
周
年
に
あ
た
る
が
、
戸
数
二
四
二
二
、
人
口
一
万
四
七
〇
九
人
、
田

畑
八
七
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
村
は
全
域
に
わ
た
り
、
ほ
ぼ
開
拓
し

つ
く
さ
れ
て
い
た
。
ト
ッ
ク
川
に
は
「
徳
富
」
の
字
が
あ
て
て
あ
る
が
、
四
分
の
一

世
紀
の
労
苦
に
あ
っ
て
、
誇
ら
か
に
徳
と
富
の
二
字
を
掲
げ
る
資
格
が
あ
っ
た
。

空
中
写
真
に
見
る
と
お
り
、
全
地
域
が
整
然
と
し
た
碁
盤
目
に
区
切
ら
れ
て
い
る
。

大
和
、
中
央
、
里
見
、
弥
生
…
…
。
字あ

ざ

名
に
も
、
こ
め
ら
れ
た
思
い
が
あ
っ
て
の
こ

と
だ
ろ
う
。
石
狩
川
を
へ
だ
て
た
滝
川
市
は
、
旧
十
津
川
村
の
字
滝
川
に
ち
な
ん
で

つ
け
ら
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
故
里
を
平
地
に
拡
大
し
て
ひ
ろ
げ
た
ぐ
あ
い
だ
。

と
な
り
の
赤
レ
ン
ガ
に
「
新
十
津
川
町
農
業
記
念
館
」
の
看
板
が
下
が
っ
て
い
る
。

鍵
の
か
か
っ
た
ド
ア
の
ガ
ラ
ス
ご
し
に
の
ぞ
き
こ
ん
で
ギ
ョ
ッ

と
し
た
。
隅
に
黒
板
と
金
庫
、
机
が
並
び
、
背
広
・
ネ
ク
タ

イ
の
人
が
黙
々
と
執
務
中
。
た
だ
微
動
だ
に
し
な
い
の
が
異

様
で
あ
る
。

す
ぐ
に
蠟
人
形
だ
と
わ
か
っ
た
が
、
あ
ま
り
に
精
巧
に
つ

く
ら
れ
て
い
て
恐
い
く
ら
い
だ
。
白
い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
黒
い

袖
カ
バ
ー
の
人
は
会
計
掛
の
よ
う
で
ソ
ロ
バ
ン
を
握
っ
て
い
る
。

奥
の
窓
ぎ
わ
、
鼻
ひ
げ
の
人
が
ト
ッ
プ
の
よ
う
だ
。
ど
う
し

て
わ
ざ
わ
ざ
十
体
ち
か
く
も
蠟
人
形
を
つ
く
り
、
執
務
室
を

再
現
し
た
の
だ
ろ
う
？ 

隣
室
が
展
示
室
の
よ
う
だ
が
、
す
で

に
長
ら
く
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
人
形
事
務
官
の
上
着

に
う
っ
す
ら
と
ほ
こ
り
が
つ
も
っ
て
い
る
。
新
十
津
川
町
は

「
ふ
る
さ
と
公
園
」
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
農
業
記
念
館
は
も

は
や
表
舞
台
か
ら
退
い
た
の
だ
ろ
う
。

車
で
十
分
あ
ま
り
の
郊
外
に
新
し
い
「
ふ
る
さ
と
」
が
誕

生
し
た
。
ピ
ン
ネ
シ
リ
の
山
並
み
の
は
じ
ま
る
裾
野
に
、
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
し
ん
と
つ
か
わ
、
サ
ン
ヒ
ル
ズ
・
サ
ラ
イ
、
ケ
ビ

ン
村
Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
徳
富
、
青
少
年
交
流
キ
ャ
ン
プ
村
、
室
内

翌
年
六
月
を
待
っ
て
開
墾
に
着
手
。
木
を
切
り
倒
す
の
は
、
山
村
十
津
川
で
鍛
え

て
い
た
の
で
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
耕
作
、
植
え
つ
け
に
苦
労
し
た
。
初
年
度
の
収

穫
は
ソ
バ
と
大
根
だ
け
。
そ
れ
が
い
ま
や
道
内
屈
指
の
コ
メ
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
る
。

気
が
つ
く
と
二
時
間
あ
ま
り
展
示
物
に
見
入
っ
て
い
た
。

畑
作
か
ら
稲
作
へ
の
転
換
に
「
夜
盗
虫
」
が
は
た
ら
い
た
と
は
、
多
少
と
も
皮
肉

で
あ
る
。
道
庁
は
水
稲
は
無
理
と
し
て
い
た
が
、
ひ
そ
か
に
つ
く
る
人
が
い
た
。
明

治
三
十
年
（
一
八
九
七
）、
夜
盗
虫
が
大
発
生
し
て
、
村
の
主
要
作
物
だ
っ
た
亜
麻

が
全
滅
。
わ
ず
か
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
水
稲
は
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
き

っ
か
け
に
な
っ
て
、
本
格
的
な
コ
メ
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）

第二の故里づくり・ふるさと公園
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新
と
旧
・
新
を
問
わ
ず
、
町
は
あ
く
ま
で
も
町
民
本
位
に
つ
く
ら
れ
て
い
て
、
よ
そ

者
を
想
定
し
て
い
な
い
の
だ
。

「
ヴ
ル
ス
ト
…
…
よ
し
だ
…
…
」

小
さ
な
看
板
が
目
に
と
ま
っ
た
。ヴ
ル
ス
ト
は
ド
イ
ツ
語
で「
腸
詰
」の
意
味
。ハ
ム
、

ソ
ー
セ
ー
ジ
を
い
う
の
に
使
わ
れ
る
。
ド
イ
ツ
語
な
ど
ま
る
き
り
予
測
し
て
い
ず
、

頭
が
受
け
つ
け
な
い
感
じ
で
、
納
得
す
る
の
に
ひ
ま
が
か
か
っ
た
。
よ
く
見
る
と
看

板
に
「
手
作
り
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
」
と
そ
え
ら
れ
て
い
る
。
役
場
の
裏
手
、
道
道

２
７
５
号
沿
い
の
小
さ
な
お
店
で
あ
る
。
ガ
ラ
ス
戸
を
押
し
て
入
る
と
、
わ
が
愛
す

る
ロ
ー
ス
ハ
ム
、
ロ
ー
ス
ト
ポ
ー
ク
、
ビ
ア
シ
ン
ケ
ン（
ハ
ム
の
一
種
）、「
狩
人
の
ソ

ー
セ
ー
ジ
」
こ
と
ヤ
ー
ク
ト
ヴ
ル
ス
ト
、
チ
ー
ズ
ヴ
ル
ス
ト
、
赤
チ
ョ
リ
ソ
ー
、
お

な
じ
み
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
タ
ー
に
ミ
ュ
ン
ヒ
ナ
ー
ヴ
ル
ス
ト
。
商
品
に
札
が
つ
い
て
い

て
「
ド
イ
ツ
風
焼
く
ソ
ー
セ
ー
ジ
」
も
あ
る
で
は
な
い
か
。
北
の
コ
メ
ど
こ
ろ
に
ド

イ
ツ
の
お
店
が
ひ
そ
ん
で
い
た
。

先
客
は
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
の
注
文
で
、
店
の
人
と
詰
め
合
わ
せ
を
相
談
し
て
い
る
。

売
り
場
の
と
な
り
は
板
場
に
な
っ
て
い
て
、
子
供
の
お
も
ち
ゃ
が
あ
る
の
は
、
家
族

用
兼
子
づ
れ
の
客
の
た
め
の
よ
う
だ
。
奥
で
チ
ラ
リ
と
白
い
上
衣
に
コ
ッ
ク
帽
の
人

が
の
ぞ
い
た
。
戸
口
の
わ
き
の
棚
に
写
真
が
飾
っ
て
あ
っ
て
、
頑
固
そ
う
な
ひ
げ
づ

ら
と
、
若
い
、
あ
ど
け
な
い
顔
が
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
で
写
っ
て
い
る
。
元
あ
ど
け
な
い

人
が
店
主
で
、
夫
婦
で
十
年
ば
か
り
前
に
製
造
・
販
売
を
は
じ
め
た
。
つ
づ
い
て
ま

た
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
の
客
が
や
っ
て
き
た
。
真
空
パ
ッ
ク
技
術
の
お
か
げ
で
、
季
節
を

問
わ
ず
お
い
し
い
ド
イ
ツ
も
の
を
贈
物
に
で
き
る
。

「
百
グ
ラ
ム
で
も
い
い
で
す
か
？
」

「
も
ち
ろ
ん
で
す
」

店
主
夫
人
兼
売
り
子
兼
発
送
係
は
、
ま
だ
若
々
し
い
女
性
。
炊
き
た
て
の
ご
は

ん
と
同
じ
で
、
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
つ
く
り
た
て
が
一
番
旨
い
の
だ
。
ド
イ
ツ
で

は
人
は
毎
日
、
一
日
用
を
買
い
に
い
く
。
つ
い
で
に
チ
ー
ズ
ヴ
ル
ス
ト
を
百
グ
ラ
ム
。

声
が
聞
こ
え
た
の
か
、
コ
ッ
ク
帽
が
こ
ち
ら
を
の
ぞ
い
た
。
問
題
は
パ
ン
で
あ
っ
て
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
文
化
伝
習
館
、
温
水
プ
ー
ル
…
…
、
ア
リ
ー
ナ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ー
ス
を
そ
な
え
た
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、サ
ッ
カ
ー
場
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、ス
タ
ジ
ア
ム
、

道
内
最
大
の
登
り
窯
を
も
つ
陶
房
も
あ
る
。
健
康
増
進
、
疲
労
回
復
、
美
容
、
ス
ポ

ー
ツ
、
合
宿
、
交
流
、
教
養
、
歴
史
。
広
大
な
敷
地
と
施
設
は
、
そ
れ
自
体
が
新
・

新
十
津
川
町
と
い
う
も
の
だ
。
か
つ
て
屯
田
兵
屋
で
、
寒
気
と
将
来
の
不
安
に
ふ
る

え
て
い
た
第
一
世
代
に
は
、
ま
さ
に
夢
を
見
て
い
る
こ
こ
ち
で
、
頬
ぺ
た
を
つ
ね
り

た
く
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

あ
ら
た
め
て
勉
強
し
た
が
、
当
地
高
品
質
米
は
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」「
な
な
つ
ぼ
し
」

と
い
う
。
主
役
の
か
た
わ
ら
に
メ
ロ
ン
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
シ
イ
タ
ケ
、
タ
マ
ネ
ギ
が

並
ん
で
い
た
の
は
、
し
ず
か
に
稲
作
転
換
が
す
す
ん
で
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
開
村
十

数
年
で
酒
づ
く
り
を
始
め
た
人
が
い
て
、
い
ま
や
道
内
ト
ッ
プ
の
酒
米
と
石
狩
川
の

伏
流
水
で
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
蔵
元
に
成
長
し
た
。「
瑞
鳳
」「
白
鳳
」
な
ど
奈
良

朝
を
連
想
さ
せ
る
銘
柄
の
つ
け
方
に
、
開
拓
魂
が
し
の
ば
れ
る
。

新
・
新
十
津
川
は
、
あ
く
ま
で
町
の
人
の
た
め
の
ふ
る
さ
と
で
、
よ
そ
者
は
よ
そ

の
座
敷
に
入
り
こ
ん
だ
よ
う
で
落
ち
着
か
な
い
。
旧
・
新
十
津
川
に
も
ど
っ
て
思
案

し
た
。
お
昼
す
ぎ
の
新
十
津
川
発
を
見
送
る
な
ら
、
夜
の
七
時
台
ま
で
帰
り
の
便

が
な
い
。
旧
国
鉄
札
沼
線
は
札
幌
と
留
萌
本
線
・
石
狩
沼
田
間
を
結
ぶ
路
線
と
し

て
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
開
通
。
新
十
津
川
駅
は
中
間
駅
だ
っ
た
が
、
昭
和

四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
新
十
津
川
～
石
狩
沼
田
間
が
廃
止
さ
れ
、
新
十
津
川
駅

は
終
着
駅
に
な
っ
た
。
時
刻
表
に
札
沼
線
（
学
園
都
市
線
）
と
あ
る
の
は
、
名
ば
か

り
の
名
称
に
対
し
て
、
沿
線
に
大
学
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
生
ま
れ
た
事
情
が
と
っ
て
か
わ

っ
た
。
た
だ
し
、
学
園
が
及
ぶ
の
も
途
中
の
浦
臼
ま
で
で
、
そ
の
先
か
ら
終
着
ま
で

は
プ
ツ
リ
と
と
だ
え
る
。

Ｊ
Ｒ
か
ら
す
れ
ば
、
す
ぐ
川
向
こ
う
の
滝
川
駅
は
函
館
本
線
の
主
要
駅
で
あ
り
、

ひ
と
っ
走
り
し
て
そ
ち
ら
を
利
用
願
い
た
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
開
村
の
コ
ー

ス
を
た
ど
っ
て
や
っ
て
き
た
か
ら
に
は
、
同
じ
経
路
で
も
ど
り
た
い
。
そ
れ
に
タ
ク

シ
ー
も
見
あ
た
ら
な
い
の
だ
。
夜
の
便
ま
で
待
つ
の
は
、か
な
り
の
勇
気
が
い
る
。
新・
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お
い
し
い
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
に
は
、
や
は
り
焼
き
た
て
の
パ
ン
が
願
わ
し
い
。
店

主
夫
人
兼
売
り
子
が
ち
ょ
っ
ぴ
り
セ
ツ
な
そ
う
に
首
を
振
っ
た
。
何
で
も
あ
り
の
ト

ウ
キ
ョ
ウ
で
は
な
く
、
石
狩
川
の
ほ
と
り
の
元
開
拓
町
な
の
だ
。
コ
ン
ビ
ニ
の
棚
で

食
パ
ン
を
買
っ
て
駅
に
向
か
っ
た
。

誰
も
い
な
い
、
ま
っ
赤
な
花
の
列
と
緑
の
繁
み
。
白
っ
ぽ
い
木
箱
の
よ
う
な
無
人

駅
。
近
く
の
病
院
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
よ
う
な
声
が
し
て
、
そ
れ
が
と
だ
え
る
と
、
辺

り
は
た
だ
し
ん
と
し
て
い
る
。

花
壇
の
は
し
に
腰
か
け
、
食
パ
ン
に
ハ
ム
を
は
さ
ん
で
頬
ば
っ
た
。
甘
み
の
つ
い

た
パ
ン
で
、
そ
の
ぶ
ん
ハ
ム
の
味
わ
い
が
損
わ
れ
る
が
、
か
ま
わ
ず
パ
ク
パ
ク
い
た

だ
い
た
。
東
京
の
わ
が
家
の
近
く
に
、
ド
イ
ツ
で
修
業
し
て
き
た
ヴ
ル
ス
ト
親
父
が

い
て
、
長
ら
く
な
じ
み
に
し
て
き
た
が
、
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
、
い
い
味
わ
い
で
あ
る
。

親
父
に
食
べ
さ
せ
た
ら
、
こ
こ
ま
で
や
る
と
は
エ
ラ
イ
と
い
っ
て
、
大
よ
ろ
こ
び
す

る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、
ま
た
た
く
ま
に
た
い
ら
げ
た
。

腹
が
ふ
く
れ
る
と
、
も
の
う
く
な
る
。
こ
れ
か
ら
七
時
間
ち
か
く
「
町
民
の
町
」

で
過
ご
す
の
は
大
変
だ
。
早
朝
に
札
幌
を
発
ち
、
終
着
で
降
り
、
町
に
い
た
の
は

た
か
だ
か
三
時
間
あ
ま
り
な
の
に
、
長
い
一
日
を
過
ご
し
た
気
分
で
あ
る
。
朝
の
出

迎
え
の
太
鼓
と
幼
児
の
踊
り
が
夢
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
。
駅
舎
の
う
し
ろ
に
の

ぞ
い
て
い
る
の
は
、午
前
の
二
便
目
と
し
て
来
て
、午
後
一
便
で
も
ど
る
一
輌
だ
ろ
う
。

「
と
う
き
ょ
う
」
の
札
を
握
っ
て
駆
け
て
き
た
女
の
子
は
、
お
ひ
る
を
食
べ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。

花
壇
の
柵
に
寄
っ
か
か
っ
て
い
る
と
、
眠
く
な
っ
て
き
た
。
ト
ッ
ク
原
野
は
、
ア

イ
ヌ
語
で
「
ト
ッ
ク
プ
ト
」
と
い
っ
て
、
ト
ッ
ク
は
凸
起
の
意
味
、
プ
ト
は
川
の
入

口
の
こ
と
。
い
つ
も
感
心
す
る
の
だ
が
、
ア
イ
ヌ
語
は
地
形
の
特
徴
を
簡
明
か
つ
正

確
に
と
ら
え
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
の
運
転
手
が
頭
の
帽
子
に
手
を
そ
え
て
や
っ
て
き
た
。
酔
狂
な
ひ
と
り
客
に

挨
拶
が
送
ら
れ
て
い
る
ぐ
あ
い
で
あ
る
。
思
い
き
り
よ
く
腰
を
あ
げ
た
。

（
い
け
う
ち　

お
さ
む
）

JR札沼線・新十津川駅と駅前広場



　レ
ブ
カ
の
世
界
遺
産
登
録
に
日
本
人
が
尽
力

　
こ
の
夏
、
日
本
の
観
光
地
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
で
何
と
い
っ
て
も
話
題
を
集
め
た

の
は
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
士
山
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
六
月
の

ユ
ネ
ス
コ
委
員
会
で
の
決
定
の
興
奮
も
冷
め
や
ら
ぬ
ま
ま
迎
え
た
七
月
一
日
の
山
開

き
。
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
、
例
年
を
上
回
る
数
の
登
山
者
が
押
し
寄
せ
、
夜
明
け
前
、

ご
来
光
を
目
指
し
て
渋
滞
す
る
登
山
者
の
ラ
イ
ト
で
山
頂
付
近
に
光
の
帯
が
出
現
す

る
様
子
が
し
ば
し
ば
報
じ
ら
れ
た
。

富
士
山
は
、
長
年
、
自
然
遺
産
と
し
て
の
登
録
を
目
指
し
て
き
た
が
、
ご
み
問
題

な
ど
の
指
摘
が
あ
り
、か
な
わ
な
か
っ
た
過
去
が
あ
る
。
今
回
は
、文
化
遺
産
と
し
て
、

単
な
る
「
富
士
山
」
で
は
な
く
、「
富
士
山
―
信
仰
の
対
象
と
芸
術
の
源
泉
」
と
し
て
、

念
願
の
登
録
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

当
初
、
対
象
か
ら
外
す
よ
う
に
と
勧
告
さ
れ
た
「
三
保
の
松
原
」
も
含
め
て
の
登

録
決
定
に
、
地
元
の
み
な
ら
ず
、
日
本
中
が
沸
い
た
。

だ
が
、
お
祭
り
ム
ー
ド
先
行
の
報
道
に
「
こ
の
た
び
の
世
界
遺
産
登
録
は
あ
く
ま

で
も
﹃
条
件
付
き
﹄
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
七
月
十
二
日
付
の

産
経
新
聞
「
直
球
＆
曲
球
」
で
苦
言
を
呈
し
た
の
は
登
山
家
の
野
口
健
氏
だ
っ
た
。

通
常
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
六
年
後
に
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
そ
の
後
の

管
理
状
態
や
実
情
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
が
、
富
士
山
に
関
し
て
は
異
例
の
半
分
、

つ
ま
り
三
年
後
だ
と
い
う
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
前
に
入
山
規
制
や
入
山
料
制
度
な
ど
の
受
け
入
れ
体

制
を
明
確
に
作
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
彼
は
指
摘
す
る
。
実
際
、
入
山
料
は
、
今
年
、

試
験
的
に
導
入
さ
れ
た
ば
か
り
だ
し
、
い
わ
ゆ
る
弾
丸
登
山
や
十
分
な
準
備
も
な
い

ま
ま
登
山
す
る
無
謀
な
観
光
客
な
ど
の
問
題
は
、
安
全
面
を
危
惧
す
る
以
前
に
、
日

本
の
最
高
峰
で
あ
り
信
仰
の
対
象
で
あ
る
霊
峰
富
士
の
本
来
あ
る
姿
か
ら
は
、
程
遠

い
状
況
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
野
口
氏
は
「
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
で
浮
か
れ
て
い

る
場
合
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
ユ
ネ
ス
コ
に
試
さ
れ
て
い
る
と
受
け
取
っ
た
ほ
う

が
い
い
。
仮
に
何
ら
対
策
を
取
ら
な
い
ま
ま
三
年
が
経
過
す
れ
ば
、
次
の
ビ
ッ
グ
ニ

ュ
ー
ス
は﹃
世
界
危
機
遺
産
入
り
﹄ま
た
は﹃
世
界
遺
産
取
り
消
し
﹄と
な
る
だ
ろ
う
」

と
警
告
す
る
。

一
方
、
富
士
山
の
報
道
の
陰
で
、
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
注
目
さ
れ
な
か
っ
た

も
う
ひ
と
つ
の
文
化
遺
産
の
登
録
に
、
私
は
感
慨
を
覚
え
て
い
た
。
南
太
平
洋
の
島

国
フ
ィ
ジ
ー
で
初
め
て
の
世
界
遺
産
「
レ
ブ
カ
の
歴
史
的
港
湾
都
市
」
で
あ
る
。

南
半
球
の
島
国
の
、
お
そ
ら
く
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
の
知
ら
な
い
世
界
遺
産
。
だ

が
、
そ
の
登
録
が
実
現
し
た
陰
に
は
、
レ
ブ
カ
に
住
む
あ
る
日
本
人
の
尽
力
が
あ
っ

た
。
五
年
前
、
レ
ブ
カ
を
訪
れ
た
時
に
出
会
っ
た
そ
の
人
、
マ
サ
オ
吉
田
さ
ん
の
控

え
め
な
笑
顔
が
思
い
出
さ
れ
る
。

フ
ィ
ジ
ー
が
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
に
な
っ
た
一
八
七
四
年
、
最
初
の
首
都
が
置
か

２
０
１
３
年
の
新
登
録
世
界
遺
産

旅
行
作
家　
　
　
　

山
口
　
由
美

連載Ⅱ
ホスピタリティーの

手触り76

38



れ
た
の
が
オ
バ
ラ
ウ
島
の
レ
ブ
カ
で
あ
る
。
だ
が
、
天
然
の
良
港
で
あ
り
な
が
ら
背

後
に
険
し
い
山
が
迫
る
レ
ブ
カ
は
、
都
市
と
し
て
発
展
す
る
余
地
が
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
わ
ず
か
七
年
で
、
首
都
は
現
在
の
ス
バ
に
移
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
南
太

平
洋
の
小
さ
な
島
に
は
、
一
九
世
紀
が
封
印
さ
れ
た
よ
う
に
、
古
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風

の
町
並
み
が
残
っ
た
の
で
あ
る
。

吉
田
さ
ん
は
、
そ
の
レ
ブ
カ
の
歴

史
を
象
徴
す
る
宿
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
の
オ
ー
ナ
ー
だ
っ
た
。

な
ぜ
、
雪
深
い
青
森
で
育
っ
た
彼

は
レ
ブ
カ
に
や
っ
て
き
た
の
か
。
そ

の
理
由
は
、
島
に
再
び
訪
れ
た
つ
か

の
間
の
繁
栄
に
あ
っ
た
。
一
九
六
〇

年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
物

語
は
日
本
の
高
度
経
済
成
長
時
代
と

リ
ン
ク
す
る
。
そ
の
こ
ろ
日
本
で
は
、

日
ソ
の
サ
ケ
マ
ス
漁
業
交
渉
が
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
い
た
。
そ
の
時
、
打
ち
出
さ
れ

た
の
が
、
北
の
マ
ス
に
代
わ
っ
て
南
の
マ
グ
ロ
の
漁
獲
を
増
や
す
政
策
だ
っ
た
。
そ

し
て
、
政
府
の
肝
い
り
で
レ
ブ
カ
に
建
設
さ
れ
た
の
が
、
日
本
と
合
弁
の
マ
グ
ロ
缶

詰
工
場
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
各
地
か
ら
多
く
の
若
い
技
術
者
が
レ
ブ
カ
に
集
結
し
た
。
そ
の
一
人
に
冷
凍

技
術
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
赴
任
し
た
吉
田
さ
ん
が
い
た
。

娯
楽
も
少
な
い
南
の
島
。
今
も
昔
も
一
番
の
ホ
テ
ル
だ
っ
た
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で

は
、
毎
夜
の
よ
う
に
パ
ー
テ
ィ
ー
が
催
さ
れ
た
。
当
時
、
経
営
者
に
は
、
美
し
い
四

人
の
娘
た
ち
が
い
た
。
吉
田
さ
ん
は
、
次
女
の
ニ
コ
レ
ッ
ト
さ
ん
と
恋
に
落
ち
た
の

だ
っ
た
。
運
命
に
準
じ
る
よ
う
に
し
て
、彼
は
、島
に
残
る
決
心
を
し
た
の
だ
と
い
う
。

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
は
、
レ
ブ
カ
が
最
初
に
繁
栄
し
た
時
代
か
ら
の
歴
史
あ
る
宿
だ
。

﹃
月
と
六
ペ
ン
ス
﹄
で
知
ら
れ
る
サ
マ
セ
ッ
ト
・
モ
ー
ム
も
宿
泊
し
た
と
い
う
。
も
っ

と
も
モ
ー
ム
は
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
は
何
も
作
品
を
執
筆
す
る
こ
と
な
く
、
レ
ブ

カ
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
が
。

歴
史
は
長
い
が
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
は
、
そ
れ
を
記
録
し
た
資
料
が
ほ
と
ん
ど

残
っ
て
い
な
い
。
唯
一
の
資
料
と
呼
べ
る
も
の
は
、
ニ
コ
レ
ッ
ト
さ
ん
の
一
族
が
経
営

に
携
わ
る
以
前
、
ホ
テ
ル
を
創
業
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
キ
ャ

プ
テ
ン
・
ロ
ビ
ン
の
遺
品
だ
。
そ
の
中
か
ら
思
い
が
け
な
い
も

の
が
見
つ
か
っ
た
と
吉
田
さ
ん
は
言
う
。
そ
れ
は
、
な
ん
と

明
治
天
皇
の
皇
后
、
昭

し
ょ
う

憲け
ん

皇
太
后
の
御
真
影
だ
っ
た
。

な
ぜ
そ
れ
が
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
あ
っ
た
の
か
、
す
べ
て
は

謎
の
中
で
あ
る
。
し
か
し
、
吉
田
さ
ん
と
い
う
日
本
人
が
後

継
ぎ
と
な
り
、
こ
う
し
て
今
、
日
本
の
富
士
山
と
同
じ
タ
イ

ミ
ン
グ
で
レ
ブ
カ
が
世
界
遺
産
に
な
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
遠

い
昔
か
ら
決
め
ら
れ
て
い
た
運さ

だ
め命

を
見
る
よ
う
な
、
不
思
議

な
縁え

に
し

を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

（
や
ま
ぐ
ち　

ゆ
み
）
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商
店
街
の
疲
弊
が
指
摘
さ
れ
、
空
き
店
舗
対
策
が
国
の
政
策
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
約
二
十
年
、
中
心
市
街
地
の
衰
退
が
深
刻
化
し
て
か
ら
で
も
十
五
年
が
た
つ
と
い
う
。

「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
」
の
観
光
地
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
き
た
時
期
と
も
重
な
り
合
う
。

ふ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
の
湯
浅
篤
さ
ん
は
、「
中
心
市
街
地
活
性
化
の
究
極
の
目
的
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
に
あ
る
」
と
指
摘
。
商
店
街
は
か
つ
て
、
冠
婚
葬
祭
の
仕
切
り
を
は
じ
め
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
だ
っ
た
。そ
の
疲
弊
や
衰
退
は
、そ
の
ま
ま
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
喪
失

も
意
味
す
る
。
行
政
主
導
の
再
開
発
で
商
店
街
が
崩
壊
し
た
現
実
も
目
の
当
た
り
に
し
た
湯
浅

さ
ん
ら
は
、
民
間
主
導
に
よ
る
病
院
跡
地
の
活
用
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
を
成
功
さ
せ
つ
つ
あ
る
。

同
じ
よ
う
に
全
国
各
地
で
頑
張
っ
て

い
る
「
ま
ち
の
仕
掛
人
た
ち
」
が
自
ら

執
筆
す
る
本
書
『
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

「
ま
ち
の
経
営
」
を
支
え
る
人
と
仕
事
』

（
石
原
武
政
編
著
、
学
芸
出
版
社
）
は
、

彼
ら
の
感
性
と
情
熱
を
肌
で
感
じ
さ
せ

て
く
れ
る
。   　
　

           

（
挑
全
）

ま
ず
、
本
書
『
グ
ロ
ー
ブ
ト
ロ
ッ
タ
ー 

世
界
漫
遊
家
が
歩
い
た
明
治
ニ
ッ
ポ
ン
』（
中
野
明
著
、

朝
日
新
聞
出
版
）
の
表
紙
カ
バ
ー
に
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
目
を
引
く
。「
開
国
直
後
、
神
秘
の
国
ニ

ッ
ポ
ン
を
旅
し
た
外
国
人
た
ち
は
何
を
見
た
の
か
　
」

世
界
一
周
を
い
か
に
早
く
で
き
る
か
を
競
う
旅
の
途
中
に
、
ニ
ッ
ポ
ン
に
少
し
だ
け
着
地
し
て

立
ち
去
っ
た
旅
人
が
い
た
一
方
で
、
未
開
拓
の
北
海
道
を
徒か

ち歩
で
一
歩
一
歩
回
っ
た
旅
人
も
い
た
。

あ
る
い
は
、
旅
と
は
異
な
る
目
的
を
持
っ
て
開
国
直
後
の
ニ
ッ
ポ
ン
を
訪
れ
た
外
国
人
は
、
日
本

固
有
の
文
化
や
人
々
の
暮
ら
し
を
見
て
い
た
よ
う
だ
。

旅
行
記
を
手た

ぐ繰
っ
た
著
者
は
、
芸
術
系
、
蒐
集
系
、
研
究
系
、
執
筆
系
に
分
類
す
る
。
旅
だ
け
で

は
な
い
目
的
で
訪
れ
る
外
国
人
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
地
域
の
モ
ノ
や
コ
ト
を
、
四
つ

の
分
類
で
考
え
、
整
理
し
て
み
て
は
ど

う
か
。
旅
自
体
を
縦
軸
、
旅
自
体
と
異

な
る
も
の
を
横
軸
と
し
て
、
旅
人
の
満

足
度
を
測
る
見
方
も
、
分
析
手
法
と
し

て
参
考
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。（
片
桐
）

四六判　236ページ
定価　2,200円
学芸出版社

B6判　331ページ
定価　1,900円
朝日新聞出版
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観光における“食”の役割
2013年10月1日（火）～2013年11月29日（金）

“食”は旅に鮮やかな彩りを添え、旅を魅力的で思い出深
いものにしてくれます。旅行者は “食”を求めて国内外各地を
訪れ、名物や郷土料理を楽しむことでその土地の食文化に
触れることができます。一方、受け入れ側となる地域は、「地
産地消」「スローフード」「食育」など “食”をテーマとするまち
づくりに取り組むことにより、観光振興や地域活性化を目指し
ます。このように、観光を考えるうえで、“食”はなくてはならな
い重要な要素と言えます。

観光研究分野においても、“食”が観光に与える影響や効
果に対する関心が高まっています。例えば、“食”を活かした
旅行者のリピーター化や滞在時間の延長策、“食”を通じた観
光産業と農林水産業との連携（食のブランド化、農山漁村
観光）、地域固有の“食”と景観を活用した文化的景観の
保存・活用、観光を通じた国内外の多様な食文化・食習慣
の理解などが挙げられます。これらの研究は、“食”を活かし
た観光のあり方を考えるうえで、重要な示唆を与えてくれます。

本展では、「観光における“食”の役割」をキーワードに、
国内外の旅行ガイドブックや“旅と食”に関する国内外の研究
図書等の資料を展示します。ぜひ多くの方に当館を訪れてい
ただきたいと思います。
＊ 詳細は、ホームページhttp://www.jtb.or.jp/へ。

新
着
図
書
紹
介

　本館ではこの7月から8月にかけて、【聖地を巡る旅】をテーマとす
る特別展示を行いました。今年は、60年に一度の出雲大社平成の
大遷宮、20年に一度の伊勢神宮の式年遷宮が重なったことに加
え、富士山が世界文化遺産に登録されたこともあり、「聖地」への
注目度が高まっているようです。その影響もあってか、多くの方 に々
特別展示コーナーをご利用いただきました。ただ、特別展示に合わ
せて実施しましたアンケート調査の結果を見ると賛否両論となって
おり、ご期待に沿えるような資料が必ずしもそろっていたわけでは
なかったようです。今後とも、資料や蔵書の充実に努めていきます。

館 長 の つ ぶ や き

ベストリーダー （2013年5月～2013年7月）
当図書館への来館者によく閲覧されている本を紹介。

【旅行ガイドブック部門】
海外旅行では、
・『るるぶトルコ・イスタンブール2013-14』（JTBパブリッシング）
・『イスタンブール路地裏さんぽ 地球の歩き方Gem Stone』（ダイヤモンド社）
・『地球の歩き方スペイン2013-14』（ダイヤモンド・ビッグ社）
国内旅行では、
・『るるぶ岩手 平泉 盛岡 八幡平 2013-14』（JTBパブリッシング）

【一般読み物部門】
・『スペイン 小さいまち紀行』（土田陽介編、グラフィック社）
・『南イタリア・シチリア紀行』（佐々木清著、東京書籍）
・『平成23年度 観光の実態と志向 第30回  国民の観光に関する動向調査』（日本観光振興協会）

利用状況 特別展示のご案内

旅の図書館 掲示板

ホームページhttp://www.jtb.or.jp/へ。旅の図書館特別展示で検索

!?



■
旅
行
者
動
向
２
０
１
２　

最
新
刊

最
新
の
旅
行
の
実
態
や
旅
行
者
の
意
識
に
関

す
る
全
国
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
、
当
財

団
独
自
の
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
分
析
。
グ
ラ

フ
や
図
表
を
多
用
し
て
分
か
り
や
す
く
解
説
。

政
策
立
案
や
事
業
展
開
な
ど
に
幅
広
く
活
用

で
き
るマ
ー
ケ
テ
ィン
グ
デ
ー
タ
集
。
二
〇
一
二
年
十
月
発
行
。

■
観
光
実
践
講
座 
講
義
録　

最
新
刊

　

人
を
活
か
し
、
ま
ち
を
活
か
す
観
光
の
考
え
方

　
　
〜
見
え
な
い
価
値
を
見
せ
る
「
ま
ち
歩
き
」
の
実
践

毎
年
十
一
月
に
当
財
団
が
主
催
し
て
い
る
二
日

間
の
講
座
講
義
録
。
今
回
は
各
地
で
人
気
の

「
ま
ち
歩
き
」
に
着
目
。「
長
崎
さ
る
く
博
」

総
合
プ
ロ
デ
ュー
サ
ー
で
「
大
阪
あ
そ
歩ぼ

」
の

仕
掛
け
人
、茶
谷
幸
治
氏
が
、人
を
活
か
し
、

ま
ち
を
活
か
す
「
ま
ち
歩
き
」
の
思
想
と
哲

学
を
熱
く
語
った
ほ
か
、
各
地
の
事
例
か
ら
実
践
的
な
ノ
ウハウ
も
多
数
。
ま

た
六
月
開
催
の
基
礎
講
座
よ
り
、㈱
四
万
十
ド
ラ
マの
畦
地
履
正
社
長
の
基
調

講
演
も
収
録
。
二
〇
一
三
年
三
月
発
行
。

■M
arket Insight 2013

　
（
日
本
人
海
外
旅
行
市
場
の
動
向
）
最
新
刊

日
本
人
海
外
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
構
造
的
な
変

化
と
そ
の
要
因
を
詳
細
に
解
説
し
た
レ
ポ
ー

ト
。二
〇
一
二
年
の
最
新
市
場
動
向
を
カ
バ
ー
。

当
財
団
の
独
自
調
査
を
基
に
、
変
化
の
下
に

働
く
中
・
長
期
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
版
、

英
語
版
あ
り
。
二
〇
一
三
年
七
月
発
行
。

■
旅
行
年
報
２
０
１
３　

近
刊

直
近
一
年
間
の
旅
行
・
観
光
市
場
に
ま
つ
わ
る

あ
ら
ゆ
る
出
来
事
につい
て
、数
多
く
の
デ
ー
タ・

資
料
を
基
に
分
析
。日
本
人
の
国
内・海
外
旅

行
、外
国
人
の
訪
日
旅
行
、観
光
産
業
、国
内

観
光
地
、
観
光
政
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
旅
行
・
観
光
市
場
の
現
状
を一望
で
き
る一冊
。
二
〇
一
三
年
十
月
発
行

予
定
。

※ 

当
財
団
出
版
物
の
ご
注
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　

担
当
：
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
研
究
情
報
室

　
　
　

電
話 

０
３・５
２
５
５
・６
０
７
３ http://w

w
w
.jtb.or.jp

◆
国
土
交
通
省
は
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン・
キ
ャ
ンペ
ー
ン
を

二
〇
〇
三
年
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
今
年
は
東
南

ア
ジ
ア
五
カ
国
に
対
す
る
訪
日
ビ
ザ
免
除
・
緩
和
、
円

安
、
加
え
て
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
と
い
う

プ
ラ
ス
要
素
も
あ
って
、
旅
行
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク
招
致
の
決

定
で
日
本
への
注
目
度
が
高
ま
る
な
か
で
、二
〇
一
三
年

の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
一
千
万
人
を
超
え
る
可

能
性
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

◆
今
後
は
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
増
え
る
な
か
で
、

各
地
域
の
受
け
入
れ
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
う

え
で
、
外
国
人
旅
行
者
一
人
ひ
と
り
に
き
め
細
か

く
対
応
す
る
こ
と
、つ
ま
り
〝
お
も
て
な
し
〞
が

重
要
と
な
り
ま
す
。
訪
れ
る
地
域
の
ファン
と
な

って
リ
ピ
ー
ト
し
、
さ
ら
に
口
コ
ミ
で
そ
の
親
族
、

友
人
・
知
人
が
訪
日
す
る
と
い
う
シ
ナ
ジ
ー
を
持

続
的
に
生
み
出
せ
る
鍵
に
な
り
そ
う
で
す
。

◆
ア
ジ
ア
を
含
む
い
ろ
い
ろ
な
国
々
か
ら
の
旅
行
者

が
国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
を
訪
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、
地
域
独
特
の
原
風
景
や
食
・
文
化
に

触
れ
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な
り

ま
す
。お
も
て
な
し
す
る
地
域
の
人
々
に
と
っ
て

は
、
多
様
な
異
文
化
と
の
交
流
が
進
む
な
か
で
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
訪
日
旅
行
者
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
観
光
を
主
目

的
と
す
る
団
体
旅
行
か
ら
Ｆ
Ｉ
Ｔ
へ
成
熟
し
て

い
く
と
、
旅
行
者
の
訪
日
目
的
も
多
様
化
し
て

き
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
が
当
た
り
前
と
思
っ

て
い
る
地
元
の
モ
ノ
や
コ
ト
が
外
国
人
旅
行
者
に

は
興
味
や
魅
力
の
対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
を
発
見
し
て
育
て
、
創
造
す
る

こ
と
を
考
え
る
好
機
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

  （
片
桐
）

観
光
文
化
編
集
室
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス：

kankoubunka@
jtb.or.jp

●

当
財
団
が
一
九
一
二
年
に
創
立
さ
れ
一
世
紀
、一
九
六
三
年
の
改
組
に
よ
っ
て
観
光

お
よ
び
旅
行
に
関
す
る
研
究
調
査
の
専
門
機
関
と
し
て
半
世
紀
。
こ
の
間
、
わ

が
国
の「
観
光
」の
あ
り
方
は
大
き
く
変
遷
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
に
あ
っ

て
、「
観
光
研
究
」
や
「
観
光
学
」
は
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、
何
が

成
せ
な
か
っ
た
の
か
、
当
財
団
の
こ
れ
ま
で
の
事
業
、
研
究
活
動
と
も
照
ら
し
合

わ
せ
つ
つ
、
建
設
的
に
検
証
し
た
う
え
で
、
今
後
、
当
財
団
が
果
た
す
べ
き
役

割
を
、
改
組
五
十
周
年
記
念
号
と
し
て
考
察
し
ま
す
。

編
集
後
記

次

号

予

告

当
財
団
か
ら
の
お
し
ら
せ

公益財団法人  日本交通公社  出版物のご案内

「
研
究
員
コ
ラ
ム
の
紹
介
」（
二
〇
一
三
年
六
月
〜
二
〇
一
三
年
八
月
）

行
く
先
々
で
見
て
触
れ
て
、
そ
し
て
地
元
の
人
た
ち
と
語
り
、
感
じ
た
こ
と
。
世
相

の
な
か
に
見
た
観
光
の
未
来
像
な
ど
、
各
研
究
員
が
独
自
の
経
験
と
視
点
を
基
に

し
て
、
ホ
ッ
ト
な
雑
感
を
綴
り
ま
す
。
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
研
究
員
コ
ラ
ム
」

に
掲
載
し
た
三
カ
月
分
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
９
３ 

地
域
に
お
け
る
温
泉
旅
館
、
そ
の
価
値
と
意
味 

（
吉
澤
清
良
）

１
９
４ 

外
国
人
旅
行
者
か
ら
学
ぶ
日
本
の
魅
力 

（
相
澤
美
穂
子
）

１
９
５ 

「
あ
る
べ
き
姿
」
に
近
づ
く
た
め
に 

（
安
達
寛
朗
）

１
９
６ 

ム
ス
リ
ム
旅
行
者
対
応
に
ま
つ
わ
る
私
感 

（
川
口
明
子
）

１
９
７ 

観
光
地
域
づ
く
り
を
担
う
人
材
に
求
め
ら
れ
る
も
の 

（
菅
野
正
洋
）

当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ http://w

w
w
.jtb.or.jp/   

研
究
員
コ
ラ
ム
一
覧   

で
検
索

観光文化219号やバックナンバーをPDFで閲覧できます。  観光文化最新号   で検索

「
２
０
１
３
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム・セ
ミ
ナ
ー
」

当
財
団
主
催
の
今
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
セ
ミ
ナ
ー
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

六
月
　
観
光
基
礎
講
座

七
月
　
海
外
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
東
京
）

八
月
　
海
外
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
in
大
阪

を
予
定
ど
お
り
開
催
し
ま
し
た
。

旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
十
二
月
十
九
日
）、観
光
実
践
講
座
に
関
す
る
最
新
情
報
・

詳
細
に
つ
い
て
は
、準
備
が
で
き
次
第
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン
で
ご
案

内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ U

RL
:http//w

w
w
.jtb.or.jp
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志賀高原から草津温泉へ通じる道路沿いには、いくつもの
池が点在する。その一つ、蓮池の水面に、雑木紅葉が色とり
どりの色彩を映し出す光景もまた美しいの一語に尽きる。
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